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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２８年第３回上富良野町議会定例

会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（林 敬永君） 御報告申し上げます。 

 本定例会は、９月９日に告示され、同日、議案等

の配付を行い、その内容につきましては、お手元に

配付の議事日程のとおりであります。 

 本定例会の運営につきましては、議会運営委員長

から、８月２４日及び９月７日に議会運営委員会を

開き、会期及び日程など、並びに今期定例会までに

受理しました４件の陳情、要望の取り扱いについて

の結果報告がございました。 

 本定例会の報告は５件で、監査委員から例月現金

出納検査結果報告書、町長から報告案件２件、議員

から報告案件２件であります。 

 また、提出の議案は、町長から提出の議案１６

件、議員からの発議案２件であります。 

 なお、議案第１５号及び議案第１６号の人事案件

につきましては、あす議案を配付させていただきま

すので、御了承願います。 

 町長から行政報告の発言の申し出がありました。

その資料として、行政報告とともに平成２８年度建

設工事発注状況を配付しましたので、参考に願いま

す。 

 町の一般行政については、髙松克年議員外３名の

議員から一般質問の通告があり、その要旨は本日配

付したところであり、先例により、質問の順序は通

告を受理した順となります。 

 本定例会までの議会の主要な行事は、お手元に配

付の議会の動向に掲載しております。 

 最後に、本定例会の説明員につきましては、別紙

名簿として配付のとおりであります。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名について行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ９番 荒 生 博 一 君 

    １０番 髙 松 克 年 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 会期決定について 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 会期の決定につ

いて議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月１４日までの２

日間といたしたいと思います。これに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から９月１４日までの２日間

と決しました。 

────────────────── 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 行政報告を行い

ます。 

 今期定例会までの主な行政執行経過について、町

長から報告の申し出がありますので、発言を許しま

す。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。 

 議員各位におかれましては、公私ともに何かと御

多用のところ、第３回定例町議会に御出席いただ

き、まことにありがとうございます。 

 それでは、去る６月定例町議会以降における町政

執行の概要について報告させていただきます。 

 最初に、大雨等による被害についてであります

が、７月３１日の局地的な集中豪雨、さらに８月１

７日の台風７号、２１日の台風１１号、２３日の台

風９号による大雨により、町内の道路、河川を初

め、排水路や公共施設、農作物等に大きな被害が発

生いたしました。 

 現在、町といたしましては、緊急に対応するた

め、専決処分による予算補正を行うとともに、全力

で復旧に取り組んでいるところであります。 

 特に、７月３１日の局地的集中豪雨につきまして

は、清富地区の３世帯４名の方々の避難が必要にな

るなど、道路、河川を中心に延べ３７カ所、総額２

億８,６１１万円の被害となっております。 

 さらに、８月１７日、２１日、２３日の台風によ
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る被害につきましては、道路、河川、排水路等、延

べ２２９カ所、総額２億１,２６０万円の被害とな

りました。 

 次に、農業関係の被害については、７月３１日に

発生した集中豪雨では、日新、清富、旭野地区を中

心に、冠水や作物流失などによる農作物被害が発生

し、バレイショや大豆など面積で約７９ヘクター

ル、被害額では約３,０００万円の被害となってい

ます。また、農地や農道等の農業施設、作業機械へ

の被害も生じており、その被害額は約１,１００万

円となっております。 

 さらに、８月１７日から２３日にかけての台風で

は、冠水や作物の流失など、農作物被害が全町的に

発生し、大豆、スイートコーン、バレイショなど面

積で約１１４ヘクタール、被害額で約４,０００万

円となっており、農地や農業施設につきましても約

１,６００万円の被害額となっております。 

 ８月３１日の台風１０号では、幸いにして、本町

では強風による倒木が一部見られたものの、大きな

被害はありませんでした。 

 しかしながら、南富良野町では、空知川の堤防が

決壊し、市街地が冠水するなど大災害となり、９月

３日、４日には、職員３１名が被災者支援ボラン

ティア活動を、また、翌５日には、上川管内町村広

域防災に関する協定「かみかわの絆」により職員５

名が被災者復興支援を行いました。 

 たび重なる大雨により被災されました町民の

方々、また、南富良野町民を初め多くの方々にお見

舞いを申し上げるとともに、本町におきましても災

害復旧に全力を挙げて取り組んでまいります。 

 次に、第２４回参議院議員通常選挙についてであ

りますが、６月２２日に公示、７月１０日に投開票

が行われました。 

 今回から選挙権年齢が引き下げられ、満１８歳か

ら投票することが可能となり、本町では２１１人の

有権者がふえ、当日有権者数９,３６２人、投票者

数５,７６０人、投票率６１.５３％で、前回投票率

を２.５ポイント上回り、全国平均では５４.７％で

６.８ポイント、全道平均では５６.７８％で４.７

ポイント程度上回ったところであります。 

 また、期日前投票の投票者数は２,７９４人とな

り、投票者数の約４８％を占め、期日前投票所によ

る投票は着実に増加しております。 

 次に、国の栄典関係についてでありますが、長年

にわたり町議会議員を務められました清水茂雄氏

が、８月１日付の発令による高齢者叙勲において旭

日単光章を受賞され、今月２１日に北海道より伝達

される予定であります。 

 改めて、これまでの御功績に心から敬意をあらわ

すものであります。 

 次に、特別名誉町民についてでありますが、本町

にアトリエを開設して以来、多年にわたりさまざま

な分野におきまして地域貢献をいただいております

日本画の大家、後藤純男氏が、本年、日本芸術院賞

とあわせて、芸術界においては最高賞と言われる恩

賜賞を受賞されました。 

 本町におきましては、後藤氏が本町の発展に果た

されてきた多大な御貢献とあわせ、恩賜賞受賞とい

う輝かしい功績に鑑み、名誉町民審議会の議を経

て、特別名誉町民の称号を贈ることを決定したとこ

ろであります。 

 次に、基地対策関係についてでありますが、６月

２８日に北海道基地協議会によります防衛施設周辺

整備対策中央要望を行い、また、６月３０日には全

国基地協議会・防衛施設周辺整備全国協議会合同定

期総会に出席したところであります。 

 次に、自衛隊関係についてでありますが、８月２

４日に北海道自衛隊駐屯地等連絡協議会によります

「北海道の自衛隊を支える中央大会２０１６」に出

席し、あわせて、北海道の自衛隊体制強化を求める

要望及び自衛隊と地域コミュニティーとの連携に関

する要望を防衛省に対して行ってまいりました。 

 次に、記念行事についてでありますが、第１特科

団創隊・北千歳駐屯地開庁記念行事を初めとして、

第２師団、北部方面関係の記念行事へ参加するとと

もに、７月３日には上富良野駐屯地創立６１周年記

念行事が開催され、多くの町民の皆様と喜びをとも

にしたところであります。 

 次に、特定健診等の実施状況についてであります

が、７月４日から１５日までの日程で実施したとこ

ろであり、特定健診とあわせて肺・胃・大腸がん検

診、前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診、肺機能検

査など、延べ３,０８７人の方が受診されたところ

であります。 

 昨年から町独自で実施している腎機能検査を継続

実施し、生活習慣病の発症予防、重症化予防を図る

ため、特定健診、国保外の被扶養者特定健診、若年

者健診、高齢者健診に２,１２４人が受診され、あ

わせて慢性腎臓病の重症度分類に応じた保健指導を

実施したところであります。 

 また、今年度新たに、高齢者健診受診者に貧血検

査と心電図検査を実施いたしました。 

 さらに、健診会場では、食生活改善推進委員によ

る地場産野菜を使った簡単な野菜料理、試食５００

食を提供し、あわせて管理栄養士による栄養指導を

実施したところであります。 

 今後も、住民がみずからの健康について考え、健

康的な生活を送るための健康づくり事業の推進に努
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めてまいります。 

 次に、高齢者向け給付金についてでありますが、

７月５日に申請受け付けを終了し、支給対象１,３

４０人に対し、申請を辞退された方１人を除き１,

３３９人、４,０１７万円を支給したところであり

ます。 

 また、臨時福祉給付金及び障害・遺族年金受給者

向け給付金についてでありますが、８月２２日から

随時受け付けを行っており、９月９日現在、支給対

象２,０５６人に対し１,１８６人の申請を受け付

け、１０月１日以降に随時支給を行ってまいりま

す。 

 この給付金につきましては、１１月２２日までが

申請期限となっておりますので、申請漏れ、支給漏

れが発生しないよう、個別周知や夜間申請窓口を開

設するなど対応を図ってまいります。 

 次に、農作物の生育状況についてでありますが、

既に収穫が終了した麦類につきましては、平年並み

の収量となっており、他の主要作物である豆類やバ

レイショ、ビートにつきましても、現在のところ、

ほぼ平年並みの生育状況となっております。 

 しかしながら、一連の降雨による農作物にも被害

が出ており、今後の生育への影響や収穫作業への影

響も懸念されることから、関係機関との連携を密に

して注視してまいります。 

 次に、イベントの実施状況についてであります

が、本年で９回目を迎えました「まるごとかみふら

の」ビアガーデンが、銀座通りを会場として７月９

日に開催され、多くの皆様に参加いただき、相互の

交流や地元の農畜産物に対する理解を深めていただ

く機会となりました。 

 また、まるごとかみふらの実行委員会では、新た

な試みとして、８月１７日に、上富良野中学校の生

徒２１名が参加し、「ホップを知る旅」と称しまし

て、地元生産者の御協力をいただきながら、ホップ

に関する知識や手摘み体験を通じて、町の成り立ち

の一端を学ぶ機会が設けられました。 

 これらは食育の一環としての試みでありますが、

今後のさらなる事業展開に期待するところでありま

す。 

 次に、７月１７日に開催いたしました「第３８回

２０１６花と炎の四季彩まつり」では、町内外から

約１万５,０００人の来場者をお迎えし、ステージ

イベント、あんどん行列、花火等が予定どおりに行

われ、盛会裏に終了することができました。 

 開催に当たりましては、あんどんの製作を初め、

イベントの準備、運営等に御尽力いただきました関

係者の皆様に厚くお礼を申し上げます。 

 次に、十勝岳山麓を舞台に予定されておりました

８月２０日の「第２回十勝岳トレイル・イン・かみ

ふらの・びえい」、２８日の「第３回かみふらの十

勝岳ヒルクライム」についてでありますが、８月２

０日から２２日にかけての大雨により、コース状

態、参加者及び運営スタッフの安全を総合的に考慮

した結果、やむなく中止となりました。参加を心待

ちにしていた皆様並びに開催準備に御尽力された運

営スタッフの皆さんにとっては大変残念な結果であ

りますが、次年度へ向け、参加者の皆様に喜んでい

ただけるよう一層の充実を目指して取り組まれるこ

とを期待しているところであります。 

 次に、英語指導助手についてでありますが、本年

度、新たな英語指導助手として、アメリカ・ロード

アイランド州出身のクリスティン・デルポンテさん

が８月３日付で着任され、上富良野小学校に配置し

たところであります。 

 デルポンテさんは、平成２３年から美瑛町で英語

指導助手として勤務した経験を持ち、一日も早く子

どもたちや地域に溶け込み、活躍されることを期待

しているところであります。 

 また、昨年８月から着任しているブライアン・ラ

イトさんについては、上富良野中学校に配置がえを

行い、現在は２名の指導体制により外国語教育の充

実、国際理解教育の推進に努めているところであり

ます。 

 次に、児童生徒の部活動等における活躍状況につ

いてでありますが、小学生については、上富良野小

学校の樫本彪愛さんが、第３６回北海道少年少女空

手道錬成大会において優勝し、先月、日本武道館で

行われた第１６回全日本少年少女空手道選手権大会

へ出場し、また、上富良野ジュニアバレーボール

チームが、第１９回日本ヤングバレーボールクラブ

優勝大会北海道予選で優勝し、今月２４日から大阪

府で行われる第１９回全国ヤングバレーボールクラ

ブ男女優勝大会に出場することが決定しているとこ

ろであります。 

 中学生については、中体連北海道大会において、

上富良野中学校陸上部の女子リレーチームが４×１

００メートルリレーで優勝し、個人では鈴木くるみ

さんが女子１００メートル、女子２００メートルで

優勝、加藤璃里香さんも女子１００メートルにおい

て好成績をおさめられたことから、リレーチームと

個人がともにそろって先月２１日から長野県で行わ

れた全国大会に出場し、その中で、鈴木くるみさん

が女子１００メートルで３位入賞という輝かしい成

績をおさめられました。 

 高校生については、高体連北海道大会の女子砲丸

投げにおいて、本町出身で現在遠軽高校に在籍する

山内沙耶佳さん、男子４×１００メートルリレーで
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旭川大学高校に在籍する平山誠之助さんが好成績を

おさめ、７月に岡山県で行われたインターハイに出

場を果たしたところであります。 

 このほか、小学生、中学生及び高校生たちが日ご

ろの練習成果を発揮し、野球、卓球、陸上などそれ

ぞれ全道大会に出場するなど、多くの児童生徒が活

躍しているところであります。 

 今後におきましても、本町の子どもたちが各方面

で活躍いただくことを期待するとともに、優秀な成

績を残された皆さんに改めて拍手を送りたいと思い

ます。 

 次に、青少年国内外交流事業についてであります

が、国内交流事業においては、７月２１日から２３

日までの日程で、津市安東小学校から８名の児童と

校長、引率教員３名の総勢１１名が来町いたしまし

た。 

 この間、上富良野西小学校の児童との交流会、児

童宅でのホームステイや町内の視察研修などを行

い、安東小学校と上富良野西小学校の友好のきずな

をさらに深めたところであります。 

 次に、国際交流事業についてでありますが、教育

長を団長として、７月２６日から８月２日までの日

程で、中高生１３名と引率者の総勢１７名によりカ

ムローズ市を訪問するとともに、バンフ、バンクー

バーにおいても研修を行い、自然や文化などに触

れ、貴重な体験と交流をしてきたところでありま

す。 

 最後に、建設工事の発注状況についてですが、６

月定例町議会で報告以降に入札執行した建設工事

は、９月９日現在、件数で１５件、事業費総額で１

億１,８３４万４,０００円で、本年度累計では２３

件、事業費総額２億８４万５,０００円となってお

ります。 

 詳細につきましては、お手元に平成２８年度建設

工事発注状況を配付しておりますので、御高覧いた

だきたく存じます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、行政報告を

終わります。 

────────────────── 

◎日程第４ 報告第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 報告第１号例月

現金出納検査結果報告について、監査委員より報告

を求めます。 

 代表監査委員、米田末範君。 

○代表監査委員（米田末範君） 監査及び例月現金

出納検査結果について御報告いたします。概要のみ

申し上げますので、御了承を賜りたいと存じます。 

 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により執

行いたしましたので、同条第３項の規定により、そ

の結果を御報告いたします。 

 平成２７年度５月分及び平成２８年度５月分から

７月分について、概要並びに検査結果を一括して御

報告いたします。 

 例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行し、

いずれも各会計の出納収支状況は別紙資料に示すと

おりであり、現金は適正に保管されていることを認

めました。 

 なお、資料につきましては御高覧いただいたもの

と存じ、説明を省略させていただきます。 

 また、税の収納状況につきましては、１４ページ

以降に添付してございますので、参考としていただ

きたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第５ 報告第２号 

○議長（西村昭教君） 次に日程第５ 報告第２号

議員派遣結果報告について、報告を求めます。 

 議会運営委員長、金子益三君。 

○議会運営委員長（金子益三君） ただいま上程い

ただきました議員派遣結果報告につきまして、要旨

の説明をさせていただきます。 

 議員派遣結果報告。 

 平成２８年第２回定例町議会において議決された

議員派遣について、次のとおり実施したので、その

結果を報告いたします。平成２８年９月１３日、上

富良野町議会議長、西村昭教様。議会運営委員長、

金子益三。 

 記。 

 件名、北海道町村議会議員研修会及び先進地調

査。 

 １、調査及び研修の経過。 

 平成２８年７月５日、議員１１名で北海道町村議

会議長会主催の北海道町村議会議員研修会に参加す

るとともに、翌７月６日、議員９名で胆振管内洞爺

湖町議会においてジオパーク認定についての研修を

行った。 

 ２、調査の結果。 

 (１)北海道町村議会議員研修会。 

 演題といたしまして、立正大学客員教授、新潟経

営大学特別客員教授、高野誠鮮氏により、「ひとを

動かし、まちを動かす」のテーマで講演をいただ

き、引き続き、東京新聞・中日新聞論説副主幹の長

谷川幸洋氏より、「日本の行方～政局・政治展望」
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についての講演を受けた。 

 （２）先進地調査。 

 胆振管内洞爺湖町において、洞爺湖町役場経済部

ジオパーク推進課及び洞爺湖有珠山ジオパーク推進

協議会の方より、ジオパーク認定に向けた取り組み

等について、認定後の課題等について、ジオパーク

エリア決定の考え方等について、認定更新に向けて

の経過等についての研修を行い、引き続き、ジオサ

イトの見学を行ってまいりました。 

 内容につきましては御高覧いただいたものとして

省略をさせていただきます。 

 以上、報告といたします。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、次に、議会広報

特別委員長、米沢義英君より御報告をお願い申し上

げます。 

 議会広報特別委員長、米沢義英君。 

○議会広報特別委員長（米沢義英君） 議員派遣報

告を行います。 

 平成２８年第２回定例町議会において議決された

議員派遣について、次のとおり実施しましたので、

その結果について報告させていただきます。平成２

８年９月１３日、上富良野町議会議長、西村昭教

様。議会広報特別委員長、米沢義英。 

 件名、北海道町村議会議長会主催の議会広報研修

会及び広報技術研修向上のために行ってまいりまし

た。 

 調査及び研修の経過。 

 議会広報特別委員会は、議会の活動をよりわかり

やすく町民に知らせるための広報紙発行に関する調

査研究のため、平成２８年８月２２日から２３日ま

での間、写真学科を設けている専門学校札幌ビジュ

アルアーツにおいて写真技術指導を受け、北海道町

村議長会主催の議会広報研修会に参加してまいりま

した。 

 内容等については、概要のみお知らせいたしま

す。 

 まず、写真技術向上についてでありますが、カメ

ラ機能については、価格設定の高いカメラ、安いカ

メラでは、写真を撮る基本的な性能についてはほと

んど差がないということでありました。ですから、

結果としては、何を撮るかということを、撮る側の

あらかじめの構想を明確にすることが大切だという

ことが報告されました。 

 今、デジタルカメラという形の中で、手ぶれ防止

やシャッタースピードなどの機能が搭載されて、撮

影の環境に合った写真を確実に撮れるということで

ありますから、この機能をよく理解することが大切

だということでありました。 

 次に、議会広報の役割は何かということでありま

すが、議会広報は読まれているか、また、議会とし

て住民に伝えたいことが伝えられているかと考える

と、必ずしも伝わっているとは言えない現状が見受

けられるということで、議会広報というのはそうい

う意味で、議会が審議して議決した内容を住民に

きっちりと伝える、そういう大切な役割を担ってい

るのだということが報告されました。 

 以上、簡単ではございますが、議会広報の技術研

修の概要とさせていただきます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって議員派遣結果の報告を終わります。 

────────────────── 

     ◎日程第６ 報告第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 報告第３号委員

会所管事務調査報告について、報告を求めます。 

 総務産建常任委員長、中澤良隆君。 

○総務産建常任委員長（中澤良隆君） ただいま上

程されました報告第３号委員会所管事務調査報告に

ついて、朗読により報告といたします。次ページを

ごらんください。 

 総務産建常任委員会所管事務調査報告書。 

 本委員会の所管事務調査として、閉会中の継続調

査に付託された事件について、調査の経過及び結果

を会議規則第７７条の規定により報告する。平成２

８年９月１３日、上富良野町議会議長、西村昭教

様。総務産建常任委員長、中澤良隆。 

 調査事件名、債権管理条例について。 

 １、調査の経過。 

 本委員会は、閉会中の継続調査事件名を「債権管

理条例について」に決定、平成２８年７月２８日及

び８月１２日、９月６日に委員会を開催し、関係職

員の詳細な説明を求めながら慎重に審査を行った。

その結果を次により報告する。 

 なお、今回の調査に当たり理事者においては、各

種資料の提出や担当職員の派遣に配慮いただいたこ

とに感謝いたします。 

 ２、調査の結果につきましては、（１）債権管理

条例制定の目的と位置付けについて、（２）地方自

治体における債権管理の現状、（３）債権の種類、

（４）債権管理にかかる課題につきましては既に御

高覧をいただいたものとし、朗読を省略させていた

だきます。 

 （５）まとめ。 
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 本町においては、所管課や管理職による滞納処理

対策プロジェクトにより徴収業務に力を注いできた

ことからも、収納率は他の自治体と比べても高水準

にあるが、一方、債権所管課が適切に債権を管理・

回収するための全庁的な統一基準がないことなどか

ら、債権の管理・回収に差異があることなどの課題

も見受けられる。 

 しかしながら、本町における債権管理の適正化

は、町民負担の公平性の確保と財政運営の安定化の

ため極めて重要であることから、債権管理条例の制

定について、総務産建常任委員会としては必要があ

ると判断した。 

 なお、本委員会としては、町の債権管理と並行し

て納税者が納税しやすいコンビニエンスストアでの

納付やクレジットカードを用いた納付なども前向き

に検討されることを期待する。また、真に生活が困

窮して滞納している方に対しては、相手に寄り添い

親切丁寧に対応されるよう望む。 

 さらには、豊富な知識、経験を有する税務担当職

員の協力を得て、組織全体が一体となって滞納整理

に取り組まれることが必要と考える。 

 以上、報告といたします。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって委員会所管事務調査報告を終わります。 

────────────────── 

     ◎日程第７ 報告第４号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 報告第４号平成

２７年度上富良野町教育委員会点検・評価の報告に

ついて、報告を求めます。 

 教育振興課長。 

○教育振興課長（北川和宏君） ただいま上程いた

だきました報告第４号平成２７年度上富良野町教育

委員会点検・評価の報告につきまして御説明申し上

げます。 

 本報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第２６条の規定により、教育委員会は毎年そ

の権限に属する事務の点検及び評価を行い、報告書

を作成の上、議会に提出し、住民に公表するもので

あります。 

 以下、平成２７年度上富良野町教育委員会点検・

評価報告書の概要について御説明申し上げます。報

告書の１ページをごらんください。 

 本報告書は、目的にありますように、教育委員会

の責任体制の明確化を図るため、事務の管理及び執

行状況を点検・評価し、効果的な教育行政の推進と

行政評価の透明性を図り、町民への説明責任を果た

すものであります。 

 点検・評価の内容でありますが、平成２７年度の

教育委員会活動状況及び教育行政執行方針に示した

事務事業の成果をもとに内部評価を行ったところで

あります。 

 また、この点検・評価に当たりましては、教育に

関し学識経験を有する教育行政評価委員３名の御意

見をお聞きし、本報告書にまとめたものでありま

す。 

 ２ページには評価方法と評価結果、３ページから

１２ページまでは教育委員会議などの活動状況とそ

の評価を記載しているところであります。１３ペー

ジから５７ページにわたっては、点検・評価の対象

とした４３事業を達成度、効果度による評価と総合

評価を行い、点検評価表にまとめたところでありま

す。５８ページから６０ページまでが教育行政評価

委員の開催とその意見を掲載しているところであり

ます。６１ページ以降は参考資料を掲載していると

ころであります。 

 以上で、報告第４号平成２７年度上富良野町教育

委員会点検・評価の報告についての説明とさせてい

ただきます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

     ◎日程第８ 報告第５号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 報告第５号平成

２８年度（平成２７年度決算）健全化判断比率及び

資金不足比率の報告について、報告を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） ただいま上程いただき

ました報告第５号平成２８年度（平成２７年度決

算）健全化判断比率及び資金不足比率の報告につい

て、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３

条第１項及び第２２条第１項の規定に基づき、監査

委員の意見をつけて御報告申し上げます。 

 平成２７年度決算における実質赤字比率及び連結

実質赤字比率は生じておりません。実質公債費比率

は１２.８％、将来負担比率は５９.６％となってお

ります。 

 次に、公営事業ごとの資金不足比率は、簡易水道

事業、公共下水道事業、水道事業及び病院事業のい

ずれも資金不足は生じておりません。 

 各比率はいずれも早期健全化基準を下回ってお

り、健全段階に位置づけられるところであります。 

 以上で、報告第５号平成２８年度（平成２７年度
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決算）健全化判断比率及び資金不足比率の報告とい

たします。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第９ 町の一般行政について質問 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 町の一般行政に

ついて質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次、発言を許しま

す。 

 初めに、１０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） さきに通告してあります

１項目２点についてお伺いします。 

 ７月３１日より８月２３日までの間に、本町は台

風により大きな水害がもたらされました。 

 町河川の改修整備計画を早急に立てるべきという

ことで質問いたします。 

 １、町河川の氾濫による農作物被害、土砂の浸

入、農地の侵食、建物被害などが見られる状況にあ

る。河川の改修が以前の状況に戻すだけの改修で

は、地元の住民に理解されるとは思わないが、考え

をお伺いしたい。 

 町河川の改修整備については、計画は立てていな

いということだが、今後、災害がいつ起こるか知れ

ない中、早急に計画を立てるべきと考えるが、お伺

いしたい。 

 以上、２点であります。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の町河川の

改修整備計画に関する２点の御質問にお答えさせて

いただきます。 

 まず、１点目の河川の改修方法に関する御質問に

ついてでありますが、河川災害の復旧については、

国の現地査定を受け復旧する公共土木施設災害復旧

事業と起債の申請により復旧する単独災害復旧事業

とがあり、また、軽微な場合には、町の単独費を

もって対応する場合等があります。 

 公共土木施設災害復旧事業における災害復旧は、

被災を受けた箇所のみの原形復旧が原則であります

ことから、断面を拡大するなど質的な改良は行え

ず、質的改良がどうしても必要な場合は、単独災害

復旧事業とあわせて川幅を改良したり、河床を下げ

たり、自然木の伐採などを行っていくこととしてお

りますが、特に河川改修におきましては、下流から

上流へ順次整備を行うことによってその効果が発現

され、災害復旧に当たりましては、上下流の状況を

踏まえた中で対応を図っているところであります。 

 次に、２点目の河川改修整備計画についてであり

ますが、普通河川の改修整備につきましては、補助

制度もないことから改良計画は持ち合わせておら

ず、従来から災害復旧時に改修を図ってきたところ

であります。市町村が管理いたします普通河川の維

持・管理経費につきましては、交付税において措置

されていることと解されておりまして、町の予算に

て対応することとなっている状況であります。 

 また、議員御質問にありますように、河川の改修

に当たっては、整備計画を持って計画的に整備を進

めることは望ましいことでありますが、これらにつ

いては多くの事業費が必要となることから、現在の

町の財政規模を考慮いたしますと大変難しいものと

判断せざるを得ず、今後におきましても、通常の河

川整備費や排水路整備費により、施設損傷箇所の修

理と沈砂池の土砂上げ及び自然木の伐採等を行うと

ともに、災害の未然防止対策といたしまして、適宜

土砂上げや河道整備などの対応を図ってまいりたい

と考えておりますので、御理解を賜りたいと存じま

す。 

 また、主要河川であります道管理河川が整備され

ることにより、町管理の普通河川への負荷が軽減さ

れることから、北海道へ引き続き要望を行ってまい

りたいと考えておりますので、御理解を賜りたいと

存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問。 

 １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 今回の水害以前にも、４

年前にも、今よりは規模は小さかったのですけれど

も、町河川による農業被害が起きているところがあ

ります。 

 ことしも砂れきなどにより河床の上昇、これによ

り被害に遭っているところが見受けられます。その

間、今、町長が答弁されましたけれども、町の単独

経費をもって改修した経過にあると思いますけれど

も、その箇所は今回また被害を受けていることがな

いのかどうか、お伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の災害につ

いての御質問にお答えさせていただきますが、平成

２１年、２２年、２３年、特にこの３カ年、局地的

集中豪雨に見舞われまして、多くのところが土砂が

堆積するなど被害は大きくなったわけでございます

が、今回の発生いたしました箇所とこれまでの発生

した箇所は、重なるところは何カ所かございます。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 答弁の中で、町が必要性

を感じていながら、残念だと思うのは、前回の被害
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の中でも改修されていないところがあると。町河川

の沿線に住んでいる住民の理解を本当に得られるか

どうか、協力を得られなくなるのではと心配するも

のであります。 

 住民にとって生活に密着している町河川は、日ご

ろより、やはり地元の人が見回りをしたりとか草刈

り、大きな木を倒すということは無理なところも

多々ありますけれども、小立木、川底などについて

も気は使っているつもりですけれども、今回のよう

な大きな災害になると、それも地元ではとても手に

つかないというようなことがあります。 

 町河川の非常事態とか、そういうような事態を回

避するためにも、住民との関係、流域に住んでいる

住民との関係をどういうふうに持っていったらいい

と思っているか、町長にお伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の河川の災

害についての御質問にお答えさせていただきます。 

 町といたしましては、冒頭のお答えでもお話しさ

せていただきましたが、質的改良を伴うような改良

は現在のところ大変困難なことから実施しておりま

せんが、町が独自に対応できるような改善策につき

ましては、それぞれ地先の皆さん方の御理解をいた

だきながら、可能な範囲で実は改良を行ってきてい

る状況にございます。ただ、そこで想定いたします

対策を超えたような土砂の流入量、そういったもの

がある場合においては、残念ながら、そこで防ぎ切

れていない状況も生まれております。 

 しかしながら、そういうような経過を踏まえて、

同じことを繰り返すことがないような対応策、それ

はその被害が発生した箇所での対応、これらについ

ては、土砂上げ等が恒常的に起きているようなとこ

ろにつきましては、例えば重機等の進入がしづらい

ような箇所につきましては御協力をいただきなが

ら、そういった車両や重機がスムーズに入れるよう

な道をつけさせていただくとか、あるいは一方、土

砂が流入してくる場合については、特に、大きく原

因が上流にあることが想定されますので、そういっ

たところに対する事前の防御策、特に農地からの土

砂流出については、中山間事業を通じて沈砂池等を

整備させていただきましたところから大幅に改善さ

れてきたというような実態もございますので、今後

におきましても、そういったことを通じて未然防止

につながるような方策を講じてまいりたいと考えて

いるところでございます。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） この答弁書の中にも、市

町村では地方交付税で対応するものと考えていると

ありますけれども、町長が言われた改修、小さな改

修ということですけれども、残念なことに、昨年度

の河川の維持ということで使われた金額というのが

２８８万６,０００円というふうになっているので

すね、報告書ではね。この金額が大きいか小さいか

というのは、先ほど財政規模の中で我が町としては

無理だという話がありましたけれども、先日、議員

と町長部局との話し合いの中にもあったとおり、百

二、三十万円でも修理費の程度というぐらいの話が

出るような状況の中にあって、この２８８万６,０

００円という金額が、これが先ほども言われたよう

に、２１年、２２年、２３年に多少ならずも被害が

あったところにも果たしてしっかり及んでいってい

る数字なのか。これが小さいか大きいか。 

 この後また質問しますけれども、今回の被害にお

いて、この経緯というか、ここを、言ったらあれだ

けれども、土砂上げなども十分にしていないために

このようなことが起きているのではないかというふ

うなことも思うわけですけれども、その辺について

はどう考えるか、お伺いしたい。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 河川、道路等を含めまして、町といたしまして

は、一体的に維持管理を行っておりまして、ただい

ま議員のほうからお話ございました部分について

は、特定の箇所というような、私も今手元にその内

容についての資料を持っておりませんので明確にお

答えすることはできませんが、それは多分、特定の

場所を指しての事業費かというふうに理解しており

ます。 

 町といたしましては、通常の維持管理の中におい

て土砂上げ、あるいは雑木整理、そういったこと

は、予見できますところはあらかじめ対応している

というふうに認識しているところでございまして、

先ほども申し上げましたように、特に雨が降るとと

もにそういう土砂の流入等が恒常的に予見されると

ころについては、通常の維持管理の中で特に注視し

て管理を行っているところでございますので、改め

て、土砂上げを一体的に行うというようなところに

はいっていないのが実態でございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） これも、改修整備なんか

もこのぐらいのお金でやっていくとすれば、財政的

な負担もそんなに大きくないのかなと思いますけれ

ども、これでは、今の状況の中では、未然に災害と

いうか、水害を防ぐということにはならないのだろ

うというふうに思います。 

 また、整備を通年行っていくということになれ
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ば、土木事業の関係者にも少しは有効な手だてにな

るのではないかなというふうにも思います。事故の

ときだけたくさん出てくれといっても、今の状況で

見てもわかるとおり、各業者一つの班ぐらいしか出

られないという状況にあり、先に延ばすことによっ

てまた被害が大きくなると。今回もあった話ですけ

れども、３１日の被害箇所が、また仕事をやってい

る間に被害に遭ってしまうというようなことも見受

けられていますから、それらあたりについても考え

ていってほしいというふうに思います。 

 今回、河川の中でも町河川が道の管理河川につな

がるようなところででも、実際に改良されていない

がゆえに河床が上がり越水して、作物が埋没してし

まうというようなことがあったり、先ほども町長の

報告にありましたけれども、農業経済の被害だけで

も１億円に及ぶような被害になっている。そういう

ことから考えても、この河川に対して、町ももう少

ししっかりした財政措置をしていくべきだと思うの

ですけれども、お伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の河川災害

についての御質問にお答えさせていただきます。 

 町として可能な対応といたしまして、既にお答え

させていただいておりますが、災害が発生したとき

に、その災害復旧に合わせて単独災害、あるいは単

費等を組み合わせて、質的改良につながるような、

例えば断面を大きくするとか、そういうことはなか

なか、上下流の取り合いがございまして、一カ所だ

け川幅を広げるとか深くするとかというようなこと

は現実的でございませんが、例えば、自然の河川で

あったものを護岸ブロックを積むような改修、ある

いは、かごマットで防護するような、そういった残

念ながら事後対応とはなりますけれども、そういう

ような災害復旧に合わせて最大限の財政措置あるい

は財政対応をいたしまして、改修、改良につながる

ような対応をしているのが現実でございまして、こ

れまで町の町管理河川においてはそういった流れ

で、徐々にではありますが、改善、改良を重ねてき

ているということでございまして、財政的な面、あ

るいは河川の管理範囲の広大さ、そういったことを

総合的に考えますと、現在、対症療法的ではござい

ますが、行って改良していくことが今町ができるこ

とかなというふうに理解しているところでございま

す。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 今回の被害でも、この後

出てくることになっているのですけれども、専決処

分総額が、被害箇所２６０カ所、４億８,３８０万

円という町財政に対して、これがどういう措置を持

つのか。本当にこれがこの町にとって生きた金とい

うか、生きた投資になっていくと考えているかどう

かお伺いしたいのと、これを地方債で賄うというこ

とになっていますけれども、これが町財政に及ぼす

影響、答弁書の中にもありましたけれども、それだ

けの町に財政がないと言いながらも、ここに被害額

として出さなければならない、そして債権を組まな

ければならないという実情があるわけですから、も

う少し積極的な方法がとれないか、お伺いしたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 河川の計画的な整備を想定いたしますと、これ

は、今回の被害につきましては、専決を含めて約５

億円弱の経費をもって災害復旧に当たらせていただ

いておりますが、町河川におきましては約１６０キ

ロメートルございます。これらを計画的な整備計画

を持つということになりますと、上富良野町にとり

ましては、少しオーバーな表現になりますが、本当

にとても手が届くような数字ということにはならな

いというふうに理解しておりまして、そういう中で

も、来年度以降着手してまいります、例えば日の出

地区の農地防災事業、そういったものの制度を最大

限活用する中で、そして、同じ災害が繰り返されな

いような、そういう仕組みをしていくことが最大限

上富良野町ができ得ることかなというふうに思って

いる次第でございまして、あわせて、財源等の確保

につきましても、いろいろ北海道あるいは国等、要

望を申し上げながら、そういった対応も図れるよう

に引き続き努力をしてまいりたいと考えておりま

す。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 昨今の天候の状況を見る

と、我々が想像し得ないというか、我々が経験し得

なかったような状況になっているということも言え

ると思います。 

 南富良野であのような大きな災害が起きるという

ことは、本当にあの大きなダムを控えている町であ

りながらという思いもありますから、本当にここで

も何が起きるか。これだけ森林地帯というか、一つ

の大きな山を抱えているということは、そういう点

からいうと、土砂の流出とか雨の流出も、速度が速

いだけに恐ろしいというか、地域に及ぼす被害も大

きくなる。 

 これがまた昨今の情報というか、報道なんかによ

ると、北海道は今まで少なくとも本州とは違った台

風の経路などが見られたけれども、ことしの経路と

いうのは当たり前になるかもしれないよ、そうする
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とそこに、水害に対してのインフラが十分にできて

いないために被害を大きくしているということが指

摘されたりしていますから、そういうことも考える

と、現在やられているような消極的なやり方、案件

が起きてからそれを処理していく、それに金をかけ

ていくということが果たしてどうなのだろうと。平

時において、やはり先ほど言ったように、しっかり

と河川の改修なりなんなりをやっているところ、ま

た、今、町長が言ったように、日の出の今まで被害

に遭っていたところを少しでもということで、国の

お金を入れてでもというようなことも含めて、こ

れ、重要なことだというふうに思うのですね。 

 本当にそういう意味からいうと、事故後の処理と

いうよりは、インフラにもつながっていく先に、被

害のないときに、安全なときに行動を起こしていく

ということも、これはこの町河川に対しての考え方

を基本的に見直して、地域住民に安心と安全、地域

の財産の保全とともに河川の改修をしていくという

ことが大事なのではないかと思うのですけれども、

その辺についてお伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 自然災害を含めまして、町民の皆さん方の安全、

安心を担保していくことは、これは行政の中では最

優先して取り組むべきことということは私も共有し

ているところでございます。 

 しかしながら、特に河川等の改修、改良等につき

ましては、やはりこれは、まず第一義的には、国や

北海道の財源を活用しての対応というようなことを

優先させるべき、そして、しかも、その中でもどう

しても町単独費をもってでもしっかりと対応に当た

らなければならないような危険あるいは災害の発生

が予見されるようなところにつきましては、これは

しっかりと対応していくべきことかというふうに

思っておりますが、町全体の財政規模あるいは予算

の配分等の中で、その災害に対します対応、あるい

はその他の予算配分につきまして、どのあたりで折

り合いをつけるかということは、常に議会の皆さん

方と意見交換をしながら方向づけをさせていただい

ておりますので、これからも災害対策についてしっ

かりと取り組むことは申し上げますが、予算の確保

等につきましては、皆さん方と慎重に議論を重ねな

がら、そのあるべき姿を見つけていきたいというふ

うに考えているところでございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 今の話、わかるのですけ

れども、被害に遭っている農家とか被害に遭ってい

る住民の人たちにすれば、本当にそれでいいのかど

うかということが問われるのだろうと思うのです

ね。 

 例えば、計画はないということでしたけれども、

この計画をつくっていくということも必要性を感じ

るわけです。そこで計画ができてくればというか、

つくる過程でも、必ず試算とか、いろいろな計算式

が出てくるだろうと思うのですね。例えば、年間

１,５００万円かけてそういうことをやっていきま

しょうと仮定したときに、１０年間とか２０年間と

かという年限でしていけば、その地域に投資される

金額として、今でいっても１,５００万円としても

１０年間で１億５,０００万円ぐらい。農家の人た

ちが被害に遭っているのが今１億円、１回で。そう

いうことを考えると、この投資効果というのが生き

ていかないのかどうか、お伺いしたいと思います。 

 それと、今、ちょっと蛇足になりますけれども、

自分たちの住んでいる地域の現状というか、デボツ

ナイ川の上流の二十号川に住んでいるわけですけれ

ども、その川において、今回物すごい砂れきの流入

というか、それがあるわけです。これ、上流部に抱

えているのが町有林、そして、その下にですけれど

も、町が以前に使っていたごみ捨て場があります。

その通路、その沿線で、今回崩落が起きているので

すね、河川に対しての。この大きさ、まだ道路が完

全にあいているというような状況でないので、皆さ

んは見ていないのかもしれないのですけれども、こ

の大きさは相当なものです。 

 それと、そこにせっかく砂防をつくってあるわけ

ですけれども、それらの砂防がいっぱいになってい

て、以前の水害のときにも町にお願いしにきた経過

はあるのですけれども、残念ながら、今言われるよ

うなことで財政云々、町には金がないからそこまで

金かけられないというようなことだったのですけれ

ども、住んでいる者としては非常に大きな不安を抱

いていることは事実です。 

 また、今回、圃場整備なんかで、町長も御承知の

とおり、二十号川の上流部をある程度改修して、温

水ため池の、水を流すために大きな分水をつくって

きているわけですけれども、今回の中でもその流入

が多い。上流部では崩落が起きている。町有林に上

がれるような状況ではないという状況だったわけで

すけれども、それが全部デボツナイ川へ来るわけで

すね。デボツナイ川の河床は非常に上がっていま

す。ちょうど２３日ですけれども、帰ったときに二

十号川へ行ってみて、ちょうど土現の多分、所長だ

という話なのですけれども……。 

○議長（西村昭教君） 髙松議員、例を挙げるのは

結構ですけれども、例を挙げると際限がありません
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ので、簡潔に質問の趣旨に戻るように。 

○１０番（髙松克年君） わかりました。 

 それで、下流部でも、デボツナイ川の水の引きが

悪いというので、わざわざ見にくるような状況、そ

ういうようなことから考えても、先ほど言われたよ

うに、上流部の問題解決には町も大きくやはり努力

しなければならない部分があるということをお知ら

せしておきます。 

 それと最後になりますけれども、今話題にもなっ

ていることなのですけれども、戦国時代の昔から、

武田信玄が甲府盆地の水害から守ったとする信玄

堤、これは徳川家康が関八州を治めるに当たり、利

根川を東進させることにもつながったと言われるぐ

らいの昔から技術として大名が学んだと言われてい

るのですけれども、この利根川東進は３５０年間、

昭和３年までかかったと言われるのですね。水を治

める者は国を治める、国を治める者は水を治める、

このことの故事にやはり学ぶべきだというふうに思

います。 

 町においても、この盆地の、言ったらあれですけ

れども、頭の部分にあるところですから、先ほど言

われたように１６０キロの町河川、これは中富良野

から見ても、富良野から見たら地域が広いですから

比ではないと思いますけれども、決して小さな数字

だというふうには自分も感じてはいませんけれど

も、何せ、今、町長の決断でこの町が少しでもやは

り安心して安全に暮らせる、そして、大切な地域の

財産である農業が守られる、そのようなことを考え

るわけですけれども、もう一度この河川の改修計

画、それをつくるつもりがないかどうか、考えのほ

ど、決意のほどをお伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の河川に関

します災害対策についての御質問にお答えさせてい

ただきます。 

 まず冒頭、町が管理いたします施設に起因いたし

ます障がいが地域にお住まいの方々に対して御迷惑

をおかけするような状況につきましては、早急に対

応することが必要と考えておりまして、これはまた

別途調査させていただきたいと思います。 

 とりわけ河川におきます、降雨等による災害に対

しましての考え方について再度お答えさせていただ

きますが、まず、町が管理いたします町管理河川に

つきましては、やはり常習的に災害が発生する、あ

るいは予見されるようなところにおきましては、こ

れは町の単費をもってでも重点的に対応していくこ

とは、それはこれからも引き続き行ってまいりたい

と考えております。 

 ただ、先ほど申し上げましたように、２００キロ

メートル近くにも及ぶ町の管理いたします河川を計

画的に改良していくということは、これは現実的に

は大変困難なことだというふうに考えております。

先ほど申し上げましたように、やはりその中でも危

険が予見されるようなところ、あるいは常習的に災

害が起きているようなところについては、しっかり

と対応してまいりたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 また、農地の流亡等におきます農業被害等につき

ましても、先ほど申し上げましたような中山間事業

等を活用いたしまして、まず、みずから土砂の流出

等を防げるような手だてを講じていただくと。そし

て、それらが結果的には下流の土砂の流入を防ぐと

いうようなことで、好循環になりますので、これは

いろいろな対策を組み合わせながら、災害が最小限

にとどまるようにこれからも努力してまいりたいと

思いますし、これは、何度も繰り返しますが、災害

対策が、この不備が、住民の皆さん方に不安感をも

たらすようなことだけは、これは絶対避けなければ

ならないというようなことだけ申し上げておきたい

と思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） ぜひ、計画を樹立させら

れるように我々も協力したいと思いますし、沿線流

域のそれぞれ住まいしている人たちも、町長がどう

いう答えを出してくれるか期待しているところだと

も思いますから、ぜひよろしく配慮のほどお願いし

たいと思います。それについて答弁、一言お願いし

ます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 災害に対します姿勢は、髙松議員と私も思いは同

じだというふうに理解をしているところでございま

す。あわせまして、多少なりとも町の管理河川の中

でも重要河川については、先ほどから申し上げてお

りますように、改良等が可能であれば、そういうよ

うな、全体計画はなかなか難しいといたしまして

も、部分的な計画だけでも持てるようなことを目指

して、これからも研究を続けてまいりたいと思いま

すので、御理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１０番

髙松克年君の一般質問を終了いたします。 

 暫時休憩といたします。再開は３５分といたしま

す。 

────────────────── 

午前１０時１７分 休憩 
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午前１０時３５分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 次に、６番金子益三君の発言を許します。 

○６番（金子益三君） 私は、さきに通告してあり

ます２点について、町長及び教育長に質問をさせて

いただきます。 

 まず、先ほど町長の行政報告でもありましたが、

このたびの７月３１日から８月１７日、２０日、２

３日、そして３１日に北海道を襲いました、たび重

なる大型台風の影響により被害に遭われた方々へ心

よりお見舞いを申し上げるところでございますとと

もに、一日も早い復興を願うところでございます。 

 また、甚大な被害を受けられました南富良野町に

おいては、我が町からも多くのボランティアの職員

がいち早く対応されたこと、また、その他災害復興

ボランティアに対応されました全てのボランティア

の皆様に心からの敬意を払うところでございます。 

 さて、１点目の質問に入らせていただきます。 

 子育て支援の一環として学校給食費補助制度導入

についてお伺いをいたします。 

 現在、我が町の学校給食運営については、富良野

広域連合において、上富良野学校給食センターにお

き、小学校３校、児童数５６７名、中学校１校、生

徒３０７名と、あわせまして教職員８４名の合計９

５８食を提供している状況にございます。 

 給食費におきましては、小学校児童１食当たり２

６０円、中学校生徒１食当たり３０６円となってい

て、圏域内においても平均的な金額であり、安価で

栄養価の高い、さらに地産地消率もすぐれた学校給

食であります。 

 給食センターそのものの運営につきましては、こ

ちらは富良野広域連合の管轄であることですので、

その内容につきましては今回言及はいたしません

が、上富良野町の人口減少対策の一環といたしまし

て、学校給食費補助制度の導入を早急に図ることが

望ましいと考えます。このことにつきまして、教育

長並びに町長に、子育て政策の一環として導入に向

けての取り組みがあるかどうかの考えをお伺いさせ

ていただきます。 

 続きまして、２点目、ＬＰガス式移動電源車両の

導入についてお伺いをいたします。 

 先ほど同僚議員からもありましたが、ことしは記

憶にも新しい７月から８月にかけて北海道へ次々と

巨大な台風が上陸し猛威を振るい、さらには九州熊

本のみならず、世界のイタリアにおいても大型地震

が発生するなど、まさに地球的規模での天変地異が

発生しているところであります。 

 そこで、災害時においても調達が比較的容易なＬ

Ｐガスを発電燃料に、緊急災害時でもフレキシブル

な活躍が期待できるＬＰガスを発電燃料とした移動

電源車の導入が、災害時のみならずさまざまな機会

で有効なツールであると考えます。 

 最大発電能力についても、１００キロワット級の

コンテナタイプ、５０キロワット級の発電ユニット

搭載タイプ、さらには９.８キロワット級の小型タ

イプがあり、いずれもＬＰガスを発電燃料としてい

ることから、緊急災害時における調達が容易な点が

大きな特徴であります。 

 現在、上富良野町の公共施設では非常用電源を設

置し、避難所機能としての電源確保がなされている

ところの施設はありますが、活火山十勝岳の麓で大

きな災害が発生した災害時の停電時における非常用

電源などとして、自走が可能で機動的に活用するこ

とができる移動式電源車両を備えることが町にとっ

て大切と考えますが、導入についての考えをお伺い

いたします。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ６番金子議員の１項目め

の学校給食費補助制度の導入に関する御質問にお答

えいたします。 

 学校給食費につきましては、学校給食法におい

て、食材の購入に要する費用は保護者の負担とする

と規定されており、給食費の全額を食材の購入費

用、賄い材料費に充てているところであります。そ

のほか、施設及び設備に要する経費並びに人件費な

ど学校給食の運営に要する経費については、設置者

負担となっていることから、教育委員会が負担して

いるところであります。 

 また、教育委員会では、給食費の軽減を図るた

め、定額の助成を実施するとともに、要保護、準要

保護児童生徒に対して全額支援を実施しているとこ

ろであります。 

 今後におきましても、これまで同様、法に基づき

保護者に給食費の負担をいただくことと、町からの

定額助成などを引き続き実施してまいりたいと考え

ております。 

 御質問の学校給食費補助制度につきましては、現

在のところ、導入する考えは持ち合わせておりませ

んが、子育て支援については行政全体の中で検討す

べきものと考えておりますので、御理解を賜りたい

と存じます。 

○議長（西村昭教君） 次に、町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番金子議員の２項目めの

ＬＰガス式移動電源車の導入に関する御質問にお答

えさせていただきます。 

 大規模災害などが発生した場合におきまして、電
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力の確保は大変重要なことから、移動電源車は発電

に必要な全ての道具を搭載した動く発電所として、

災害時や停電時などにおいて大変有効なものと理解

をしております。 

 議員御質問にありますＬＰガスを発電燃料とした

移動電源車につきましては、国内のガス大手企業に

より、平成２４年に開発されたものと承知している

ところでございます。 

 町におきましては、現在３８カ所の指定避難施設

のうち、防災用自家発電設備を有する施設が５カ

所、発電機を有する施設が５カ所あり、残りの２

８カ所は、消防法や建築基準法等に基づく屋内消火

栓設備や非常用照明装置を稼働するための発電装置

のみの施設や無電力施設もある状況であります。 

 災害時において避難所での電力確保は重要な要件

と捉えており、そのようなことから、移動電源車は

必要な場所に移動して発電することが可能であり、

また、稼働燃料も多様であることは望ましく、その

有益性は理解するものでありますが、一方、導入費

用が極めて高額となることから、一次避難所、二次

避難所等それぞれの役割を考慮し、発電機などの導

入を進めるなど、安全確保のために有効な対策を講

じてまいりたいと考えておりますので、御理解を賜

りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか、再質問。 

 ６番金子益三君。 

○６番（金子益三君） まず、１点目の給食費につ

いての再質問をさせていただきたいと思います。 

 まさに教育長が御答弁いただきました、いわゆる

学校給食法、昭和２９年に制定されて、この長い期

間がありまして、たしか平成２１年にやっと改定が

されて、国民の、いわゆる児童生徒の食の確保とい

うところから、食育というところが唯一変更になっ

た以外はすべからく児童生徒に安心、安全な食を提

供するといったところで、七つの大きな目標の中で

進んでいることは承知しているところでございま

す。 

 その教育長の御答弁の中にありました、いわゆる

賄いの材料分に関しては、こちらは保護者が負担す

べきものであり、それら運営に関するところという

のは国並びに自治体が負担するというところが４

条、５条の中に明確化されているところでございま

すが、一方で、５条を読み取る中においては、国及

び地方公共団体は、学校給食の普及と健全な発育を

図るように努めなければいけないという規定がござ

います。 

 これらにのっとった中で、いわゆる上富良野町に

おいては非常に数少ないというふうに伺っておりま

すが、給食費の未納をやむなくしてしまうという実

情がありますので、やはりこの部分を勘案していた

だくことが肝要ではないかと考えますが、その点は

いかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ６番金子議員の御質問に

お答えいたします。 

 学校給食費の未納にかかわる部分でありますけれ

ども、残念ながら現実に、若干ではありますけれど

も、うちの町にも未納者が存在している状況にあり

ます。徴収する職員も努力している結果、少額では

ありますけれども、その払えない方もいらっしゃる

というような状況であります。 

 給食費の未納の部分でありますけれども、先ほど

もお話しさせていただきましたけれども、所得の低

い方については、就学の援助という形で給食費につ

いては無料化を図っているところでありまして、そ

のほかの理由で支払いが若干おくれるというケース

があります。３カ月程度たまりますと職員がそちら

のほうに出向く形で、ためないということを基本と

して対応している結果、それでも、そういう努力を

しましても、やはり発生するという状況にあるとこ

ろでございます。 

 未納については当然出ないように現場の職員も努

力して、理解していただいて、少しでも早く支払っ

ていただくような形で対応を図っていきたいなとい

うふうに考えているところであります。給食費が高

くて、未納が多く出るという実態ではないというこ

とを御理解いただきたいなというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ６番金子益三君。 

○６番（金子益三君） 滞納の問題については、本

当に給食費のみならず、さまざまな分野において職

員の皆さんの鋭意な努力については私も理解してい

るところでありますし、また、今、教育長からあり

ましたとおり、高額な給食を子どもたちが食べて、

それが家庭の負担になっているということではない

という現状も一方ではわかりますが、一方で、実は

平成２４年度調査だったと思うのですけれども、い

わゆる貧困世帯という言葉が最近出ておりまして、

その貧困世帯というのは、実質の所得に対する収支

バランスが、いわゆるバランスがとりづらい家庭に

ついて貧困という子どもたちの貧困が、実は国とし

て６人に１人の割合で出ているという調査が出てお

ります。 

 これは、実は貧困世帯も２種類あるという報告が

ありまして、完全に収入が途絶えてしまう、いわゆ

る絶対的貧困という家庭と、実は一定程度収入があ

るにもかかわらず、それらエンゲル係数であったり

とか、また、もしくは、その他の部分にかけること
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がやむを得ないということで、相対的な貧困世帯と

いうことで、今、国は捉えているところでありま

す。 

 やはり一番こういったところが問題になっていく

のは、こういう隠れ貧困、相対的貧困の家庭という

のが我が町にも実は潜在しているところがありまし

て、何を言わんとしているかというと、実はそうい

うところの世帯というのは、いわゆる必要義務経

費、扶助費というのは、これは間違いなく払って

いっております。それは滞納なく、いろいろなとこ

ろを切り詰めた上でもかかるものについて、これは

もう義務として支払いをしているわけでありますか

ら、そのいわゆる必要義務経費の中の一部の児童生

徒にかかわる部分というところを、これは子育ての

一環として、町が少しでも、全額とは申しません

が、一部でもそこの部分を担ってあげるということ

が、やはり町民にとっても非常に住みやすいまちの

一端になることではないかというふうに捉えており

ますが、この点はいかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ６番金子議員の御質問に

お答えいたします。 

 金子議員おっしゃるとおり、今、貧困というの

が、６人に１人貧困にあるというふうに国のほうで

は報告がされているところであります。 

 我が町においても、先ほども申し上げましたけれ

ども、就学援助という形で給食費の全額負担をし

て、本人負担がない形の対応をしているところでご

ざいます。 

 現在、小学校、中学校全体で給食費の助成をして

いる人は、本年度で９０名おります。全体の１０.

３％、１割を超える状況になっているところであり

ます。 

 基本的にこれらの、先ほど隠れ貧困というような

言葉がありましたけれども、まさしくその実態がな

かなかつかみづらいという状況もあるところであり

ます。御本人が生活が苦しいと実感する部分をどう

いうふうに捉えるかというのが課題になるかと思い

ますけれども、我々、就学援助を申請していただく

ときには、その本人が苦しいという状況の中で申請

書が出されているのだというふうに思っておりま

す。結果として、うちのほうは基準がありますの

で、その基準以上の所得のある方については対象に

はならないところでありますけれども、何名か認定

できないような状況というのは現実に生まれている

ところであります。 

 そういう意味からしまして、そういう部分をその

時代に合わせて基準の見直しを図っていく必要性と

いうのは日ごろ感じているところであります。具体

的にどうするという案は持ち合わせておりませんけ

れども、都度都度、毎年のようにその基準について

は見直していかなければならないなというふうに考

えておりますので、御理解をいただきたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） ６番金子益三君。 

○６番（金子益三君） まさに就学援助、もしくは

就学支援といった制度の活用が図られまして、その

ような形で１割強の児童生徒が恩恵にあずかってい

るということについては、非常にいいことという

か、すばらしいことだというふうに考えます。 

 一方で、平成２６年の４月に全日本教職員組合、

いわゆる全教で全国の市町村の自治体、こちら広域

連合を含んだ中のアンケートがとられております。

全国の１,０３２の自治体及び広域連合を含んだと

ころからの回答の中で、給食費の補助、助成という

ものを設けているかということについては、一部で

はありますが、平成２６年現在において１９９の自

治体が何らかの助成を行っているということで、一

番多いのは、町村がその中でやっているということ

でございました。８４の自治体については、児童生

徒全員を対象にした一部の補助を行っているという

その中にあって、全額補助というのは４５の自治体

があったそうでございます。また、いわゆる多子世

帯、第３子を無料にするとかという形のところが４

０自治体あるというふうになっておりまして、この

道内においては、同じ圏域内にあります南富良野町

さんが実施していたり、三笠市が児童の全額助成と

いうことをとり行っております。 

 御承知とは思いますが、南富良野町におきまして

は、住民税の非課税世帯につきましては１００％補

助、それから、所得税の額が４万円未満の世帯につ

いては７５％補助、そして、４万円以上の世帯につ

いては５０％補助ということで、一応全ての児童生

徒についての補助を町独自の事業として行っている

ところでございます。 

 給食費につきましても、圏域の中においてほとん

ど上富良野町との差額はない中でございますが、こ

のような独自の対策をとることによって、町外への

世帯の流出などを防ぎ、また、町外から町に住んで

いただくような形の政策をとっているところでござ

いますが、この辺、町長のほうとして、いわゆる定

住・移住の観点からどのような考えがあるか、お聞

かせいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番金子議員の御質問がご

ざいましたのでお答えさせていただきます。一般論

で申し上げさせていただきます。 

 子育て支援のツールとしてお述べになっておられ
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るのかなというように理解をしているところでござ

います。 

 御案内のように、子育て支援策につきましては、

それぞれ各自治体において独自性を出しながら取り

組んでいる実態にございます。 

 その中で、今、議員から御提言ございました学校

給食費を通じての子育て支援ということはいかがか

というような趣旨でございますが、私といたしまし

ては、幾度も機会を捉えて申し上げておりますが、

子育て支援全体につきまして総合的に判断する中

で、真にその政策が定住対策あるいは子育て支援、

あるいは人口減少を食いとめるための方策にどのよ

うに効果を期待できるかということを検証した中で

組み立てることを常に考えておりまして、給食費を

通じての子育て支援策につきましても負担感が、議

員も少し触れておられておりましたけれども、保護

者の方々が今どのような負担感を感じておられる

か、あるいは、残念ながら給食費を完納できておら

ない世帯について、どういう事情を抱えておられる

のか、まさにそこが大事でございますので、そう

いったことをこれから研究させていただきまして、

子育て支援策全体が充実したものになるように取り

組んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ６番金子益三君。 

○６番（金子益三君） ありがとうございます。や

はり子育ての全体の中で枠組みを捉えていっていた

だきたいというふうに考えます。 

 国では平成３０年から配偶者控除も廃止すると

いった中の動きも出ております。ますます共働き世

帯の子育て世帯においては、より一層の負担感とい

うものが、負担感ではなく実際の負担、いわゆる１

００万円ぐらいの所得のあるパートの方について

は、おおむね７万円程度の大きな控除がなくなって

しまうこともありますので、こちらについては、ぜ

ひ早急にこの子育て世帯の、いわゆる共働き、また

女性の社会進出の面からも、さまざまな方策を講じ

ていただくことを望みます。 

 続きまして、２点目のＬＰガス式電源の車両につ

きまして質問させていただきます。 

 同僚議員も先ほど災害について述べられました。

記憶に新しいところによりますと、まさに８月３１

日、南富良野町を襲った大水害につきまして、まさ

か避難所があのような形になるということは、恐ら

く自治体も想定していないところだったと思います

が、上富良野町においても、一部避難所指定になっ

ているところも、７月３１日の降雨においては大き

くダメージを受けているところでございます。 

 やはりこのような、夏場というところであったと

しても、今現在、この現代社会において、非常に電

源の確保というものが、ライフラインについて大き

な明暗を分けるところだと思います。 

 先ほど性能、能力については、町長も理解を図っ

ていただいたところでございますが、ライフライン

を確保するというところから、電源車についてどの

ようにお考えをしているか、もう一度お伺いいたし

ます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番金子議員の電源車に関

します御質問にお答えさせていただきます。 

 ＬＰガス式の移動電源車につきましては、最初の

答えで述べさせていただいておりますように、繰り

返しになりますけれども、災害時においていろいろ

な燃料を用いる中で、電源を確保するということは

特に災害時においては重要であろうと。特に、ＬＰ

ガスについては、それぞれのお宅にもほとんど、

オール電化のところは別といたしまして、ほとんど

ＬＰガスがありますので、それを、例えば燃料です

と、燃料と申しますか、石油系の燃料ですとスタン

ドまで行かなければ給油できないとかということで

非常に即応性が難しくなるところから、ＬＰガスは

どこのお宅でも手軽にあるというようなことで、特

に燃料の確保が広範に利用できる発電機だなという

ことで理解をしておりますが、何分にもまだ開発さ

れて日が浅い関係で、何かお聞きしますと発電能力

の高いものについては数千万円もするということ

で、非常に町として備えることはなかなか至難では

ございますが、ただ、災害現場において電源を確保

すると、特に避難所においては、これは欠くことが

できない必需のアイテムでございますので、まだま

だ整備されているところは数少ないので、一次避難

所、二次避難所も含めて、最低限度電源確保できる

ようなことはこれからも努めてまいりたいと考えて

いるところでございます。 

○議長（西村昭教君） ６番金子益三君。 

○６番（金子益三君） まさしく町長と考えを共有

するところでございます。おっしゃるとおり、燃料

の元となっている、いわゆるプロパンガス、ＬＰガ

スについては、町長も御承知のとおりだと思います

が、あれは個人のものではないのですよね。ですか

ら、町内にあるガス会社と提携を結べば、災害時に

おいて自由にガス、自由に使えるという言い方は

ちょっと語弊がありますけれども、あくまでも、い

わゆる家主の許可というものは必要なく使えるとい

う、そこに大きな利便性があるということと、ま

た、もう１点で、既に我が町、防災計画の中におい

て、大規模な避難所ですとか、それから病院や特養

ラベンダーハイツについては自家発電機を用意して
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いるので、こちらについては安全でございますが、

まさに郡部の避難所なのですね。特に、北海道は冬

期といいましょうか、冬の間、例えばストーブをつ

けるにしても、これはやはり電源も必要なものもあ

ります。まきストーブということもありますけれど

も、一般的に全てのものについては、基本的には電

源が必要となりますし、また、さまざまな情報を収

集する携帯電話、もしくはそういった無線について

も、これも必ず電源が必要となってくるところでご

ざいますので、もちろんお金の面というのはさまざ

まなバランスをとっていかなくてはいけませんが、

一例といたしまして、地域づくり交付金の活用を得

て、こちらを導入した自治体というのも道内にござ

います。また、ちょうど１年前、９月１１日に鬼怒

川が氾濫した際にも、実はこのＬＰガス式の、いわ

ゆる小型の、９.８キロワットの比較的安価なもの

について非常に大きな活用がされまして、携帯電話

の充電基地になったり、もちろん、くみ上げのため

の動力、さらにはさまざまな暖をとったり、それか

ら、ほかの動力を動かすためのものにも活用されて

いることがございます。 

 いろいろな補助金とか助成金の活用、利活用を

図ってでも、町民の生命、財産を守っていくという

責務ある立場から、このような便利なものの導入を

いち早くお考えになったほうが、私としては住みよ

いまちづくり、また、防災に強いまちづくりが目指

せるのではないかというふうに考えますが、この点

はいかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番金子議員の災害時にお

ける電源確保についての御質問にお答えさせていた

だきます。 

 繰り返しの部分もございますが、金子議員からも

お話ございましたように、やはり災害時に電源を確

保するということが災害救援につながる要素は大変

今多い状態で、むしろ電源なしには生活ができない

というような実態もございます。とりわけ、この北

海道においては、冬期間、万が一降雪等によって送

電線が切断されたり、そういった場合には全く電源

がカットされますので、そういうときに備えて、い

ろいろな電源を確保することを考えておくことはま

さしく大事でございます。 

 そういう中で、今、ガスを燃料としたものについ

ての御提言もございましたが、それらも排除しない

で、電源の確保はどうあるべきかということをしっ

かりと研究してまいりたいというふうに考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ６番金子益三君。 

○６番（金子益三君） 電源の確保については共有

しているものだというふうに考えますので、いわゆ

る先立つものと言ったらおかしいですけれども、工

面するためにさまざまな手段があるというふうに私

も考えます。いろいろな自治体の例も参考にしなが

ら、特に北海道、都市ガスの配置と違って、郡部は

非常にエリアが広いので、ＬＰガスの普及率も高い

ということから、他の都府県に比べますと、ガス式

で発電をするというものの普及が比較的高い自治体

になっております、北海道自体がですね。ぜひ、そ

れらを、どのような導入方法があって、恐らく単費

だけで購入されたところというのは非常に少ないと

いうふうに思っております。近隣でいうと日高町さ

んあたりも、そういった交付税を使ったというふう

に聞いておりますので、その辺を町長の経験とお知

恵を出していきながら、やはりいち早く、さまざま

な、このガスにこだわる必要はないとある意味で私

も思いますが、いかに困窮な場合においても比較的

燃料の調達がしやすいというメリットを生かすとこ

ろから、こういったものの研究というものも必要だ

と思いますので、さまざまな方策で、いわゆる財源

の手配をしていきながら、早急にこちらの導入を図

ることが望ましいと考えますが、いかがでしょう

か。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ６番金子議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 どのような形でまず電源を確保するかということ

につきましては、移動発電車、発電機のようなもの

を備えておくことは、これは望ましいわけでござい

ますが、まず、町の状況をしっかりと把握した中

で、例えば、移動式の携帯型の発電機を多数用意す

るとか、そういうような現実的な対応の中から、こ

のガス式につきましても、これから恐らく普及する

過程においては、小さいものもできますでしょう

し、安価にもなってくるでしょうし、我々が手が届

くような財源も含めて、手の届くようなところにき

たときには、それらも大いに検討する一つの項目と

いうふうに理解しているところでございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 以上をもちまして、６番金子益三君の一般質問を

終了いたします。 

 次に、１１番米沢義英君の発言を許します。 

○１１番（米沢義英君） さきに通告してありまし

た４点についてお伺いいたします。 

 まず、第１点目は、災害対策についてお伺いいた

します。 

 ７月３１日、８月１７日、２１日、２３日という

形で集中豪雨、台風等が大雨を降らすという状況に
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なりました。１時間当たりの降雨量を見ても、前例

のない９０ミリ、１日平均でも２６０ミリという異

常な雨であったということは報道されております。 

 また、我が町においては、台風などの被害によ

り、町の河川や農地などに被害が出るという状況が

あります。特に、日新、清富、日の出、旭野、東中

地域においては、収穫を目の前にした芋やメロン、

タマネギ、小豆などが流失、あるいは水につかると

いうような被害が出ているというのが実態でありま

す。 

 さらに、清富地区においては、大雨の被害による

河川の氾濫により、民家に水や土砂が流れ込むなど

の被害出るという異常な事態になっています。 

 そこで、今後の対応についてお伺いいたします。 

 一つ目には、農作物や農作業道路等にも被害が出

ていますが、具体的な救済対策はどのようにされる

のか、お伺いいたします。 

 二つ目には、日新、清富地区においては、大雨で

河川の氾濫が起き、民家に水や土砂の流入等が起

き、道路等が削られるなどの被害がたびたび起きて

おります。地域の方に至っては、このようなたびた

びの被害というのは人災ではないのかというような

嘆く声も出るという状況であり、一時的な対策では

なく恒久的な対策が必要だということを口々にして

おります。今後、町においては、どのような恒久的

な対策をされようとしているのか、お伺いいたしま

す。 

 三つ目には、道道美沢上富良野線は大事な主要幹

線道路であり、地元の農業者も利用している道路で

ありますが、復旧の時期等についてお伺いいたしま

す。 

 二つ目には、後期高齢者医療制度についてお伺い

いたします。 

 後期高齢者医療制度は、世帯の所得に応じて保険

料が減免されるという制度であります。国の制度改

革により平成２９年度からは低所得者の特例軽減が

廃止されるという状況の中で、軽減廃止による影響

対象者は、上富良野町においても現時点で１,０３

４人と聞いております。その影響額は、国民年金９

割軽減で見た場合で約１万円の新たな負担になると

いう見通しであり、改正後の影響という状況の中

で、多くの加入者のこの軽減世帯が負担を強いられ

るという状況になることは明らかであります。 

 また、町は国に対して、こういう状況も踏まえて

新たな負担をもたらす改正の中止を要請すべきと考

えますが、町長はこの点についてどのような見解を

お持ちなのか、お伺いいたします。 

 ３番目に予約型乗合タクシーについてお伺いいた

します。 

 予約型乗合タクシーの利用がふえているという状

況にあります。買い物などの用事で出かけるとき、

あらかじめ時間の設定ができることから、大変利用

がふえております。 

 しかし、帰りになると、買い物、通院などで帰り

の時間設定ができない場合があり、その都度、タク

シーを呼べるように改善してほしいというような声

が聞かれます。限られた配車、車対応で大変だと考

えますが、住民要求である以上、この改善に向けた

対応を今後町としてどのようにされるのか、お伺い

いたします。 

 次に、就学援助について、教育長にお伺いいたし

ます。 

 就学援助は、教育の無償、また、憲法に定めた２

６条の教育基本法に基づいて、経済的理由によって

就学が困難と見られる児童生徒の保護者に対して支

援する制度であります。 

 近年、国においては、児童生徒の入学準備に必要

な支援をするようにという、各自治体に対して早目

の就学援助の支給を求める通達も出されておりま

す。 

 この背景には、貧困という状況の中で、あるい

は、お金が工面できないという状況の中で、ひどい

例においては、小学校に入学するといっても、衣服

が買えないという状況の中で入学をためらうとい

う、そういう世帯も国内の中ではあるという状況に

もあり、上富良野町においても実態を調査しながら

も、早急に支給に向けた対策を講ずるべきだと考え

ますが、この点についてお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの災害対策に関します３点の御質

問にお答えさせていただきます。 

 １点目の農業被害対策についてでありますが、行

政報告の中でも触れさせていただきましたように、

７月３１日の局地的豪雨及び８月の台風による豪雨

によって、農地及び農道や用排水施設等の農業施設

に大きな被害が発生いたしました。 

 ７月３１日の豪雨におきましては、麦類の収穫や

防除作業の真っ最中であり、また、バレイショやス

イートコーン等の本格的な収穫期を控えていたとこ

ろから、緊急な対応が必要と判断し、農地及び農業

施設の復旧に対して予算額５００万円を８月２日に

専決処分を行い、被災農業者が行う復旧工事等に対

し、その費用の２分の１について、１農業者１００

万円を限度として助成を行うこと、さらに８月の台

風による豪雨では、被害地域が全町に拡大し、取り

まとめに一定程度の期間を要することから、まとま
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り次第、予備費から充当し、予算措置を講じること

としております。 

 一方、冠水や土砂の流入などによる農作物への被

害につきましても、麦や大豆、バレイショなど本町

の主要作物を中心に、農協の被害調査結果等から想

定される被害額は約７,０００万円と見込んでおり

ますが、今後、湿害などによる被害の拡大も予想さ

れますことから、来年の営農への影響を最小限にと

どめるためにも、災害支援資金への利子補給を行う

など、必要な対応を関係機関と連携し進めてまいり

ます。 

 次に、２点目の恒久的な対策についての御質問に

お答えいたします。 

 ７月３１日における清富地区の時間雨量９０ミ

リ、２４時間雨量２６３ミリは過去に例のない大雨

であったことから、雨水とともに土砂や伐採木など

が一気に河川へ流れ込み、道路横断管や取りつけ管

をふさぎ越水し、被害が拡大したものと考えられま

す。 

 これらに対し、原形復旧は可能でありますが、質

的改良を伴う恒久的な工事対応につきましては、先

ほど髙松議員の御質問でもお答えさせていただきま

したように、公共土木施設災害復旧事業は原形復旧

が基本であることから、断面を拡大するなどの質的

改良を行う工事は難しく、単独災害復旧事業とあわ

せて、でき得るだけの対応を図ってまいりたいと考

えております。 

 いずれにいたしましても、住民の皆様の安全を確

保することは大変重要であり、災害復旧や予防対策

におきましては、町の対応に加え、北海道や国への

要望活動もあわせて行ってまいりたいと考えており

ますので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、３点目の道道美沢上富良野線の復旧につい

てでありますが、旭川建設管理部富良野出張所よ

り、今月１６日に全面通行予定と連絡があったとこ

ろであります。 

 また、地先の農業関係者につきましては、通行許

可書が交付されておりまして、農作業には支障なく

通行ができておりますので、御理解を賜りたいと存

じます。 

 次に、２項目めの後期高齢者医療の保険料軽減に

関する御質問にお答えさせていただきます。 

 後期高齢者医療制度は、７５歳以上の高齢者及び

６５歳から７４歳のうち一定程度の障がいがある方

を対象とした医療保険であり、保険料については、

平成２０年度の制度施行時から国の予算措置に基づ

く特例措置により軽減策を講じているところであり

ます。 

 議員御質問の保険料の特例軽減策につきまして

は、平成２７年１月１３日の社会保障制度改革推進

本部におきまして、平成２９年度から原則政令本則

に基づく軽減策に戻すこと、また、急激に保険料負

担がふえる方に対しては激変緩和措置を講じるとさ

れております。 

 現在、具体的内容については知らされていないと

ころでありますが、当町におきましては、おおむね

１,０００名の方が特例軽減に該当すると推測して

おり、また、保険者であります北海道後期高齢者医

療広域連合からの情報によりましても同様でありま

すことから、今後、具体的な内容を把握した中で、

必要に応じて、北海道町村会等を通じて意見を述べ

てまいりたいと考えておりますので、御理解を賜り

たいと存じます。 

 次に、３項目めの予約型乗合タクシーに関する御

質問にお答えいたします。 

 予約型乗合タクシーにつきましては、高齢者など

交通弱者を対象にした地域公共交通として、平成２

３年度に一部地域による試行運行からスタートし、

現在では登録者も８５６名となり、通院や買い物の

ほか、閉じこもり予防なども含め、多くの方々に御

利用をいただいております。 

 当事業は、町内のタクシー運行２事業者に委託し

実施しているところでありまして、利用に当たりま

しては、事前に御予約をいただき、１日８便体制で

それぞれ運行時間に合わせて御利用いただく形態と

なっており、同一時間に利用を希望される方々が相

乗りすることで効率的な運行となっております。 

 御質問にあります通院や買い物時における帰りの

時間に合わせた運行につきましては、お気持ちは十

分理解できるところでありますが、地域公共交通と

しての役割を果たす事業であることなどを踏まえま

すと、限られた条件と一定のルールの中で、少しで

も多くの皆様に有効に御利用いただいている現在の

方法を継続していくべきものと考えておりますこと

から、タクシーと同様の利用形態とすることは考え

ておりませんことを御理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １１番米沢議員の４項目

めの就学援助に関する御質問にお答えいたします。 

 就学援助制度についてでありますが、学校教育法

におきましては、「経済的理由によって、就学困難

と認められる学齢児童又は学齢生徒の保護者に対し

ては、市町村は、必要な援助を与えなければならな

い」と規定されております。 

 これを受けまして、当町では、要保護児童生徒に

対し、修学旅行費、医療費に要する経費について援

助しているところであります。準要保護児童生徒に

対しましては、学用品費、通学用品費、校外活動
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費、体育実技用具費、新入学児童生徒学用品費、学

校給食費、クラブ活動費、生徒会費、ＰＴＡ会費に

要する経費について援助しているところでありま

す。 

 また、学用品費、通学用品費、新入学児童生徒学

用品費などの支給につきましては、少しでも早目に

支給ができるよう取り進めてきたところでありま

す。 

 今後におきましても、それぞれの費目について検

証、検討を行い、少しでも早い支給ができるよう取

り進めてまいりますので、御理解を賜りたいと存じ

ます。 

○議長（西村昭教君） 再質問。 

 １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 災害対策についてお伺い

いたします。 

 １点目の、いわゆる農業被害にかかわった救済対

策という形で、災害支援資金への利子補給を関係機

関と連携して進めるというような話になっておりま

すが、この点については、具体的にもう話が進めら

れているかというふうに思いますが、例年こういっ

た問題に対しては定義、あるいは国民健康保険の減

免制度もうたわれておりますが、この部分につい

て、どういった利子補給を想定しているのか、この

点についてお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の農業被害

に対します支援策についての御質問にお答えさせて

いただきますが、ふらの農協におきまして、農業被

害に対します資金需要につきまして既に申し込みが

取りまとめられております。集計結果についてはま

だ情報をいただいておりませんが、それらについ

て、これはふらの農協が独自に緊急支援として行う

融資事業だというふうに伺っておりますので、それ

らに対して利子補給などをまず行うことが肝要かと

いうふうに考えているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） そうしますと、町もこれ

に対応した資金対応も当然入った中で対応されるの

か、ふらの農協単独ということにはならないという

ふうに思いますが、この点、お伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えいたします。 

 農協が取りまとめております本融資制度につきま

しては、オール富良野というような状況でございま

して、上富良野の農業者の被災実態等をこれから、

農協で取りまとめました推定数字は押さえておりま

すが、実際にこの資金の取りまとめの中で、どうい

うような農業者の方々からの実態が浮かび上がって

くるかということを踏まえまして、さらに町独自の

資金対応が必要だというような状況と判断する場合

には、それらについても考慮してまいりたいと考え

ているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） いずれにしても、資金対

応は既に町として対応すべきものでありまして、そ

の農協待ちという動きもありましょうけれども、

やっぱり原資をきちっと出しながら、負担軽減に努

めるということも必要だというふうに思いますが、

今、町長の答弁を見ますと、その対応次第では出さ

ないというような動きの話だったのかなというふう

に思いますが、この点はどうでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えいたします。 

 農業者の方々から資金需要が寄せられるかどうか

ということは、今、農協の調査等を踏まえた中で判

断しようというふうに思っておりますが、現在のと

ころ、私どもに寄せられております情報の中では、

そういった切迫した状況というように判断できるよ

うな情報は寄せられていないところでございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 確認いたしますが、切迫

した状況があれば出すと、町も対応するということ

でよろしいですね。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えいたしますが、そういった実態があるとすれ

ば、その状況に応じて判断して、適切に判断してま

いります。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 次にお伺いしたいのは、

ここに書かれています、いわゆる農業者の被災、恐

らく土砂修復等の費用かというふうに思います。 

 これで、もう既に修復を独自にされているという

実態が見受けられます。当然そういった方々にもこ

の度合いに応じて費用限度額というのも適用される

のかどうなのか、これからの方とあわせてお伺いい

たします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の農業災害

に対します御質問にお答えさせていただきます。 

 ただいま御質問いただきました助成措置につきま

しては、補助施策につきましては、既に対応された

ものも該当させているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 次に、２点目の恒久対策
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についてお伺いいたします。 

 この日新、清富地区については、町長も御存じの

ように、たびたび大雨等が降れば被害が出るという

状況にあります。現地の方に聞きますと、このよう

にたびたびということであれば、一時的な手直しで

はもうどうにもならないと。町は、お金はないから

なかなか、この災害復旧で国の補助事業の対象にな

れば一定部分直せるけれども、単費となるとなかな

か、町の河川ということで対応してくれないという

切実な声が寄せられています。 

 私はこのことを考えたときに、町長が言う危険地

域、もう既にこういう場所ですよね。いわゆる旧教

員住宅も泥だとか水に流されるだとか、避難指定施

設であるにもかかわらず、小学校だとか、そういっ

たところが水につかるという状況になっているわけ

ですよ。そうすると、町長が答弁されたとおりの危

険な場所と判断される場所です、ここ。そうする

と、そういったところにきちっとした恒久的な財

源、予算を組んで、やはり暮らしている人たちの生

活を守る、農地を守る、河川の管理をきちっとする

ということに該当する地域だと私思うのですが、こ

の点、町長はどのような認識でしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 今回の、特に７月３１日の局地的な集中豪雨に対

しまして発災いたしました清富地区、特にピリカフ

ラヌイ川関連の河川でございますが、それらにつき

まして、まず、基本的なところを共有させていただ

きたいと思いますが、今回の被災、川があふれたと

いうことは原因として第１位の原因ではございます

が、そういった川を通行しております、特に個人の

お宅への出入り口、取りつけ道路、そういったもの

の中に設置されております横断管だとかそういった

ものは、基本的にはその御本人が自分の意思によっ

て設置されたものであるということがまず大前提に

理解をしなければならないことでございまして、し

かしながら、今、議員からも御質問ございましたよ

うに、やはり今後も危険が想定されるというように

客観的に私どもも判断している場所については、特

に清富地区の今回大きく被害を受けられた方々に対

します河川、特に横断管の扱い等につきましては、

町といたしまして将来を考えますと、不安を除去し

なければならないという観点から、恒久的な改善策

を講じることといたしまして、それに向けて今作業

を進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 確かにいろいろなケース

だとか状況があるのかもしれません。しかし、ピ

リカフラヌイ川の上流部分から、いわゆる美瑛とか

南富良野の境界から流れてくる水が横断管を入って

直角に清富小学校のほうに流れ込むような仕組みに

なっています。その中間には、また幾つかの人たち

が使っている水道水がきちっと設置されていて、そ

ういったものなども含めていろいろな障がい物が詰

まった、たまっただとかという形になってきており

ます。 

 いずれにしても、町長がきっちりそういうふうに

言うのであれば、こういったところは恒久的に、や

はり早急に対策を講ずるべきだというふうに思いま

すし、また、計画中だということでありますから、

どういうような計画で進められているのか確認した

いと思います。 

 ここに住んでいる方は、何度も何度も、もう嫌に

なったというのですよ。これは本当に人災の何物で

もないというような、そういう声が、行ったらやっ

ぱり言われるのですよ。畑には水が入る、あのジャ

ンボのところに、ハウスに水が入って、泥が入っ

て、そんなふうになっているということで、本当に

何とかしてくれないかというような涙ながらに語っ

てこられた人もいます。あの一心組合に行く道路も

そうなのですが、そういうことを考えたときに、維

持管理も含めた恒久対策というのは本当に今必要で

すし、町の資料でもおわかりのように２６０ミリだ

とか、１時間に９０ミリ、場所によっては１４０ミ

リだとかという、やっぱり考えられないような大雨

が来るという状況でありますから、早急な対策が必

要だと思いますので、今後どのようにその計画を持

たれているのかということをお伺いしておきたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 私どもは、特に常習的に水が出てくる、あるいは

構造的に十分でないというような箇所につきまして

は、先ほど申し上げましたように、基本的なとこ

ろ、本当にたびたび申し上げて恐縮でございます

が、特に今回被災されたお宅等につきましても、御

本人によりましてこれでよかろうということで設置

した施設でございますが、しかし、それは個人とし

て対応するには限度がございますので、この際、ま

たそういう危険が想定される危険度の高いところで

ございますので、これは公費をもって、具体的に申

し上げますと、現在、管渠になっております部分

をカルバートによりまして口径を拡大して対応しよ

うというふうに地先の方々との合意に基づいて計画

を進めているところでございます。 
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 また、他の箇所につきましても、髙松議員のとき

もお答えさせていただきましたが、緊急性が高い、

あるいは常習性がある、危険度が高いというような

ところにつきましては、あらかじめ木を伐採するな

ど、あるいは川底を下げておくなど、そういう対応

は通常の維持管理の中でも行っていることを御理解

いただきたいなというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） いろいろな事情はあるに

しても、あそこは河川がいわゆる低いという状況も

ありまして、複合的な要因の中で水害等が起きてい

ますので、まだまだ細かく言えばたくさんあるので

すが、大枠でおさめておきたいと思いますけれど

も、本当に地元の人は待っているということです

よ。早急に何とかしてほしいということです。町に

予算がないからということで余り強い言葉では言え

ないけれども、やっぱり根本的に直してほしいとい

うことを言っていますので、ぜひその点をしっかり

押さえた計画を進めていただきたいというふうに思

います。 

 次にお伺いいたしますのは、後期高齢者医療制度

の問題についてお伺いいたします。 

 これは、後期高齢者というのは、いただいた町の

資料でも、３３万円からそのぐらいの世帯というの

が圧倒的に多いという状況になっております。ここ

ら辺に至っては、国民年金の世帯という状況になっ

ております。 

 全国平均でも１２７万円ぐらいではないかという

ような報告がされておりますし、基礎年金の満額の

８０万円以下という世帯も多数いるという状況の中

で、本当に月々３万円、５万円の生活をせざるを得

ないという人たちがこういう後期高齢者医療の中に

入っているという方がたくさんいるわけです。 

 町のほうでちょっと試算していただいたのです

が、所得区分で３３万円かつ被保険者の全員が所得

ゼロで９割軽減の場合、現行、年間４,９８０円で

すが、２９年から本則７割軽減という形になった場

合に１万４,９４２円で、年間約１万円の支払いが

ふえるという状況になってきています。 

 また、問題なのは、被扶養者、いわゆる扶養され

ている方が９割減免という形になっておりますが、

これが今度改定されれば５割軽減という形の中で、

単純に町の資料で均等割４,９８０円という形で、

今度５倍ぐらい、２万４,０００円の、１万９,００

０円の負担が新たに求められるという内容の制度の

見直しです。 

 私が言いたいのは、こういう弱い人に負担を求め

る国の制度というのは、本当に社会保障制度から

いってもいかがなものかというふうに私は思いま

す。そういう意味で町長は、こういう実態を御存じ

なのかどうなのか、ちょっとお伺いしたいというふ

うに思います。どのようにお考えなのか、お伺いい

たします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の後期高齢

者の保険料の軽減策にかかわります御質問にお答え

させていただきます。 

 議員が今御説明されました事柄につきましては、

私も承知しているところでございます。加えまし

て、高齢者のそういった生活実態をしっかりと踏ま

えた平成２９年度からのそういう移行が、弱者に対

する配慮が十分なされた制度移行がされることを私

も望んでおりますし、やはりこれ以上生活弱者に対

します負担感をふやすことは、私としては避けてい

ただきたいというのが本音でございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 町長、そのようにおっ

しゃるのでしたら、ここの答弁書の中には、激変緩

和措置が講じられるので大丈夫ではないかというよ

うなニュアンス、表現されております。しかし、激

変緩和措置というのは、あくまでもその期間の緩和

措置だから、元の制度に、いわゆる期間が過ぎれば

戻るというのがこの制度の中身であります。 

 町長、そのようにおっしゃるのだったら、やはり

激変緩和措置でもだめです。現行の制度をやはり維

持する、そういう方向で国に対しても、町長、ここ

に北海道あるいは町村会だとかを通じて要請したい

と言っているのですけれども、そうでしたらやめる

べきだと、現行制度を維持すべきだというふうに方

向性をきちっと持って対応すべきだというふうに思

いますが、町長はこの点、どのようにお考えです

か。そういう方向で考えておりますか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 激変緩和という措置に対しましては、大いに期待

もしているところでございますが、一方、厚労省か

ら示されております考え方につきましては、低所得

者に対します軽減策はむしろ拡大するというような

ことも一方できちっと書き加えられておりますし、

あるいは、年金生活者に対しましては、支給金の給

付など、そういったことで、さらに低所得者に対し

ては、そういった支援を拡充するということとあわ

せて、本来負担ができるような状況にある方につい

ては、激変緩和をもって本則によっての軽減策に戻

すというように私は理解しておりますので、過度に

負担感が、低所得者に対します、一方的に負担感が

高まっていくというような理解はしていないところ
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でございますが、いずれにいたしましても、今後、

具体的に内容が示されてくると思います。必要に応

じては、しっかりと声を出していくことも必要と考

えているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 何度も言いますが、町

長、そんな甘いものではないです、国が今行おうと

しているのは。もう既にされておりますけれども、

患者の２割負担という形で、高齢者の医療が、７０

歳から７４歳の１割負担が１４年度から新規加入者

については２割に引き上げられました。そのうち、

今度１８年度からは、さらにこの１割負担の人は完

全になくそうというような動きがあります。仮に国

が、いわゆる特例給付だとか、高齢者に対する、所

得の少ない人に対する給付を行ったとしても、埋め

合わせができるような、そういうような内容のもの

ではないということなのです、町長。このことを

しっかり捉えて、きっちりと現行の改正、激変緩和

措置も含めて、現行の制度をきちっと維持する方向

での軽減措置の制度を守るべきだということを僕は

再び要求しますけれども、言うべきだというふうに

思いますが、町長、そのようにお考えになりません

か。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきますが、先ほど来からお答え

させていただいておりますように、国から示されて

おります現在の情報によりますと、低所得者あるい

は年金生活者に対しましては、むしろ拡充するとい

うようなことも述べられておりますので、そういっ

た実態を私どもしっかりと認識した中で、必要な声

も上げていく、あるいは必要な意見を述べていくと

いうことは当然行っていくことになると思います

が、今現在、それを判断するに足りる十分な情報も

いただいておりませんので、議員がお話のように、

今、国が本則に戻すということにだめだというよう

なことを一方的に申し上げる段階、現在はそういう

段階でないというふうに理解しているところでござ

います。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） いずれにしましても、そ

ういう方向で間違いなく進むという状況になります

ので、何回も言いませんけれども、やはり上富良野

町の加入者の現時点で１,０３４人、５６％の方に

こういう影響が出るという資料も町のほうからいた

だいておりますので、そのことを考えた場合に、

やっぱり町の実態も含めてきちっと伝えて、こうい

う実態ですという形で、現行制度維持の方向でぜひ

進めていただきたいというふうに考えております。 

 次に、予約型乗合タクシーについてお伺いいたし

ます。 

 確かに車の数だというのが限られるという形にな

るということはわかります。しかし、予約型乗合タ

クシーという形で、地域の利便性を高めるという形

の発足に当たっての趣旨でありますから、そういう

ことを考えれば、今後、十分実態も調査しながら、

どう対応するのかということを調査し、検討する必

要があるというふうに思います。もうできませんと

言うのではなくて、そこに住民の要求がある以上、

それにどう向き合うのかというのも行政の役割です

から、理不尽なものはだめかもしれませんよ、だけ

れども、今出てきている要求というのは正当なもの

ですよ。利用する側にとって、お年寄りにとって

も、切実な要求だということをぜひ町長考えていた

だいて、その上で十分実態調査して、今後、調査し

ながらその対応を図るという考えをぜひ持っていた

だきたいと思いますが、この点はどうでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の予約型乗

合タクシー事業につきましての御質問にお答えさせ

ていただきます。 

 議員から御質問にありました、特に帰りの乗車に

対する方法の持ち方でございますが、これにつきま

しては、現在、そういったことを想定した運行形態

に移行するというような考えは持ち合わせておりま

せんが、ただ、利用のしやすさ、そういったことで

改善を必要とするような部分につきましては、これ

はもう不断に改善をしていくことは当然でございま

すし、何度も申し上げておりますが、公共交通体系

の仕組みということは、やはりこれはしっかりと

守っていかなければならないということ、特に、か

つてのバスの時代から見ますと、ドア・ツー・ドア

というような対応もさせていただけるようになりま

したし、また、議員の御希望にあります帰りの足の

利便性の向上につきましては、タクシー事業者の本

来のタクシー業務と全く競合する部分でございます

ので、これらについては、やはり一定のルールが必

要というふうに考えているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） いずれにしても、必要な

らば、行政が対応するのはいろいろ方法はあると思

いますが、実態を調査して、ぜひ検討していただき

たいというふうに考えています。 

 次に、就学援助についてお伺いいたします。 

 答弁書の中では、少しでも早い支給ができるよう

に取り進めてまいりたいというだけの表現でありま

すが、いつから始めるのかというところまでは踏み

込んだ答弁にはなっておりませんが、いつから始め
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るのかというのを含めた検討というのは内部でもさ

れているのかどうなのか、この点、まずお伺いした

いと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １１番米沢議員の就学援

助についての御質問にお答えしたいと思います。 

 今後いつから始めるかという部分でありますけれ

ども、次年度から、この新入学児童生徒学用品費に

ついては支給時期を早めていきたいなというふうに

思っております。 

 具体的には、３月に支給は、入学前に出すという

ことはちょっと不可能ですので、今考えているやり

方でありますと、４月までに就学支援の決定を行っ

て、５月中には支給をしたいというふうに検討を進

めています。今までは６月中ということで、わずか

一月でありますけれども、決定をするのがまずス

タートでありまして、それがどうしても４月中かか

りますので、その決定をした後に速やかに支給をす

る形に変更していきたいなというふうに考えている

ところであります。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） これは、いわゆる貧困対

策という形の一環でもありますと同時に、やっぱり

子どもの置かれている現況に対する自治体の、ある

いは国の支援をもっと強化しようという形の中で生

まれてきた制度であります。 

 １６年５月２４日の参議院の文教委員会で取り上

げられた問題で、いわゆる児童生徒に対する、何人

も就学援助が早期に受けられないということを理由

にして学校に行かないだとか、そういうことは子ど

もにとってかわいそうだと。やっぱり誰でもが安心

して入学、通学できるような環境を整えるというこ

とが、この文教委員会では大きな問題点となりまし

た。私たちは、この点でも大きな世論と国会議員団

とも連携しながら取り上げた問題でもあります。 

 例えば、東京の板橋区では、事前に入学説明会だ

とか、小中学校の入学のときにプリントや、あるい

は申し込み手続きを早目にしてくださいという形の

中で、これは入学準備金だけの部分なので、３月に

支給するなどと、そういう対応も出てきておりま

す。 

 あとは、福岡市では、１月４日から１月末までに

申請するようにという形で、これも３月中旬ぐらい

に口座に振り込まれるような、そういった具体的な

対策も盛り込まれて進められているという状況にあ

りますので、上富良野町もぜひこの点、参考にしな

がら、４月ということで本当に助かる話でありま

す。 

 ある方に聞きました。やっぱりそういう方も身近

にたくさんいますので、３月ということになると、

いろいろとお金がかかる時期で本当に大変だという

話です。決して、私たちは手当てをもらっているか

ら、それで周りの人にいろいろな形で見られるけれ

ども、私たちの生活というのは本当に口に出せない

ほどやっぱり大変なのだというような、そういうふ

うに語ってくれました。そういうことを考えたとき

に、きちっとやっぱり対応するということが大切だ

というふうに思いますので、ぜひ改善をしていただ

くよう、もう一度、答弁をお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １１番米沢議員の就学援

助についての御質問にお答えします。 

 先ほどもお答えしたとおり、若干の改善を早急に

図っていこうというふうに考えております。 

 入学する前に支払いができないかということも内

部検討はいたしました。今までは、国の要保護の補

助基準というのが示されるのが非常に遅うございま

して、それを待って額が確定した段階で支給をして

いました。それが結果として６月以降になってしま

うというようなものでしたけれども、そこは改善、

考え方を変えようと。毎年その基準額が下がること

はないだろうと。概算で払っていて、もし下がるよ

うなことがあれば、２回目、３回目の支給などで調

整は可能であろうということで、先ほどお話ししま

したように、支給月を５月に対応するということで

考えました。 

 １回目はそういうことで対応させていただいて、

以降、いろいろなところで３月に支給する例もある

ような話をお聞きしましたので、これからまた、第

１弾では５月支給、その後に研究をさせていただき

たいなと、そんなふうに考えておりますので、御理

解を賜りたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 以上をもちまして、１１番米沢義英君の一般質問

を終了いたします。 

 昼食休憩といたします。再開は午後１時といたし

ます。 

────────────────── 

午後 ０時００分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 午前中に引き続き、一般質問を行います。 

 ３番佐川典子君の発言を許します。 

○３番（佐川典子君） さきに通告のとおり、上富

良野町の災害対策について、町長にお伺いをしま
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す。 

 平成２８年８月は、道内だけで５号、６号、７

号、１１号、９号、１０号の６回の台風に襲われる

という前代未聞の状況になりました。そのうち台風

１０号では行方不明者も出ております。猛烈な豪雨

による被害はまさに甚大であり、特に被害を受けた

近隣の南富良野町の避難所に避難された方々の報道

や被害状況を目の当たりにし、私たちも改めて強く

防災に対し関心を寄せているところであります。 

 十勝岳爆発から９０年の年だからこそ、改めて災

害対策基本法に基づく、災害に対する防災・減災の

対策と方針の考えを深めることが求められていま

す。 

 よって、次の４項目についてお伺いをしたいと思

います。 

 １、上富良野町において地域防災計画があり、上

富良野防災会議においての意見や今後の課題があれ

ば伺いたいと思います。 

 ２、町民の生命、身体だけではなく財産も守らな

ければなりませんが、災害時における金融機関との

協定はどのように考えているのか、伺いたいと思い

ます。 

 ３、災害時における物資の面で確保が望まれます

が、コンビニエンスストアとの協定をどのように考

えているのか、伺いたいと思います。 

 ４、町の普通河川について、警戒水位の設定はさ

れているのか。また、排水路の土砂除去計画はある

のか。繰り返し起こる災害現場への恒久的な対応に

ついて伺いたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の災害対策に

関します４点の御質問にお答えさせていただきま

す。 

 本年は７月から８月にかけ、さらに９月に入って

からも、全道各地で大雨による犠牲者を伴う大災害

が頻発しており、沿線におきましても、南富良野町

では空知川の堤防が決壊し、中心市街地にも甚大な

被害をもたらしており、心を痛めているところであ

ります。本町といたしましても既に支援活動を行っ

ているところでありますが、引き続き必要な支援に

努めてまいりたいと考えております。 

 当町におきましても、７月３１日の集中豪雨以

降、たび重なる台風の影響によりまして、道路や河

川のほか、農作物にも大きな被害が発生し、現在、

その復旧作業に鋭意取り組んでいるところでありま

す。 

 まず、御質問の１点目、町の防災会議における意

見等についてでありますが、防災会議につきまして

は、私を会長に関係機関など２６名で構成してお

り、最新の動きといたしましては、東日本大震災後

に改正されました災害対策基本法を踏まえまして、

地域防災計画の見直し作業に伴い開催しておりま

す。その中におきましては、近年の気象の変化や、

それぞれの公的機関が持つ専門性と町との連携のあ

り方などについて各専門機関から知見をいただきま

して、平成２６年３月に防災計画を見直し策定した

ところであります。 

 その機会に、現状に即した改正を行いましたこと

から、地域防災計画や防災会議としての新たな課題

は、現時点においてはないものと理解をしておりま

す。ただ、防災計画とあわせて整備いたしました職

員の初動マニュアルにつきましては、さまざまな事

案の発生時の対応等を教訓にいたしまして、細かな

見直しを図りながら、精度を高めていくことが必要

と受けとめているところであります。 

 次に、２点目の金融機関との防災協定についてで

ありますが、現在、町では協定を結んでいる状況に

はありません。 

 金融機関は、総じて、それぞれ地域の中でも頑丈

な建物と一定の職員を有していますことから、事例

といたしましては、災害時における建物の利活用や

職員の支援などについて協定を結んでいるほか、町

の緊急な支払いに必要な現金の確保、あるいは義援

金受付口座の開設など、災害時における公金事務取

扱に関する協定を結んでいる自治体もありますの

で、今後の研究課題と受けとめさせていただいてお

ります。 

 次に、３点目のコンビニエンスストアとの防災協

定についてでありますが、町が直接協定を結んでい

る状況にはございませんが、北海道が既に民間企業

等との防災協定を締結しておりまして、この中で、

道内のコンビニ５業者を含めて、災害時における帰

宅困難者への支援や食料、飲料、生活物資等の供給

支援等について協力いただく内容となっておりま

す。 

 本町の防災計画上では、災害時の備蓄として必要

な食料や水などの４分の１程度は流通備蓄を活用す

る計画としておりまして、コンビニエンスストアと

の協定につきましては、北海道を通じた対応として

まいりたいと考えておりますことから、町独自とし

ての協定については想定していないことを御理解賜

りたいと存じます。 

 次に、４点目の御質問についてでありますが、ま

ず、普通河川におきます警戒水位の設定につきまし

ては、北海道が管理する１級河川などでは警戒水位

が設定されておりますが、町が管理する普通河川に

おきましては設定されておりません。 
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 次に、排水路における土砂の除去計画についてで

ありますが、これまでも計画的な除去作業は行って

おらず、都度、状況に応じて除去を行っているとこ

ろでありますが、特に、恒常的に土砂が堆積する箇

所につきましては、大雨時や災害復旧時の復旧工事

の中で、でき得るだけの断面を確保するよう対応し

ている状況であります。しかし、町管理河川につい

ては管理範囲が大変広く、多くは対症療法的方法と

なっている実態でございます。 

 また、災害復旧に伴う恒久的な対策についてであ

りますが、これまでもお答えさせていただいており

ますように、公共土木施設災害復旧事業は原形復旧

が基本であることから、質的改良を必要とする恒久

的な対応は難しく、単独災害復旧事業とあわせて対

応してまいりたいと考えておりますので、御理解を

賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 防災会議で２６年に改正を

図っているので、新たな課題はなかったというふう

なお答えをいただきましたけれども、第１章の総則

で、減災の考え方を防災の基本方針とするというふ

うに書いてあります。この減災については、町長は

どのようにお考えなのか、ちょっと伺いたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の防災につき

ます関係の御質問についてお答えさせていただきま

す。 

 定義につきましては、今改めて申し上げるまでも

ございませんが、減災につきましては、考えにつき

ましては、やはり極力災害の被害に遭わないような

手だてを講ずるというふうに解しているところでご

ざいます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 課題はないというふうなお

答えをいただきましたけれども、概要の中でも、災

害の定義の例示に、崖崩れや土石流、地すべりを加

えること、そして、特定非常災害法について、相続

の承認又は放棄をすべき期間に関する民法の特例を

設けることというようなことも書かれておりますけ

れども、こういったことについては町はどのように

考えているのか、伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の御質問にお

答えいたします。 

 災害に対します基本的な考え等につきましては、

国等が示しております基本的な方針と申しましょう

か、考え方に沿って、町も防災上のルールを持って

いるところでございまして、ただいま御質問にあり

ましたような、当町といたしまして、今それをすぐ

課題として整理をしていかなければならないもの、

あるいは、今後に備えて、これから防災会議等を通

じて検討、研究をしていくべきもの、それらはすみ

分けした中で押さえておりますので、ただいま議員

から御発言がありましたような権利関係に関します

事柄は、今、上富良野町の防災会議の中でのテーマ

とはなり得ていないという状況でございます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 防災会議について、意見は

出なかったというふうにおっしゃったのですけれど

も、防災に関する法律案の概要の中に、町村の居住

者から地区防災計画を提案できるように、そういう

ような窓口を設けることというふうにありますよ

ね。ということは、防災会議に少なくとも出席した

方の中から意見が出るような体制をとっていくべき

ではないかなというふうに思うのですけれども、何

にも意見は出なかったのでしょうか。そこら辺、も

う一度伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の御質問にお

答えいたしますが、２６年の改定に当たりましての

意見の交換の中では、それぞれの立場から御意見を

いただきました。また、住民の皆さん方の声を反映

するような場面もございました。それらについて

は、２６年の改定時におきまして整理をさせていた

だきまして今日を迎えていることから、現在、それ

以降におきます課題は提起されていないというふう

に理解しているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） それでしたら、協定締結を

促進することというのに、地方公共団体としまし

て、民間事業者との協定締結を促進することという

ようなことも明記されていますけれども、これにつ

いては、そのときは、町長は皆さんにどういうよう

な知見でお話ししたのか、伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の御質問にお

答えさせていただきますが、今お話がありましたよ

うな個々の課題等につきましては、皆さんで課題と

しての共有をした経過にございませんので、改めて

町の防災会議の中で協議をした経過はないというふ

うに記憶しているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 続きまして、金融機関との

協定締結についてに移りたいと思いますけれども、

防災会議では課題は見受けられないというふうにお

答えいただいていたのですけれども、金融機関との
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協定締結については、お答えの中で、今後の課題で

あるというふうに感じているというようなお答えを

いただきましたけれども、これについていま一度お

答えをいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の防災対策一

般についての御質問の中で金融機関との提携につい

ての御質問にお答えさせていただきます。 

 冒頭のお答えでも述べさせていただいております

が、金融機関との協定につきましては、まず、幾つ

かパターンもございます。先ほど申し上げましたよ

うに、緊急時にいっときの避難所として金融機関を

使わせていただくこと、あるいは、職員も一定程度

おりますことから、手を貸していただくことなど、

あるいは、公的金融機関としての役割を、災害時に

おいて即座に住民の皆さん方にお金の対応等をして

いただくことなど、そういったことはまず想定され

るところでございます。 

 また、一方では、金融機関同士の連携、協定とい

うものもございまして、それは金融機関同士がそれ

ぞれ被災を受けた地域の金融機関に対して支援をす

るというような事例もありますことから、今、上富

良野町といたしまして、金融機関と直接協定を結ぶ

というようなことは想定している段階ではございま

せん。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 災害が起きたときに、やは

り個人の財産、及び上富良野町としては、町の行政

をやる上でやはり金融機関と大事なお約束という

か、そういうもの、協定を結んでおかないと、何か

有事で資金が急に必要になったときだとか、物資を

被災者の人たちに提供する場合においても購入しな

いといけませんよね。幾ら道と協定を結んでいると

はいえ、上富良野町の金融機関を優先的にやはり考

えていくべきだというふうに私は思います。 

 物資だけでなくて、いろいろな福祉的なものに対

応することに関しましても、やっぱり金融機関から

の支援がなければ対応をすぐにできないのではない

かなというふうに危惧しているわけです。 

 それで、今回、台風１０号におきましては、日銀

だとか道の財務局のほうからも、地元、特に南富良

野町はそういう指示があったというようなことを聞

いております。また、上富良野町の金融機関におき

ましても、そういう内示がなされたということで、

その銀行にもよるとは思うのですけれども、５０万

円以内ならとか、そういう印鑑をなくされた方がい

た場合にも対応するようにという指示が出たという

のは聞いております。 

 いろいろな意味において災害がいつ起こるかわか

りませんし、想定外の災害が起きる可能性を考える

と、ぜひ金融機関とのそういう提携を、上富良野町

は特にぜひとも進めていくべきだ。 

 私も地域防災のこのマニュアル計画を見せていた

だいたのですけれども、ほんの一部でこの厚さなの

ですよね。本当にこのように厚い、５センチもあろ

うかと思うような書類が、本当に事細かに上富良野

町はつくっております。だから、その中に金融機関

のも、ぜひ載せていくべきだというふうに思ってい

るのです。 

 町の住民の方だけではなく行政サイドとして、金

融機関は、もし災害が起きたときにどういうような

対応を今想定していらっしゃるのか、ちょっと伺い

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の金融機関と

の提携についての御質問にお答えさせていただきま

す。 

 まず、基本的なことで申し上げますと、どういう

災害であろうと、それぞれ国民の財産を、金融財産

を保全するということは、これはもう、その町で

ルールを持ち合わさなくても、国としてそれはしっ

かり担保されておりますし、緊急時の、具体的な例

を挙げますと、例えば印鑑や通帳がなくてもおろせ

るのかと、そういうことは、既に国の仕組みとして

整っているというふうに理解しているところでござ

いまして、さらに申し上げますと、町が被災したと

きの公金を用立てるだとか、あるいは資金を確保す

るとか、そういうことについても、協定があるない

にかかわらず、既にそれは整備されているというふ

うに理解しておりまして、今、もし金融機関との協

定を想定するとしたら、冒頭申し上げましたような

マンパワーだとか、あるいは場所としての活用をさ

せていただくことなどになっていくのかなという想

定はするところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 私が思うのは、地域で災害

が起きた場合に、全部道だとか国レベルで対応する

ということを考えるのではなく、この町独自の対応

を考えていくべきではないかなというふうに思って

おります。特別な融資を受ける体制を確立しておく

だとか、やはり地域経済が混乱しないような、そう

いった考えも今後深めていくべきではないかなとい

うふうに思っております。 

 また、東北地方におきましても、東日本大震災以

降に各県、各市におきまして、町単位でも協定を結

んでいるところがふえてきています。それで、私の

考えとともに、町としても対応をしていくべきでは

ないかなというふうに思っているので、もう一度、
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その辺、伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 幾つか重複するかと思いますが、まず、災害時に

おきます金融的な支援につきましては、協定がある

なしにかかわらず、これは随時、その時点におきま

して、たとえ金融機関といたしましても、それぞれ

金融機関同士のルールもあるわけでございます。さ

らには、国によって住民の皆さん方が金銭的に何か

不利益をこうむるようなことはないように、しっか

りと担保されているというふうに理解しております

ので、再度、重ねて申し上げることになりますが、

やはり想定できる金融機関との連携あるいは協定等

につきましては、金融機関の建物を活用させていた

だくとか、あるいは一時保管場所に建物を利用させ

ていただきますとか、人的な支援をお願いすると

か、そういう部分は想定できるところでありますの

で、そういうような面での検討、研究は必要かなと

いうふうに理解するところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） それでは、一つの団体とし

ての金融機関としての協定を結ぶ可能性はあるとい

うことでよろしいのですね。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 金融機関のみならず、さまざまな民間団体と協定

を結ばせていただいている状況にございますが、い

ずれの場合も先方様から、ぜひ支援をさせていただ

きたい、協定を結ばせていただきたいというお申し

出の中で協定をさせていただいているのが実態でご

ざいまして、私どものほうから、あなたと協定した

いのですがというような経過はたどっていないこと

から、もし金融機関のほうからのそういう温かいお

申し出があれば、それは協定を結ばせていただくよ

うなことには何らちゅうちょはございません。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） いろいろな防災対策やいろ

いろな物の考え方もとどまることではないと思うの

ですね。いつも進行形でいないといけないと思うの

ですね。 

 それで、町長は、現時点ではそういった対応をす

るような考えでいるというのはわかりましたけれど

も、ぜひ、ほかの町村の動きも見ながら対応を深め

ていただければというふうに思います。 

 次に、コンビニエンスストアとの協定ということ

についても質問しましたので、それについて質問さ

せていただきますが、五つの業者と道が協定を結ん

でいるというふうにおっしゃったのですけれども、

これはどことどことということをお答えいただけま

すでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ３番佐川議員の御質問

にお答えいたします。 

 北海道が提携をしております道の民間企業等との

防災に関する協定でございますが、その中には、コ

ンビニエンスストアのほか、いろいろな民間事業者

と協定を結んでおりますけれども、先ほど町長から

答弁させていただきましたように、災害時の帰宅困

難時の支援であったり、災害時における食料や飲

料、生活物資等の供給支援等にかかわっての業者に

つきましては、株式会社サークルＫサンクス、株式

会社セイコーマート、株式会社セブン－イレブン・

ジャパン、株式会社北海道ファミリーマート、株式

会社ローソンの５事業者でございます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 今お答えいただいたのです

けれども、上富良野町にないコンビニエンスストア

がございます。私が言いたいのはそこなのですよ

ね。幾ら協定が道で結ばれているとはいえ、上富良

野町は今言われた中にないコンビニエンスストアが

ございます。 

 それで、ぜひ、上富良野町として、支援物資だと

かいろいろなものが届く前に、地元にあるコンビニ

エンスストアを優先的にという形の言葉で協定を結

んで、そういうふうな地元のコンビニエンスストア

を優先にということを考えていただければというふ

うに思っているのですけれども、それについての町

長の考え方を伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の災害時にお

きます協定に関します御質問にお答えさせていただ

きます。 

 コンビニエンスストアとの協定につきましては、

ただいま総務課長のほうから御答弁させていただき

ましたように、北海道においてそれぞれＦＣの本部

と提携をさせていただいておりまして、私といたし

ましては、特に、コンビニエンスストアにつきまし

ては、もう私が申し上げるまでもなく、最少の在庫

ということがどこのお店もまず基本的であろうとい

うことからして、物資の供給能力、一つのお店での

供給能力というのは、非常に十分でないと申しま

しょうか、本当に今いっとき必要なといいましょう

か、本当に限られた量しか持ち合わせていないのが

一般的であろうというふうに思います。ですから、

チェーンを通じて供給していただくようなことが非

常に効果的だということで、本部と提携を北海道が
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結んでいるという状況でございます。 

 特に、地元のお店と協定を結んでいなくても、出

し惜しみするようなこともないでしょうし、むしろ

そういった広い協定を結んでおくことのほうが、実

際は有効ではないかというふうに理解をしていると

ころでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） おっしゃっているのもわか

るのですけれども、協定を結んでおかないと、実際

に災害が起きたときに、車両の運搬だとか、そう

いったものを通行許可というか、そういうものもい

ちいち出さなくてはいけなかったり、いろいろな部

分において対応がおくれるのではないかということ

も考えられます。物資が届くというのは、要するに

いろいろなところから届くイメージはありますけれ

ども、ぜひ、地元の店舗にある部分だけでも、協定

を結んでおけば、被災された方たちを優先に届けて

いただくという可能性も出てきます。それが道の考

えている協定と地元の協定との違いではないかなと

いうふうに私は思っているのです。その辺について

伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 私の推論が正しいかどうかは御判断いただきたい

と思いますが、一般的に、万が一災害が発生したよ

うな場合、あるいは途中補給路は、コンビニの補給

路が断たれたような場合、もし被災された地域の皆

さん方がコンビニにいろいろ物資を求めてこられた

ときに、実は町と協定をしているから、皆さん方に

はお売りするわけにはいきませんというような対応

は現実的にはまず無理かというふうに思います。そ

ういうことからいうと、今、上川管内の約２５０店

舗ぐらいのお店と提携をしているというふうに聞い

ておりますが、そういったチェーンとして協定をし

ておくことこそが機能を発揮することになろうかと

思いますので、上富良野町の個々のお店も本部とい

うのでしょうか、そういったところとの兼ね合いも

ありますでしょうし、そういう事例が他にあるかど

うかも勉強しておりませんけれども、少し現実には

なかなか十分な機能を期待できないのではないかな

というふうに危惧もするところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 災害弱者の面からも、地域

の見守りも兼ねたという形も含めて、コンビニエン

スストアとの協定を結んでいる自治体もふえてきて

おります。やはり地元のコンビニということで、本

当にまちのお店ですよね。そういうところと協定を

結んでおくことが、災害が発生したときに、予測し

ないような災害が発生したときに、やっぱり情報の

伝達等スマートフォンだとか、いろいろな電池対応

だとか、そういうのも考えられますので、そこら辺

はやっぱりコンビニと協定を結んでおいて、そこら

辺の拡充をすると。そういうような考え方で進めて

いってもらえることが重要ではないかなというふう

に思っているのですけれども、それについて伺いた

いと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 コンビニとの協定につきましては、北海道とコン

ビニチェーンの本部と協定を既に締結させていただ

いておりまして、その中には物品の提供だけではな

くて、例えば一時避難する場所、あるいはトイレを

使わせていただく場所、そういったもろもろの機能

が含まれております。そういうことで、それぞれ上

富良野にありますコンビニエンスストアもそのくく

りの中にありますので、私は十分に今北海道が協定

しているくくりの中で、我々、地元のお店との中で

もそれは機能してまいりますので、そういう思いを

共有していくことは必要でしょうから、そういうこ

とには意を用いてまいりたいと思いますが、改めて

個々に協定を結ぶということについては、これは少

し研究、検討が必要なことというふうに理解してい

るところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） まさしくそこが今後の課題

だというふうに私は思うのですよね。時代が流れて

いますので、ほかの自治体でだんだんふえてきてお

りますので、町村とコンビニエンスストアとの協定

を結んでいるところがふえておりますので、そこら

辺も今後課題として考えていっていただければとい

うふうに思います。 

 次に、普通河川では警戒水位がないというふうに

お答えをいただきました。今後の計画がないという

ことについて、ちょっともう一回伺いたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の河川の警戒

水位についての御質問にお答えさせていただきます

が、町の管理いたします普通河川につきましては、

それぞれの各河川についての警戒水位というのは、

特に設定をしていない実態にございますし、これ

は、考え方としてはごく一般的な考え、全国です

ね、町村が管理いたします中小の河川について、

よっぽどの事情がない限りは、警戒水位というもの

の設定している状況にはないというふうに理解をし

ているところでございます。 
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○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） では、土砂の除去計画もな

いというお答えをいただいたのですけれども、実は

中町とか、ほかにも同僚議員がいろいろな箇所での

災害が起きたことについて質問されましたので、重

複するので、私はそこら辺は別な方向から申し上げ

たいと思いますけれども、やはり排水路に土砂がた

まって、もう満杯までなっていて、そこから草が生

えている場所が何個もあるのですね。中町は一度

取っていただきました。その後、住民の方々から、

水がたまって春先に水が流れないと。困って何とか

という話を聞いておりました。それを除去した後に

水がたまったかというと、たまらないのですよ、や

はり。水はやっぱり流れるところが排水路ですか

ら、その土砂を除去する、そういう計画を持ってい

ただかなかったら、次から次とまた災害がふえてい

くのではないかなというふうに思うのですけれど

も、この辺については、町長はどういうふうにお考

えでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の排水路の土

砂の除去についての御質問にお答えさせていただき

ますが、まず、河川については、午前中の質疑の中

で申し上げましたが、計画的な土砂の除去、あるい

は改修計画は持っていないところでございますが、

排水路につきましては、水が流れて何ぼの世界です

ので、これは極力そういった排水路が土砂によって

埋塞していることによって被害が、あるいは御迷惑

をおかけするようなことは極力ないように、可能な

限りで、また、全部がその状況をつかみ切れないと

ころにつきましては、それぞれ町内会あるいは住民

会等を通じて実態をお聞かせいただきながら、排水

路については極力排水詰まりがないように対応させ

ていただいているというふうに理解しているところ

でございます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 上富良野町の災害が起きた

ときの対策として、先ほど同僚議員にお答えいただ

いた中で、復旧させるのだということと、あと応急

の対策としての処理はするのだということは伺った

のです。ただ、災害対策基本法には、予防活動をす

るということも載っているのです、この三つ。予防

活動と応急対策活動と復旧活動、災害に対しまして

の対策とするというふうに書いてあるのですね。 

 上富良野町の予防に対する対策は、ちょっと私

は、午前中の議員さんたちの発言等々、町長からの

お答えを伺っておりましても、何かそこら辺は

ちょっと薄いのかなというふうに感じておりまし

て、それについて、予防として、何回も災害が起き

ている場所についての予防策としての考えを伺いた

いと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 予防、応急対策、復旧、それぞれ作業の、あるい

は対応の進め方があろうかと思います。とりわけ予

防につきましては、午前中も申し上げましたよう

に、常態的に、恒常的に被災をされる、あるいは危

険が及ぶようなところについては、予防を含めまし

て雑木の除去、あるいは定期的に、定期的と申しま

しょうか、災害復旧にあわせて十分な土砂除去だと

かということ、それは予防も兼ねて行わせていただ

いているところでございまして、なるべく同じとこ

ろで同じ事象が起きないようにすることは常々心が

けながら仕事をさせていただいているところでござ

います。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 旭日川の件なのですけれど

も、以前にも氾濫というか、地域に住んでいる方が

被害をこうむっております。今回もまた避難をされ

ていたり、そういった生活ができないような不安を

感じて過ごしていらっしゃいます。隣はパークゴル

フ場ですから、当然、パークゴルフ場の水も流れて

くるのかもしれませんし、上からもちろん流れてき

ます。 

 先ほど同僚議員のお答えの中で、普通河川につい

ては、下から計画性をもって上のほうに行くという

ふうにおっしゃっていました。旭日川の場合は、こ

の間はどういうように対応されたのか、ちょっと伺

いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ３番佐川議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 今回の大雨につきましては、旭日川につきまして

は、もう本当に土砂で満杯になって水が流れないよ

うな状態で、水は本当に牧草地を流れているような

状況でありました。 

 復旧に対しましては、即復旧を行いまして、パー

クゴルフ場の上流部分について土砂上げを即しまし

て、それとあわせまして、下流部の土砂上げも即し

まして、したことによってパークゴルフ場の今住民

が住んでおられるところの土砂は下流のほうに流れ

ていきましたので、土砂はなくなったというふうに

なっております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 繰り返す災害地の河川につ

きまして、その土砂が積もったままの状態でいると
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いうことは、やはり流れたといってもまだあります

よね。そこら辺の計画性をもってやらないと、次か

ら次とまた災害が起きるということになると思うの

ですけれども、この辺の計画を持たないで、では、

どうやって町民、住んでいる方の安心を得られるよ

うにするのか、その辺の考えを伺いたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 町が管理いたします２００キロメートル近い普通

河川につきましては、それぞれ雨、あるいはそれら

によってもたらされる水の流れ方、千差万別でござ

います。それらを全て予見して対応させていただく

ということは、これは物理的にも、財政的にも無理

な状況でございます。それは御理解いただけること

と思います。 

 しかしながら、先ほどから申し上げておりますよ

うに、雨が降れば土砂が流入したり、あるいは雑木

が流れ込んだりするようなところについては、ある

程度の予見ができますので、そういうところについ

ては、そういうことが起こらないような対応、いろ

いろ川のかさ上げも含めましてさせていただいてお

ります。とりわけ土砂につきましては、どこから流

れてくるかということも非常に大きな要因でござい

ますので、そういったことも含めた対応も町といた

しましては取り組ませていただいておりまして、い

ろいろ全てを満たせないのは実態でございます。そ

ういう中で、極力同じことを繰り返さないような対

応をとらせていただいておりますので、ぜひ、その

辺は御理解をいただきたいなというふうに思いま

す。 

 いずれにいたしましても、住民の皆さん方に不安

を与えるようなことだけは絶対避けていきたいとい

うふうに考えているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 優先順位というのはやはり

あると思うのですね。川が流れていて、路肩がとか

いろいろな部分があると思いますけれども、私はや

はり人が住んでいる、居住されているところにおき

ましては、やっぱり優先的にやってもらわないと住

民が本当に不安を感じているのですよね。そこら辺

の優先度というのは、町長はどういうふうに考えて

いるのか、伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 防災対策につきましては、さまざまに雨もありま

しょうし、風もありましょうし、火山噴火もありま

す。そういったことを総合的に町といたしまして、

町ができる可能な限りで優先順位を意識しながら取

り組みをさせていただいているというふうに思って

おります。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 上富良野町の自治基本条例

が平成２０年につくられました。第８章に地域防災

というのがございます。第３３条に「町は、発生が

予測される様々な災害に対する予防活動、緊急対策

活動及び復旧活動等、総合的な災害対策に関する計

画を作成し、計画に沿った対応を進めます」という

ふうに書いてあります。と条例に書いてあるのです

ね。みずからつくった条例に対して、計画はしない

とか、そういうことではなくて、やはり少しでも住

んでいる町民のためになる、そういう自治基本条例

であってほしいですし、町の対応であってほしいと

いうふうに思っておりますので、ぜひ、その辺をも

う一度伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員にお答えさせ

ていただきます。 

 町は、防災計画はしっかりと備えております。そ

れに伴って、個々の災害に対してどういう対応がで

きるかということで取り組みをしているところでご

ざいます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） やはり地域の防災計画とい

うのは、一つつくったからそれで終わりということ

ではなく、進行形ですし、考えられないところもふ

えてくるのかもしれません。そういった対応も全て

進行形で、今後の課題ということを加味しながら、

ぜひ進めていただきたいと思います。それについて

伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番佐川議員の防災対策に

つきましての御質問にお答えさせていただきます。 

 町は、防災計画に基づきまして、あらゆる災害を

想定した中で、町としてどういう対応が、あるいは

北海道、国に対してどういうふうに連携をしていけ

ばいいかと常に検証もしておりますし、お答えの中

でも述べさせていただきましたように、特にそれに

当たって町として職員がどのように対応していくか

というマニュアルについては、日々見直しをしてい

ると言っても過言ではないかと思います。そういう

ことで御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 これにて一般質問を終了いたします。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告             
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○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は、全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 １時４７分 散会
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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２８年第３回上富良野町議会定例

会２日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（林 敬永君） 御報告申し上げます。 

 さきに御案内しました議案第１５号教育委員会教

育長任命について並びに議案第１６号教育委員会委

員の任命につきましては、後ほど議案をお配りいた

しますので、御了承願います。 

 また、議会運営委員長、総務産建常任委員長及び

厚生文教常任委員長から、閉会中の継続調査の申し

出が配付のとおりございました。 

 最後に、説明員でございますが、教育委員会菅野

委員長から欠席という届け出になっております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名について行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

    １１番 米 沢 義 英 君 

    １２番 中 瀬   実 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 議案第９号 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 議案第９号平成

２７年度上富良野町水道事業会計未処分利益剰余金

の処分についてを議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ただいま上程いた

だきました議案第９号平成２７年度上富良野町水道

事業会計未処分利益剰余金の処分の件に関しまし

て、御説明申し上げます。 

 地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、

未処分利益剰余金の処分について、議決をいただく

ものとなっております。 

 未処分利益剰余金及び処分の額については、後ほ

ど上程の議案第１０号に添付しております平成２７

年度水道事業会計決算報告書の４ページ上段の剰余

金計算書及び同じく４ページ下段の剰余金処分計算

書を御参照ください。 

 以下、議案を朗読して説明とさせていただきま

す。 

 議案第９号平成２７年度上富良野町水道事業会計

未処分利益剰余金の処分について。 

 平成２７年度上富良野町水道事業会計未処分利益

剰余金６,６００万１,３６３円のうち、３,０００

万円を減債積立金に積み立て、残余を繰り越すもの

とする。 

 以上、御説明申し上げました。御審議いただきま

して、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第９号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第３ 議案第１０号及び 

◎日程第４ 議案第１１号 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 議案第１０号平

成２７年度上富良野町企業会計決算の認定につい

て、日程第４ 議案第１１号平成２７年度上富良野

町各会計歳入歳出決算の認定についてを一括して議

題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 初めに、企業会計決算認定の件。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（山川 護君） ただいま上程い

ただきました議案第１０号平成２７年度上富良野町

企業会計決算の認定の件につきまして、議案の朗読

をもって説明とさせていただきます。 

 議案第１０号平成２７年度上富良野町企業会計決

算の認定について。 
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 地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平

成２７年度上富良野町病院事業会計及び上富良野町

水道事業会計の決算を、別紙、監査委員の意見をつ

けて議会の認定に付する。 

 では、初めに、病院事業会計の決算の概要につき

まして御説明申し上げます。 

 平成２７年度病院事業会計決算報告書の７ページ

をお開き願います。 

 平成２７年度上富良野町病院事業報告書。 

 １、概要。 

 （１）総括事項の概要について御説明申し上げま

す。 

 上富良野町立病院の運営は、公的医療機関として

の使命である町民の福祉向上と健康管理に寄与すべ

く診療体制の充実に努めるとともに、地方公営企業

として経済性の発揮を目指し、病院事業を行ってき

たところであります。 

 平成２７年度におきましても全国的な医師、薬剤

師、看護師不足でしたが、医師については、旭川医

科大学第３内科の関連病院として、肝臓や血液腫

瘍、内視鏡検査等の専門医の派遣を受けるととも

に、富良野協会病院との病病連携により、泌尿器

科、循環器内科の専門医の派遣を受けてまいりまし

た。薬剤師につきましては、採用は困難であるた

め、２８年３月に上富良野町看護職員等養成奨学金

貸付条例と上富良野町立病院諸手当支給条例の改正

により奨学金の増額と薬剤師の初任給調整手当が整

備され、薬剤師の募集を進めてまいりました。 

 また、平成２７年度から富良野看護学校１学年の

看護基礎等の臨地実習病院として、のべ２９日間、

１４４名の看護学生を受け入れて、地域医療の向上

のために努めてまいりました。 

 次に、患者などの利用者数の状況でございます

が、一般病床の入院患者は７,３４０人と過去最低

でありますが、介護療養型老人保健施設の入所者は

９,７６０人と、平成２０年１２月の開設以来、最

高の利用者となり、一般病床と介護療養型老人保健

施設の入所者の合計は１万７,１００人で、前年対

比で５０５人の減となりました。外来患者数は２万

５,７９６人で、前年対比で９５９人の減となり、

入院患者と入所者、外来患者の合計は４万２,８９

６人で、前年対比で１,４６４人の減となりまし

た。 

 次に、収益的収支でございますが、１７ページ以

降の収益費用明細書との整合性を図るため、消費税

を含まない数字で御説明申し上げます。 

 病院事業収益８億３,６１９万１８９円、病院事

業費用８億６,９７１万８,８００円でありまして、

差し引き３,３５２万８,６１１円が当年度の純損失

となりました。主な要因としては、一般病床の入院

患者数の減により入院収益が減少し、外来患者につ

いては長期投薬や内科、泌尿器外来の予約診療によ

る通院回数の減による減収であります。 

 次に、資本的収支でありますが、資本的収入と資

本的支出は同額の５,５０１万３,８６４円でありま

して、収入については町からの繰入金、医療機器整

備のための防衛省の調整交付金の補助金でありま

す。 

 支出の内訳は、企業債の償還金と医療機器整備と

しての検査精度を高めるための多項目自動血球分析

装置、生化学分析装置を更新し、病院車や低床電動

ベッドなどの更新により、快適な療養環境を提供し

てまいりました。 

 以下、３ページ以降の各種財務諸表につきまして

は、御高覧いただいているものとして、説明を省略

させていただきます。 

 御審議賜り、御認定いただきますようよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） 次に、建設水道課長。 

○建設水道課長（佐藤 清君） 続きまして、平成

２７年度水道事業会計決算報告書について御説明申

し上げます。 

 まず、水道事業会計の平成２７年度決算の概要を

申し上げます。 

 ７ページをお開き願います。 

 本事業は、町民が健康な生活を持続していくため

に必要とされる安全で安心な水道水の安定供給を開

始して以来、４３年を経過いたしました。 

 当年度の決算状況について、収益的収支におい

て、収入１億６,４０１万５,８７８円、支出１億

３,２３６万７１５円であり、純利益３,１６５万

５,１６３円で決算することができました。 

 なお、収益的収支については、１１ページ以降の

費用明細書との整合を図るため、消費税を含まない

数字となっておりますので御承知ください。 

 次に、資本的収支では、収入１,８２２万３,００

０円、支出９,１６６万４,１０７円で、不足する額

７,３４４万１,１０７円については、過年度分損益

勘定留保資金２,６３３万５,７３１円、当年度分損

益勘定留保資金４,７１０万５,３７６円で補塡し、

事業の推進を図りました。 

 本年度の収支も黒字決算となりましたが、町内人

口の推移と節水意識の高まりや飲料水嗜好の多様化

が進み、使用水量は減少傾向にありますが、受益者

負担の原則を堅持するとともに、コンビニ納入など

納入方法の利便性を図り、公営企業として健全な経

営に努め、漏水対策や老朽管の更新等維持管理に万

全を期し、安全で安心、良質な水道水の安定供給に



― 39 ― 

努めてまいります。 

 次に、決算額を申し上げます。 

 １ページ、２ページをお開き願います。 

 平成２７年度上富良野町水道事業会計決算報告

書。 

 以下、款ごとの決算額のみを申し上げます。 

 １、収益的収入及び支出。 

 収入。第１款水道事業収益１億７,５１９万７,８

０８円。 

 支出。第１款水道事業費用１億４,０８８万７,８

９５円。 

 ２、資本的収入及び支出。 

 収入。第１款資本的収入１,８２２万３,０００

円。 

 支出。第１款資本的支出９,１６６万４,１０７

円。 

 さきに概要報告でもお示ししましたが、表下に記

載のとおり、資本的収入額が資本的支出額に対し不

足する額７,３４４万１,１０７円については、過年

度分損益勘定留保資金２,６３３万５,７３１円、当

年度分損益勘定留保資金４,７１０万５,３７６円で

補塡しております。 

 以下、各計算書、業務明細書の説明については、

御高覧いただいているものとして割愛させていただ

きます。 

 以上で説明といたします。御審議賜りまして御認

定いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 次に、監査委員の審査意見

を求めます。 

 代表監査委員、米田末範君。 

○代表監査委員（米田末範君） 地方公営企業法第

３０条第２項の規定により町長から審査に付されま

した平成２７年度地方公営企業の病院事業会計決算

及び水道事業会計決算について、平成２８年６月２

９日から７月２０日までの間で、実日数４日間で審

査し、同法第３０条第１項の規定に基づき、調整さ

れた各決算書等が関係法令に準拠して作成され、そ

の会計処理が適正に行われているか、また、決算の

計数が証拠書類等に符合しているかを照合し、予算

執行の適否について審査しました。 

 審査に付されました各事業会計の決算報告書及び

附属書類は、関係法令に準拠して作成されており、

その計数は、現金出納簿、関係諸帳簿及び証拠書類

と符合し、各事業会計の計数は正確であると認めら

れました。 

 審査意見について申し上げます。 

 病院事業については、入院・外来ともに患者が減

少し、依然として厳しい経営環境にあるといえま

す。 

 眼科の廃止や再診予約制度の実施、内科外来の投

薬期間の延長による通院数の減少等により、患者数

は減少している中、大腸ビデオスコープ、解析付心

電計、自動化学分析装置等の医療機器更新等を図

り、よりよい医療環境の確保に努められている。 

 しかしながら、依然として医療収益の減少傾向に

変わりはなく、これらの状況のもとで収支のバラン

スのとれた経営ができるよう検討を続けられたい。 

 介護療養型老人保健施設については、入所者数が

増加し、安定した利用状況と収益が示されている。 

 町民の福祉向上と健康管理に寄与する医療機関と

して、安心・安全な医療の提供と質の高い高齢者福

祉の充実を図り、住民医療サービスの向上と経営の

安定、改革に向け、一層の努力を望みます。 

 水道事業については、町内人口の減少や町民の節

水意識の向上による節水家電、節水トイレ等の普及

など、有収の給水量が減少してきている中で、計画

的な漏水対策や老朽管の更新など、維持管理をし、

安定した経営と安心・安全な飲料水の供給に心がけ

ていることがうかがえる。 

 未納者への対応としては台帳による管理を行うな

どの改善が図られており、未収金の納付も向上して

いる。引き続き、給水停止の効果的な実施など未収

金対策をさらに進めていくことが重要である。 

 今後とも、健全な経営に努め、漏水対策や老朽管

の更新等、維持管理に万全を期し、本町水道事業の

特徴的利点とも言える湧水利用と自然流下を最大限

に生かし、低廉で安価で、かつ、安全な飲料水の供

給を図られるよう望みます。 

 なお、１３ページ以降に各種資料等を参考として

添付してございますので、御高覧いただきたいと存

じます。 

 以上、説明といたします。 

○議長（西村昭教君） 次に、一般会計、特別会計

決算認定の件を会計管理者、藤田敏明君の説明を求

めます。 

○会計管理者（藤田敏明君） ただいま上程いただ

きました議案第１１号平成２７年度上富良野町各会

計歳入歳出決算の認定について、概要を御説明いた

します。 

 今回、決算認定の審査を受けます平成２７年度各

会計の当初予算編成時の財政状況を振り返ります

と、大胆な金融政策、機動的な財政政策、民間投資

を喚起する成長戦略の三本の矢の一体的推進によ

り、景気は緩やかに回復傾向にあり、各種政策効果

で景気回復の動きは確かなものとなることが期待さ

れておりました。 

 しかし、消費税引き上げに伴う駆け込み需要の反

動や円安による輸入価格の上昇、さらに消費税引き
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上げの影響を含めた物価の上昇に家計の所得が追い

ついていないなど、不安定な経済環境にありまし

た。 

 こうした中、政府は経済の好循環を確かなものと

するため、地方に経済成長の成果が広く行き渡るよ

うに地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策を取

りまとめ、雇用、所得環境の改善がされる中、経済

対策や各種政策の効果による景気の回復が見込まれ

ておりました。 

 一方、地方財政においては、中期財政計画に沿っ

た概算要求方針が閣議決定され、地方の一般財源総

額について、平成２６年度地方財政計画の水準を下

回らないよう実質的に同水準を確保するも、その一

方で地方交付税については交付ベース前年度予算対

比５％減の要求となっており、地方財政は依然とし

て厳しい実態にありました。 

 当町におきましても、収入につきましては、景気

の上向きによる地方税収入の大きな伸び等が見込め

ない一方、７割強を国や北海道への依存財源で占め

ており、特に地方交付税においては、平成２７年度

の概算要求試算額では前年度比５％減という大変厳

しい状況にありました。 

 一方、歳出面では、大型公共施設の町債費が償還

完了により一時減少するものの、新たな償還開始に

よる増加が見込まれ、厳しい経済雇用情勢の改善、

少子高齢化への対策、近年の大雨に対する対策、上

富良野中学校の耐震化、公営住宅整備を初めとする

老朽化している公共施設の整備など、さまざまな地

域課題の解決に向けた財政支出が求められておりま

した。 

 このことから、一般会計の当初予算額は７５億

３,７００万円で、前年度と比べ４億５,１００万円

が増加しております。 

 一般会計、特別会計を合わせた当初予算額は１０

８億５,９８０万３,０００円となり、前年度と比べ

て約５億７,１００万円が増加しております。年度

中には国の政策が確定するとともに、一億総活躍社

会の実現に向けての緊急対策、ＴＰＰ関連政策大綱

実現に向けた施策などの事業化を進められたことに

より、当初予算の約１.１倍となる最終予算となっ

たところでございます。 

 一般会計予算で、最終予算額８４億４,３８３万

７,２１７円となり、全会計の最終予算額は１１７

億６,２７４万２,２１７円になったところでありま

す。 

 平成２７年度はラベンダーハイツ事業特別会計を

除く六つの会計では黒字決算となりましたが、ラベ

ンダーハイツ事業特別会計は利用者の減少と介護報

酬の減額改定などの影響により、赤字決算となりま

した。その赤字額１,８８４万８,５９２円につきま

しては、翌年度である平成２８年度の歳入を繰り上

げ充用金で補填をしたところであります。 

 繰越明許費につきましては、一般会計に平成２６

年度からまち・ひと・しごとの創生に向けた総合戦

略の先行的実施、地域住民生活等緊急支援のための

交付金などに係る１億８１６万円が設定されており

ます。 

 平成２８年度に向けて、一般会計は、国の平成２

７年度補正予算において可決された１億総活躍社会

の実現に向けて緊急に実施すべき対策など４億３,

６９４万９,０００円が設定されております。 

 一般会計の主な決算内容につきまして御説明いた

します。 

 収入済額は８１億６,９２３万１,５４６円とな

り、前年度と比べて約６億３,０００万円が減少し

ております。 

 増加になった主なものは、地方消費税交付金で

９,１０２万円、地方交付税で１,４７３万円、道支

出金で１億３,６８３万円など、合計で４億２,６０

０万円ほど増加しております。減少した主なもの

は、町税では町民税と軽自動車税が増加しました

が、固定資産の評価がえにより、固定資産税が４.

９％減少し、たばこ税、入湯税も減少し、１,２７

７万円の減、繰入金４億１,６８７万円、町債５億

３,９６０万円など、合計で１０億６,４００万円ほ

ど減少しております。 

 歳出総額は、７８億４,９６７万５,９１７円とな

り、前年度と比べて６億５,８９５万円ほど減少し

ております。 

 増加になった主なものは、第一興農橋架けかえ

費、町営住宅整備費、上富良野中学校整備費、認定

こども園施設整備に対する補助費などであります。

積立金は、財政調整基金が減少したものの、公共施

設整備基金、農業振興基金が増加しており、昨年と

比べて約１億１,０００万円が減少しております。 

 減少になった主なものは、事業が完了した超高速

ブロードバンド環境整備費、第２０号橋、第２１号

橋架けかえ工事費、上富良野小学校整備費となって

おります。 

 事業ごとの内容につきましては、決算書の事項別

明細書の歳出の部及び各会計主要施策の成果報告書

に記載していますので、御高覧いただきたいと思い

ます。 

 それでは、議案及び平成２７年度の各会計収支総

括並びに財産の移動関係について概要を御説明いた

します。 

 議案第１１号平成２７年度上富良野町各会計歳入

歳出決算の認定について。 
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 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成

２７年度上富良野町一般会計、上富良野町国民健康

保険特別会計、上富良野町後期高齢者医療特別会

計、上富良野町介護保険特別会計、上富良野町ラベ

ンダーハイツ事業特別会計、上富良野町簡易水道事

業特別会計及び上富良野町公共下水道事業特別会計

の歳入歳出決算を、別紙、監査委員の意見をつけ

て、議会の認定に付する。 

 平成２７年度各会計歳入歳出決算書の２ページ、

３ページをお開き願います。 

 平成２７年度の各会計別収支総括表で、各会計全

体の決算状況を御説明いたします。 

 この表の最下段、合計欄をごらんください。 

 予算額で１１７億６,２７４万２,２１７円、調定

額で１１８億５,２４９万２７１円、収入済額で１

１４億２,９６８万６,７２３円、不納欠損額で７１

万７,５１１円、収入未済額で４億２,２０８万６,

０３７円、支出済額で１１０億８,１３８万１,１２

８円、差し引き残額で３億４,８３０万５,５９５円

となったところでございます。 

 調定額に対する収入済額の割合は、調定対比９

６.４３％、予算額に対する収入済額の割合は、予

算対比９７.１７％、予算額に対する支出済額の割

合は、支出予算対比９４.２１％になったところで

ございます。 

 次に、Ｄ欄、不納欠損額をごらんください。 

 一般会計は、固定資産税で４３万１,４００円。

国民健康保険特別会計は、一般分医療給付費、一般

分後期高齢者支援金分と一般分、介護納付金分で２

万７００円。簡易水道事業特別会計は、水道使用料

で４万８,２８１円。公共下水道事業特別会計は、

下水道使用料で１７万６,６３０円。介護保険特別

会計は、介護保険料で４万５００円。これら５会計

の滞納繰越分の一部の欠損処分を行っております。 

 次に、Ｅ欄、収入未済額をごらんいただきたいと

思います。 

 一般会計は４億１,０１９万２,４５１円。その内

訳としまして、町税で６００万２,８６３円、住宅

使用料で１７５万３,５８８円、合計は７７５万６,

４５１円であります。 

 繰越明許費分は、国庫分、総務費、民生費、土木

費、農林業費、教育費、国庫補助金５目と、地域活

性化地域住民生活等緊急支援交付金の１億７,０１

８万６,０００円、道費分、農業費補助金の４,０２

９万円、基金繰入金の３,９００万円、雑入３６万

円、町債分、農林業、教育、総務３目の１億５,２

６０万円、繰越明許費の合計は、４億２４３万６,

０００円となったところであります。 

 国民健康保険特別会計では、一般分の保険料が８

５９万２,８８５円、公共下水道事業特別会計で

は、下水道使用料の２０４万２０１円、介護保険料

特別会計では、介護保険料の１２６万５００円。 

 簡易水道事業特別会計及びラベンダーハイツ事業

特別会計と後期高齢者医療特別会計に、収入未済は

ありませんでした。 

 なお、別冊、各会計歳入歳出決算書に係る附属調

書の７９ページから８４ページに各会計収納内訳、

収入未納調書、欠損処分調書を掲載しましたので、

後ほどごらんをいただきたいと思います。 

 次に、Ｇ欄は、各会計の差し引き残額を記載して

います。 

 実質収支額は、各会計決算書の冒頭にあります実

質収支に関する調書をごらんいただきたいと思いま

す。 

 一般会計には、翌年度へ繰り越すべき財源として

繰越明許費繰越額がありますので、その額を差し引

いたものが実質収支額となっております。他の会計

は、差し引き残額と実質収支額は同額となっており

ます。 

 この表に記載されている、丸括弧書きは平成２６

年度から平成２７年度へ、角括弧書きは平成２７年

度から平成２８年度への繰越明許費の内数で記載し

ております。 

 次に、財産関係について御説明をいたします。 

 決算書の３８９ページ、財産に関する調書をごら

んいただきたいと思います。 

 平成２７年度中における公有財産の移動について

御説明いたします。 

 １、公有財産。 

 （１）土地及び建物。 

 初めに、土地の移動を御説明いたします。 

 括弧は行政財産、（イ）普通財産の土地は、行政

財産から江幌小学校用地を普通財産に移行した４万

３,２２１平米の増減となりました。 

 次に、建物の移動を御説明いたします。 

 （ア）行政財産。公共用財産の建物（木造）は、

江幌小学校物置の所管がえをしたことによる減。２

７.２０の減となりました。品目増は、江幌小学校

校舎講堂の所管がえ、南町団地の一部解体による

減、泉町南団地２号等建設による増で、差し引きで

８６０.０５平米の減となりました。 

 （イ）普通財産の建物（木造）は教員住宅、教員

住宅物置の所管がえによる増で、差し引きで２７.

２０平米の増となりました。非木造は、江幌小学校

校舎講堂の所管がえによる増で、１,０４６.５４平

米の増となりました。全体では、土地が江幌小学校

の所管がえによるものの移動で、面積の増減はあり

ません。建物については、１８６.４９平米の増と
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なりました。 

 以上が公有財産の土地及び建物の移動内容であり

ます。 

 次に、３９０ページ。 

 （２）の有価証券、（３）の出資による権利は、

前年度と同額で、増減はありません。 

 次に、３９１ページをごらん願います。 

 ２、物品は、車両の保有状況を示しております。

乗用車１台、軽自動車２台の３台を更新しておりま

す。重車両、建設機械の増でありますが、上富良野

小学校のミニショベル購入によるものであります。

これにより、車両の保有台数は１台増の７６台と

なったところであります。 

 なお、別冊、各会計主要施策の成果報告書の１４

ページ、１５ページに公有財産の土地及び建物、物

品、車両について記載がされていますので、あわせ

て後ほどごらんいただきたいと思います。 

 ３、債権は、上富良野高等学校卒業者就学資金貸

付金の年度中の減少は１名分、２４万円の償還によ

るものであります。年度末現在高は０円となり、平

成２７年度末をもって償還金は終了となっておりま

す。 

 次に、３９２ページ、３９３ページをごらん願い

ます。 

 ４、基金は、平成２７年度末に一般会計及び特別

会計、合わせて１４の基金と北海道備荒資金組合基

金を保有しております。 

 ３９３ページの表中の右下の合計欄の上段で、平

成２８年５月３１日現在、１４基金の合計額で２３

億３,５５６万６,１９７円、下段の平成２８年３月

３１日現在額で２０億８,３６３万６,８４２円と

なっているところでございます。 

 北海道備荒資金組合基金の年度中の増加額は、１

５８万６,９３０円。取り崩し額はありません。年

度末現在額は、２億１,９５２万６,５５８円であり

ます。 

 以上が、財産に関する状況でございます。 

 これをもちまして、平成２７年度各会計歳入歳出

決算の認定についてに関する概要の説明とさせてい

ただきます。 

 具体的な主要施策の成果及び決算に係る調書は、

別冊、平成２７年度各会計主要施策の成果報告書、

各会計歳入歳出決算書に係る附属調書に取りまとめ

て掲載してございますので、審査の参考として御高

覧をお願いしたいというふうに思います。 

 御審議を賜り、お認めくださいますようお願い申

し上げます。 

○議長（西村昭教君） 次に、監査委員の審査意見

を求めます。 

 代表監査委員、米田末範君。 

○代表監査委員（米田末範君） 地方自治法第２３

３条第２項及び第２４１条第５項の規定により、町

長から審査に付されました平成２７年度上富良野町

各会計歳入歳出決算及び関係書類、並びに平成２７

年度各基金の運用状況について、平成２８年７月２

９日から８月３０日までの実日数６日間、平成２７

年度上富良野町各会計歳入歳出決算書並びに同事項

別明細書、同実質収支に関する調書、財産に関する

調書及び各基金の運用状況を示す書類について、ま

た８月３０日１日間、基金について、関係法令に基

づき、決算計数と会計管理者の所管する関係書類及

び関係課等から提出された資料との調査、照合、並

びに関係職員の説明を聴取するとともに、例月現金

出納検査、定期監査の結果等も参考にし、決算書式

の適否及び計数の成否を確かめ、かつ、予算執行状

況について審査を実施しました。 

 各会計歳入歳出決算は、ともに法令に準拠し、か

つ、前会計年度と同一の基準に従い継続して作成さ

れており、計数も関係書類と符合し正確であり、予

算執行状況についても、おおむね適正であると認め

ました。 

 また、平成２７年度基金運用状況調書、基金現在

高調書及び関係諸帳簿の計数は、各基金の支消額、

積立金利息の額、年度末及び出納閉鎖後の現在額と

符合し、適切に運用されていることが認められまし

た。 

 審査の詳細については、お手元に配付の意見書の

とおりであり、審査意見のみ御説明させていただき

ます。 

 自主財源の根幹をなす町税収入は、前年度と比較

して１,２７７万１,９３７円減少しています。ま

た、一般財源の主要である地方交付税は、前年度比

１,４７３万３,０００円の増となっています。 

 一方で、公共事業等への投資を目的に、国庫支出

金は前年度比１,７９９万２,７８９円減、これに伴

い町債は、前年度比５億３,９６０万円、２７.９％

の減と大きく減っています。 

 各基金の平成２８年５月３１日出納閉鎖後の現在

額は、総額２３億３,５５６万６,１９７円であり、

前年度同期に比べ、９,３６０万９,０８８円増加し

ております。これは公共施設整備基金、農業振興基

金の積み増しが主な要因です。 

 また、財政指標は、実質公債費比率、起債制限比

率、公債費比率、公債費負担比率で改善が見られま

すが、依然として経営収支比率は８４.３％と標準

値８０％を超え、財政の硬直化が続いており、収支

均衡のとれた財政構造となるよう努力が求められま

す。 



― 43 ― 

 平成２７年度、国の一億総活躍社会の実現や景気

対策等により公共事業が増加し、決算規模も拡大し

てきていますが、地方交付税も含めた国から地方へ

の財源配分、調整方法に大きな変動が考えられるこ

とから、総合戦略等も含めた国や道の動向と、さら

に景気の状況などを見きわめながら、一層の適正、

かつ、効率的な財政の運営に努めていただきたい。 

 未収金、不納金は、前年度と比べ減少しており、

収納対策の努力が見受けられます。町税の未収金解

消に当たっては、町民全般に対し、税、税外収入が

本町の財政基盤の土台となるものであることを十分

に周知し、納税意欲の高揚を図りながら、税の収納

対策に取り組む必要があります。未収金が不納欠損

金へ移行していく根源であることを認識し、未収

金、不納欠損金が今後とも減じていくよう対策を図

られるとともに、不納欠損処分については法令に準

拠するほか、処分の適切な時期を十分に勘案し、処

理していただきたいと思います。 

 なお、意見書に各種データ等を記載しましたの

で、参考としていただきたいと存じます。 

 以上、説明といたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

────────────────── 

◎決算特別委員会の設置について 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第１０号平成

２７年度上富良野町企業会計決算の認定について、

議案第１１号平成２７年度上富良野町各会計歳入歳

出決算の認定については、十分な審議を要すると思

われますので、この際、議長及び議員のうちから選

任された監査委員を除く１２名の委員をもって構成

する決算特別委員会を設置し、地方自治法第９８条

１項の検査権を委任の上、議会閉会中の継続審査と

することにしたいと思います。これに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、１２名の委員をもって構成する

決算特別委員会を設置し、地方自治法第９８条１項

の検査権を委任の上、議会閉会中の継続審査とする

ことに決しました。 

────────────────── 

◎日程第５ 議案第１号 

◎日程第６ 議案第２号 

◎日程第７ 議案第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 議案第１号専決

処分の承認を求めることについて（平成２８年度上

富良野町一般会計補正予算（第４号）について）、

日程第６ 議案２号専決処分の承認を求めることに

ついて（平成２８年度上富良野町一般会計補正予算

（第５号）について）、日程第７ 議案第３号専決

処分の承認を求めることについて（平成２８年度上

富良野町一般会計補正予算（第６号）について）を

一括して議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） ただいま上程いただき

ました議案第１号専決処分の承認を求めることにつ

いて（平成２８年度上富良野町一般会計補正予算

（第４号））、議案第２号専決処分の承認を求める

ことについて（平成２８年度上富良野町一般会計補

正予算（第５号））及び議案第３号専決処分の承認

を求めることについて（平成２８年度上富良野町一

般会計補正予算（第６号））につきまして、専決処

分した要旨について御説明を申し上げます。 

 まず、補正予算（第４号）ですが、本件は、７月

３１日の集中豪雨により、道路、河川、公共施設等

に被害が発生したことから、緊急に対応するため、

災害復旧費に２億８,６１１万７,０００円の予算措

置を講じ、歳入につきましては、国庫支出金及び町

債を財源とし、不足する部分については予備費を充

当することで補正予算を調整し、７月３１日付で専

決処分を行ったところであります。 

 次に、補正予算（第５号）ですが、本件は７月３

１日の集中豪雨により、農地及び農業施設等に被害

が発生したことから、緊急に対応するため、財源に

つきましては予備費を充当することで災害復旧費に

５００万円の予算措置を講ずる補正予算を８月２日

付で専決処分を行ったところであります。 

 次に、補正予算（第６号）ですが、本件は８月１

７日、２０日、２３日の相次ぐ台風の影響による大

雨により、道路、河川、排水路、公共施設等に被害

が発生したことから、緊急に対応するため、災害復

旧費に２億１,２６０万８,０００円の予算措置を講

じ、歳入につきましては国庫支出金及び町債を財源

とし、不足する部分につきましては予備費を充当す

ることで補正予算を調整し、８月２３日付で専決処

分を行ったところであります。 

 このようなことから、地方自治法の規定により、

予算の内容を議会へ報告するとともに承認をいただ

くため、本３議案を上程するものであります。 

 それでは、以下議案の説明につきましては、議決

項目の部分について説明をし、予算の事項別明細書

につきましては省略をさせていただきますので、御

了承を願います。 

 まず、議案第１号をごらんください。 

 議案第１号専決処分の承認を求めることについ
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て。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、下記

事項について別紙のとおり専決処分したので、同条

第３項の規定により報告し、議会の承認を求める。 

 記。 

 処分事項。 

 平成２８年度上富良野町一般会計補正予算（第４

号）。 

 裏面をごらんください。 

 専決処分書。 

 平成２８年度上富良野町一般会計補正予算（第４

号）の地方自治法第１７９条第１項の規定により、

別紙のとおり専決処分する。 

 平成２８年７月３１日、上富良野町長、向山富

夫。 

 平成２８年度上富良野町一般会計補正予算（第４

号）。 

 平成２８年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第４号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

２億６,４４０万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ７５億８,０６４万８,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の追加は、「第２表 地方債補

正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １４款国庫支出金、５,１２０万円。 

 ２１款町債、２億１,３２０万円。 

 歳入合計は、２億６,４４０万円であります。 

 ２、歳出。 

 １２款予備費、２,１７１万７,０００円の減。 

 １３款災害復旧費、２億８,６１１万７,０００

円。 

 歳出合計は、２億６,４４０万円であります。 

 第２表、地方債の補正ですが、本流の沢川道路災

害復旧工事ほか２件につきましては、国の公共土木

施設災害復旧事業補助を予定しており、合わせて補

助災害復旧事業債の発行を３件合計で１,２８０万

円の限度額を設定するとともに、２２件の被災箇所

の復旧に当たり、単独災害復旧事業債の発行を２億

４０万円を限度額として設定するものであります。 

 次に、議案第２号をごらんください。 

 議案第２号専決処分の承認を求めることについ

て。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、下記

事項について別紙のとおり専決処分したので、同条

第３項の規定により報告し、議会の承認を求める。 

 記。 

 処分事項。 

 平成２８年度上富良野町一般会計補正予算（第５

号）。 

 裏面をごらんください。 

 専決処分書。 

 平成２８年度上富良野町一般会計補正予算（第５

号）を地方自治法第１７９条第１項の規定により、

別紙のとおり専決処分する。 

 平成２８年８月２日、上富良野町長、向山富夫。 

 平成２８年度上富良野町一般会計補正予算（第５

号）。 

 平成２８年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第５号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開き願います。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳出。 

 １２款予備費、５００万円の減。 

 １３款災害復旧費、５００万円。 

 歳出合計は、０円であります。 

 それでは、次に、議案第３号をごらんください。 

 議案第３号専決処分の承認を求めることについ

て。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、下記

事項について別紙のとおり専決処分したので、同条

第３項の規定により報告し、議会の承認を求める。 

 記。 

 処分事項。 

 平成２８年度上富良野町一般会計補正予算（第６

号）。 

 裏面をごらんください。 

 専決処分書。 

 平成２８年度上富良野町一般会計補正予算（第６

号）を地方自治法第１７９条第１項の規定により、

別紙のとおり専決処分する。 

 平成２８年８月２３日、上富良野町長、向山富
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夫。 

 平成２８年度上富良野町一般会計補正予算（第６

号）。 

 平成２８年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第６号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１億７,７４０万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ７７億５,８０４万８,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の追加及び変更は、「第２表 地

方債補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表は、款ごとの名称と補正額のみ申し上げま

す。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １４款国庫支出金、１,２００万円。 

 ２１款町債、１億６,５４０万円。 

 歳入合計、１億７,７４０万円。 

 ２、歳出。 

 １２款予備費、３,５２０万８,０００円の減。 

 １３款災害復旧費、２億１,２６０万８,０００

円。 

 歳出合計は、１億７,７４０万円であります。 

 第２表、地方債の補正ですが、コルコニウシベツ

川及びピリカフラヌイ川の災害復旧工事につきまし

ては、国の公共土木施設災害復旧事業補助を予定し

ており、合わせて補助災害復旧事業債の発行をコル

コニウシベツ川で１６０万円を限度額として新たに

設定し、ピリカフラヌイ川では１４０万円を追加

し、限度額を２４０万円に変更するとともに、１１

０件の被災箇所の復旧に当たり、単独災害復旧事業

債の発行を１億６,２４０万円を追加し、限度額を

３億６,２８０万円に変更するものであります。 

 以上で、議案第１号専決処分の承認を求めること

について、平成２８年度上富良野町一般会計補正予

算（第４号）、議案第２号専決処分の承認を求める

ことについて、平成２８年度上富良野町一般会計補

正予算（第５号）及び議案第３号専決処分の承認を

求めることについて、平成２８年度上富良野町一般

会計補正予算（第６号）の説明といたします。 

 御審議をいただき、承認くださいますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、議案第１号の質疑に入ります。 

 １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 災害復旧という形の第１

号予算が組まれております。 

 議会としても現場を見るという状況がありました

し、いろいろと見させていただきました。 

 それで、概略をお伺いいたしますが、今後も既に

専決という形の中で取り進められておりますので、

一定部分、今後、復旧のめど等がある程度立ってい

る部分と立っていない部分があるかというふうに思

いますが、今後、どういう復旧、完成するまで大体

どのぐらいの月日がかかるのか、まず伺いたいと思

います。 

 それと、ピリカフラヌイ川にしても、本流の沢に

しても、非常にやはり、民家があったりだとか、主

要な道路になっていたりとかという形になっており

ます。相当護岸がえぐられる、あるいは道路等も削

減されるという状況の中で、非常にダメージとして

は大きいというのは事実かというふうに思います

が、それぞれ本流の沢、清富開拓の沢、ピリカフラ

ヌイ川という形で、どういうような工事が、例え

ば、ふとんかごを積むだとか、民家のあるところに

ついてはちょっと高低差を上げるか、あるいは川底

を掘り下げるだとか、いろいろあるかというふうに

思いますが、また埋まっていた管を太くするだと

か、いろいろあるかというふうに思いますが、どう

いう工事内容になるのか、それぞれお伺いしておき

たいというふうに思います。 

 次に、１０ページの旧教員住宅災害復旧という形

の予算が組まれております。これは既にここに住ん

でおられる方がいるというような話かというふうに

思います。ここを復旧するということは、もう一度

ここに入居されている方が住むという形になってく

る予算なのかなと思いますが、ここはもう既に地盤

が低くて、災害のたびに水が流れて被害を受けると

いう形になっております。そういう影響の中で清富

公民館や多目的交流センターも被害を受けるという

状況になっております。 

 今後のあり方として、こういう危険な箇所に住宅

を今後設置、あるいはそのままにするということは

非常に問題があるのではないかというふうに考えま

すので、この点、今後の対処の方法として、住んで

いる方に理解を求めながら、すぐにはいかないと思

いますが、今後、安全なところに移ってもらうなど

の対処の仕方もあるのではないかなというふうに思

いますので、この点、今後どのように対処されるの

か、お伺いしておきたいというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 
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○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢議員の

災害復旧についての工程、そして工法等の御質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、本流の沢道路につきましては、本流の沢、

清富開拓の沢、ピリカ富良野川につきましては、こ

れから公共災害に向けて査定を今月の末に行う予定

になっております。 

 工法的には、本流の沢道路につきましては、かご

マットでの補修、それから清富開拓の沢川につきま

しても、まず埋没している部分については、土砂の

排出、そして土羽の堤防の決壊している部分につい

ては、かごマット等を設置する予定にしておりま

す。 

 ピリカ富良野川につきましては、既存にかごマッ

ト設置してありますけれども、今回、大雨で崩れて

おりますので、この部分の再度復旧と、それから、

あと護岸等の崩れている部分については、延長して

かごマットで復旧する予定をしております。 

 これからの作業としましては、査定終わりまして

から、また入札等行いまして実施しますけれども、

２月、３月ぐらいまではかかるというふうに予想し

てはおります。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） １１番米沢議員の清富

の旧教員住宅の関係の御質問にお答えをしたいと思

います。 

 議員の質問にありますように、あそこの旧教員住

宅建物４棟建ってございますが、あそこの部分につ

きましては、ちょうど裏山が崩れる土砂災害警戒危

険区域に指定されている地区になってございます。 

 それから、学校が閉鎖になった以降、今の建物、

教員住宅を使える範疇の中で、地域コミュニティー

住宅として利活用するということで利用しておりま

して、今現在も１件の方が入居という状況になって

います。平成２３年を初め、ことしもあそこで大き

な雨であのような状況になったということで、今、

入居されている御本人とも、町においては新たに投

資をしてあの住宅をさらに直しながら、今後さらに

利用していくという基本的な考えは持ち合わせてお

りませんので、最低限、今壊れました二棟入る車

庫、それから物置等もありましたけれども、あれら

を解体、撤去する工事、それから今、入居の方も引

き続き何とかこの地で、ここでもうしばらく御厄介

になりたいというお話でありましたので、最低限、

その方の住宅の周り、それから通路になる部分の土

砂の除去等は最低限必要になりますので、それらの

費用を今回持たせていただきました。御本人とも、

町のほうでは今、旭町の移住準備住宅等であいてい

る、一、二戸利用できる住宅もありますし、東中の

コミュニティー住宅もありますので、そういうこと

であれば、一時そのような利用方法もあるので考え

ていただきたいということのお話をさせていただき

ましたが、御本人、お仕事の関係もありますので、

こちらのほうにしばらくまだ御厄介になりたいとい

うお話でありましたので、このような対応をとらせ

ていただきたいというところでございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 今、本流の沢も清富開

拓、ピリカフラヌイという形で、従来の、若干工事

内容が減災される部分があるのかなというふうに思

いますが、しかし根本的に、聞いていますと、災害

を防げるような工事内容ではないかというふうに思

います。予算等の関係もありますから、自然相手で

すから、なかなか読めない部分があるとしても、や

はり今回、前回、２２年ぐらいでしたか、ありまし

たし、過去にもありましたので、やはり同じところ

が掘削されて被害が出るという状況であれば、やは

り計画的な工事内容も含めた減災対策をする必要が

あるのかなというふうに思いますが、この間の一般

質問等でも同僚の議員、あるいはいろいろな方々が

質問されておりましたが、なかなか財政との関係が

あって、なかなかそこまではいかないという状況

で、当面のできるところで対処するというような予

算のつけ方なのかなというふうに思いますが、この

点、今後の対応も含めたこの減災対策につながるよ

うな工事計画等があればお伺いしておきたいという

ふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢議員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、減災対策ということでありますけれども、

公共災害につきましては、原則、原形復旧というこ

とでございます。ただ、単独災害、それから単独被

害を含めてまず川幅を広げる、それから川底をさら

えると、河床を下げる、それから河川のラインを道

路からできるだけ離すとか、そういう対策は職員、

それから業者には指示しておりますので、ただ用地

的な部分もありますので無理はできませんので、そ

の辺を地先との調整を行いながら進めていきたいと

いうふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

○１１番（米沢義英君） はい。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ質疑を終了いたし
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ます。 

 討論を省略し、これより議案第１号専決処分の承

認を求めることについてを採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり承認されました。 

 次に、議案第２号の質疑に入ります。ございませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第２号専決処分の承

認を求めることについて（平成２８年度上富良野町

一般会計補正予算（第５号））についてを採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり承認されました。 

 次に、議案第３号の質疑に入ります。 

 １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） この工事請負費で、翁地

区の飲料供給施設の災害復旧工事という形で、浄水

管等が断絶、あるいは土砂で崩れて流されたという

ような説明だったかというふうに思います。それ

で、現場見ますと、やはり非常に埋設してある箇所

自体がやっぱり災害に遭うような危険な場所なのか

なというふうに思いますし、今後、同じ箇所でもし

も復旧するとすれば、そういったものも含めた、や

はり対策というのが、被害を受けないような対策も

必要なのかというふうに思いますが、現行の道路の

中においては、なかなか難しいのかなというふうに

思いますが、対応としては、今後どのようにされる

のかお伺いしておきたいというふうに思っておりま

す。 

 次に、露天吹上、露天風呂の修繕ということで、

あそこすごく狭くて、両岸が崖になっていて、水が

やはり急激に流れるという形になっております。今

回、橋があるのですが、そこの出入り口が掘削され

て、もう少しひどい雨、あるいは影響を受ければ、

あの橋自体が流されかねないという現場見せていた

だきましたけれども、状況になっております。やは

りそういった根本的な対処の仕方も、今後こういう

ものも含めて予算がつけられているのかなというふ

うに思いますが、その点、復旧に当たって、今後ど

のようにされるのか確認しておきたいというふうに

思います。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢議員の

翁飲料水供給施設の災害復旧についての工法、対応

についての御質問でございますけれども、まず、場

所が本当に狭いところで、本当に工事が難しいとこ

ろでございます。実際、当初ここに設置したときも

相当大変なところではございました。今回、道路等

の水が流れて、のり面が崩れたということで、水道

管が露出したということになっておりますが、今回

の復旧についても同じような形で、場所は同じで

す。ただ、復旧方法が、まだ北海道の復旧がどうい

うふうにするかというのが示されておりません。そ

ういうことで、保温カバーをして凍結しないような

形、それから排泥弁の設置を行って、常時水を少し

流すような形で凍らない方法とかいろいろ工夫しな

がら、回復させるように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） １１番米沢議員の吹

上温泉の風呂の修繕に関する御質問にお答えをさせ

ていただきます。 

 今回、議員御発言のとおり、橋の両端がかなり洗

掘されたという状況にありました。今回、あの橋も

整備してから、初めてああいう被害を受けたという

ことで、ただ御心配されている橋脚については、全

く機能的には問題ない、無傷だったという状況もあ

りますので、まずはそちらのほうの補強について

は、今の時点ではちょっと必要と感じていないとこ

ろではございますが、周りの洗掘につきましては、

状況といたしまして、利用者の皆さんからも早い利

用をということでございましたので、応急的に、要

するに洗掘された橋の両端に砂利を入れた中で、先

週の金曜日から御利用いただいている形で、応急で

はありますが、そういう修繕を図って現場対応を

図っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかに質問ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第３号専決処分の承

認を求めることについて（平成２８年度上富良野町

一般会計補正予算（第６号））についてを採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり承認されました。 

 暫時休憩といたします。再開時間は、１１時とい

たします。 

────────────────── 

午前１０時１５分 休憩 

午前１１時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第４号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 議案４号平成２

８年度上富良野町一般会計補正予算（第７号）を議

題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） ただいま上程いただき

ました議案第４号平成２８年度上富良野町一般会計

補正予算（第７号）に、つきまして、提案の要旨を

御説明申し上げます。 

 １点目は、本年度の普通交付税が既決予算を上回

る額で確定したことにより、あわせて地方特例交付

金及び臨時財政対策債の発行額が確定したことによ

り、それぞれ所要の補正をお願いするものでありま

す。 

 ２点目は、町税についてですが、課税客体の確定

に伴い、個人町民税及び固定資産税について所要の

補正をお願いするものであります。 

 ３点目は、前年度の自立支援給付費及び教育、保

育給付に係る精算に伴い、国・道への返還及び追加

交付等について、それぞれ所要額の補正をお願いす

るものであります。 

 ４点目は、現在実施している道営経営体基盤整備

事業において、東中の４地区における事業量の変更

に伴い、それぞれ所要の補正をお願いするものであ

ります。 

 ５点目は、北海道移住フェア、名古屋、大阪会場

への参加及び町民芸術劇場の実施に当たり、いきい

きふるさと推進事業助成金の交付決定があったこと

から、それぞれ所要の補正をお願いするものであり

ます。 

 以上、申し上げました内容を主な要素として、財

源調整を図った上で、財源余剰と見込まれる部分に

つきましては、今後の財政需要に備えるため、予備

費に留保することで補正予算を調整したところであ

ります。 

 以下、議案の朗読をもって説明にかえさせていた

だきます。 

 なお、議決項目の部分について説明し、予算の事

項別明細書につきましては省略をさせていただきま

す。 

 議案第４号平成２８年度上富良野町一般会計補正

予算（第７号）。 

 平成２８年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第７号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

８,３１９万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ７８億４,１２３万９,００

０円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補

正」による。 

 １ページをごらんください。 

 第１表は、款ごとの名称と補正額のみ申し上げま

す。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款町税、１,６９９万１,０００円。 

 ９款地方特例交付金、１３０万９,０００円。 

 １０款地方交付税、５,１４４万６,０００円。 

 １２款分担金及び負担金、９万７,０００円。 

 １４款国庫支出金、９６９万１,０００円。 

 １５款道支出金、４８５万９,０００円。 

 １７款寄附金、６８万４,０００円。 

 ２０款諸収入、１６３万円。 

 ２１款町債、３５１万６,０００円の減。 

 歳入合計は、８,３１９万１,０００円です。 

 ２ページをお開きください。 

 ２、歳出。 

 １款議会費、１６万円。 

 ２款総務費、９４２万４,０００円。 

 ３款民生費、４１３万２,０００円。 

 ４款衛生費、５８７万４,０００円。 

 ６款農林業費、２,０４９万１,０００円。 

 ７款商工費、２５０万円。 

 ９款教育費、２４６万７,０００円。 

 １２款予備費、３,８１４万３,０００円。 

 歳出合計は、８,３１９万１,０００円でありま

す。 

 ３ページをごらんください。 

 第２表は地方債の補正ですが、臨時財政対策債に

つきまして、発行額が確定したことに伴います限度

額を変更するものであります。 
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 以上、議案第４号平成２８年度上富良野町一般会

計補正予算（第７号）の説明といたします。 

 御審議いただき、議決くださいますようお願い申

し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由を

終わります。 

 質疑については、午後１時から再開とし、暫時休

憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時０６分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 午前中に引き続き、会議を

再開いたします。 

 午前中、提案されました、一般会計補正予算（第

７号）についての質疑に入ります。 

 ４番長谷川徳行君。 

○４番（長谷川徳行君） ９款教育費の２５ページ

ですけれども、教育振興費、学校教育班、上富良野

小学校整備、工事請負費、物置改修の１２０万円に

ついてお伺いいたします。 

 たしか、これは新設したばかりで、設計どおりさ

れたと思うのです。なぜ改修しなければならないの

か、何のために改修しなければならないのかをお伺

いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（北川和宏君） ４番長谷川議員の

上富良野小学校の物置の改修の御質問であります

が、当初、設計して建てた後に除雪ローダーの購入

が決定いたしました。その中で高さが、去年の１２

月の補正のときにも格納ができるかできないか確認

した上で今後の検討するということでも述べたとお

り、今回、導入した機械がこの機種としては一番高

さの低い機械ではありましたが、それでも現行の物

置の高さとほぼ同じであって、その上に、機械の上

には道路の保安基準に規定される黄色いライトをつ

けなければならないということで、約２０センチが

必要だと。さらに、タイヤチェーンを履くであると

か、雪の厚さ等を考えると、どうしても最低５０セ

ンチの高さがさらに必要だということで、機械の高

さと物置の高さはほぼ同じですから、５０センチは

足りないと。それで当然車両は動きますから、段差

等での動きで、やはり１０センチ、２０センチはさ

らに余裕がないとぶつかるという危険性もあります

ので、今の現行で修繕をすると、最大で７０センチ

まで上げられるということで、７０センチ上げるこ

とで格納のための対応を図りたいということでござ

います。 

○議長（西村昭教君） ４番長谷川徳行君。 

○４番（長谷川徳行君） 普通、私の地方公共団体

も国も家庭も一緒なのですよね。私のうちの車庫

が、例えば軽四入っていて、買うときはきちんとそ

れらを調べて買うと思うのですよ。まさかそこに４

トン車を入れるのに、そこを買うわけでないし、そ

ういうことはきちんと初めからわかっていないとだ

めだと思うのですよね、設計段階から。とってつけ

たような、私のうちだったらいいですよ、外してや

るぞとか。大事なみんなのお金を使うのですから、

その辺はどのようにお考えですか。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（北川和宏君） ４番長谷川議員の

御質問にお答えします。 

 先ほども申し上げたとおり、既に設計終わって建

て終わった後の購入ということで、建物自体の高さ

を変更することはその時点で決まっておりました

が、購入する機械について、上富良野小学校の除雪

する規模の機種を選定するときに、一番低いものを

購入したとしても、開口部とほぼ同じ高さのもので

あったということで、今回、格納するために高さを

変更させていただきたいというものでございます。 

○議長（西村昭教君） ４番長谷川徳行君。 

○４番（長谷川徳行君） 私の記憶では、あそこは

学校の生徒のスキーも入れるような話もちょっと聞

いたことあるのですよ、冬のね、物置として。それ

だったら、そこへそういうものを置いていて、重機

を入れたり何かするというのは危険性も伴うと思う

のですよ、今の現状で。それだったら、また違うよ

うな倉庫を建てるとか、そういう面も考えるべきだ

と思うのですけれども、その辺はどうですか。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（北川和宏君） ４番長谷川議員の

他のものが入っているということでの安全性のこと

でございますが、当然のことながら、スキーの出し

入れのときにはその車両を出しておくとか、あと、

開口部が１カ所ではなくて、もう１カ所ありますか

ら、スキーの出し入れについてはそちらのほうの開

口部から出し入れするということで、当然のことな

がら、車両の動きと人の動きというのは分けての対

応は可能だと考えております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 他にございませんか。 

 １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 今の点について、お伺い

いたします。 

 これは本来、防災備蓄庫という形の機能を持った

倉庫であります。普通でしたら、こういったところ

にいわゆる除雪ローダーを入れるということはあり

得ない話であります。本来でしたら、やはり防災備



― 50 ― 

蓄機能としての役割をきちんと生かす、これが本来

ではないかなというふうに思います。この点どうお

考えなのか。 

 もう一つなのですが、やはり車庫を作りたいとい

うことであれば、別に敷地、あるいは別な用地、小

学校敷地内、無理であるとすれば、候補地も選ん

で、そこに保管、あるいは対応するという対策が

あってこそ、安全という部分でも生かせるのではな

いかなというふうに思います。そういった意味で

は、どんなことであっても、やっぱり本来の機能を

生かした、備蓄庫としての役割を生かすべきで、併

設したものの使い方というのは、やっぱりだめでは

ないかというふうに考えますので、この点、明確に

して答弁願いたいというふうに思います。 

 それで、今回、補正予算で教育の学校管理費の中

で、外国指導助手、タクシー使用料という形で予算

が上げられております。これは、タクシーという形

で何回そういった費用を盛り込んだのか、そのほか

にあればお伺いしておきたいというふうに思いま

す。 

 それと、社会教育総務費の中で、放課後健全育成

事業という形で、修繕料が載っておりますが、施錠

がなかったということで、近年、不審者の侵入等々

考えれば、当然、そういった施錠等の管理もしなが

ら管理するというのは非常に大切なことだというふ

うに思いますので、どんなような改善、施錠が、セ

キュリティーという点でなされるのか、お伺いいた

します。 

 それと、１４ページの財産管理で、工事請負費の

旧職員住宅解体という形の予算が載っております。

これは、４棟８戸という形の予算かというふうに思

いますが、今後も普通財産として、例えば、お試し

住宅、あるいは移住準備住宅以外、解体する教員住

宅というのは、このほかにも、もしも老朽化した場

合あるのかどうなのか、この点。 

 それと、もう１点お伺いしたいのは、この旧職員

住宅の中に東日本大震災のときの洗濯機等々が備蓄

されていたかというふうに思いますが、それが解体

することによって、保管場所等があるのか、別な棟

に保管されているのか、ちょっと現状わかりません

ので、この点、お伺いしておきたいというふうに思

います。 

 それと、企画費の中で、定住移住促進費という予

算が計上されております。近年、２０１５年度に

は、北海道フェアという形で東京、大阪方面へ６名

の方が行かれたかというふうに思っておりますが、

今回、どちらのほうが移住フェアという形の中で行

かれるのか、その何人か、その予算の積算の根拠と

なるものはどういったものか、どういう宣伝される

のか、お伺いしておきたいと思います。 

 お試し暮らし住宅の修繕という形で、いろいろと

ボイラーの修繕費が計上されているかというふうに

思いますが、今後、こういったお試し住宅自体が老

朽化してきているというような実情が見受けられま

す。そうしますと、もう既にそのレベルでいいとい

うのであればそういう形で、現状のままで補修しな

がらいくのかもしれませんけれども、いずれにして

もかなり施設も古くなってきていますので、今後の

このお試し住宅のあり方等について、もう既に検討

されているのかなというふうに思いますが、この

点、今後、この施設の建物の維持管理についてどう

いう対応されようとしているのか、この点、お伺い

しておきたいというふうに思います。 

 また、１９ページのクリーンセンターのＢ系経路

の予算が当初年度で予算化されましたが、老朽化し

てきたりとかして、今回Ａ経路という形になってお

りますが、今後、この補修等が終わってどういう補

修がされるのか、この点。それと同時にこれからま

た施設そのものが大分年数も経年してきております

ので、当面、早急に手直ししなければならない部分

だとか、そういうものがあるのかどうなのかも含め

てお伺いしておきたいというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（北川和宏君） １１番米沢議員の

６点のうちの最初の４項目について、私のほうから

お答えを申し上げたいと思います。 

 まず１点目の上富良野小学校の物置の関係であり

ますが、防災倉庫としての整備したところでござい

ますが、それにつきましては、１階部分が上富良野

小学校の物置、２階部分が防災備蓄庫として整備し

たところでありまして、その部分については、利用

方法については区分がされているところでありま

す。また、現状として、１階部分につきましては、

今、上富良野小学校の除雪機等もその１階部分に格

納させていただいているところでございます。 

 それと、２点目のその場所を使うのではなくて、

他の場所に建設して格納庫をつくるべきではないか

という御意見だったと思いますが、それにつきまし

ても内部で検討はさせていただきました。それぞれ

物置の横の空きスペース等もございますので、あそ

こを利用しての建設等も検討はさせていただきまし

たが、建設費用、それから今、計画している改修費

用と比較しまして、予算的に少ない予算で格納する

ことが可能であるということで、そちらのほうを選

択させていただきまして、置くスペースにつきまし

てもそれで確保できるということで考えているとこ

ろであります。 

 次に、３点目のＡＬＴにかかわりますタクシー代
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でございますが、これにつきましては、新しく着任

した方は上富良野小学校に配置しているところでご

ざいますが、小学校のほうの指導をしていただくと

いうことで、それぞれ東中小学校と上富良野西小学

校に週２回上富良野小学校以外のところに行くこと

になります。上富良野小学校から移動だとか、それ

から学校間の移動等でありまして、回数として５７

日の分を計上させていただいているところでござい

ます。なお、公用車等があいているときについて

は、車の運転もできますので、公用車の利用等もし

ながら必要最小限の実行はしたいと思いますが、そ

れぞれこちらのほうの業務もありますので、現在、

最低限必要な５７回ということで、予算を計上させ

ていただいているところでございます。 

 次に、上富良野小学校の放課後クラブにかかわり

ます玄関の施錠にかかわります修繕費であります

が、現在、放課後クラブにつきましては、上富良野

小学校の多目的ホールを利用して実施しているとこ

ろであります。玄関につきましては、正面玄関の自

動玄関の一部を解放して使っているところでありま

すが、迎えに来る段階になりましてから施錠の管理

が、迎えに来るたびの対応がなかなか困難であるこ

とから、解放したままの状態になっているのも現実

でありまして、やはり学校の危機管理上、好ましく

ないということで、インターホンで応答することに

よって、電子錠の開閉をできるようにするというこ

とで、子どもたちの安全確保を図りたいということ

で、修繕費を計上させていただいたところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） １１番米沢議員の旧教

員住宅の解体、それから、移住定住等にかかわるそ

れぞれの御質問にお答えしたいと思います。 

 旭町の旧教員住宅として利用し、その後普通財産

に移行し、現在、移住準備住宅、それからお試し暮

らし住宅等に利活用している住宅のうち、先般御説

明しましたように、３棟の建物で大きな屋根の損傷

があるというようなことと、あと１棟については、

大きく床が落ちているようなことから、これを大き

な経費をかけて修繕をし、利活用するにはかなり大

きな予算を伴うというようなことから、ちょうど４

棟まとまった部分がありましたので、こちらの４棟

につきましては取り壊しをし、今後のこの地域の、

この一帯の利活用の考え方をまとめていきたいなと

いうふうに考えているところであります。 

 当面、お試し暮らし住宅につきましては、新たに

教育財産から普通財産に移行した１棟を新たに今年

度、この後、利活用していくような形で準備をして

いるところであります。 

 それから、御質問にありました東日本大震災の折

に、ストーブであるとか、そういった電気製品、ひ

ととおり５軒分を用意して、今現在、そのものをお

試し暮らし住宅の中で利活用するような形で予定を

しています。今現在、お試し暮らし住宅につきまし

ては、１棟２戸を利用しておりますので、ストーブ

等につきましては、３戸分が予備といいますか、

残っている状況にあります。こちらを今、１棟２戸

新たにお試し暮らし住宅をこの秋から運用しようと

思っていますので、そちらのほうに利用しようと

思っています。今現在、それらを保管している場所

も、今回取り壊しをする予定の一部屋に一部置いて

ありましたので、そちらにつきましては、移住準備

住宅側でかなり古くなって、その後利用するには少

し忍びないお部屋がありますので、そちらのほうを

今後物置という形で利活用していきたいというふう

に思っています。 

 あわせて今回取り壊しを予定していた１戸の中の

ボイラーについては、移住準備住宅の側でボイラー

が一つ傷んでおりまして、それを修繕をしなければ

ならないボイラーがあったわけですけれども、今回

取り壊す予定のお試し暮らし住宅で先般まで先生が

入っていたお部屋の部分のボイラーをそちらのほう

に移設することで、移住準備住宅のほうのボイラー

も一つ対応できるのかなという、そんな予定をして

いるところであります。 

 あわせまして、今回解体を予定しているところに

つきましては、周りに移住準備住宅、それからお試

し暮らし住宅、それから教員住宅には先生方住んで

いらっしゃいますので、一定程度、ガードフェンス

等をした中で工事を進めなければならないなという

ようなことで、解体とあわせてそういった周りの環

境にも配慮した形で工事を進めたいというふうに考

えております。 

 それから、定住移住にかかわりますフェアへの参

加の予定ということでありましたけれども、東京、

それから名古屋、大阪につきましても、移住定住促

進協議会から委員さんを１名お願いしたいというこ

とで考えております。あと、それから職員について

は、それぞれ２名体制で３名でそれぞれのブースを

運営していきたいということで予算をお願いしてい

るところであります。 

 それから、議員御発言ありましたように、お試し

暮らし住宅、移住準備住宅につきましても、旧教員

住宅を利活用してございますので、かなり古い建物

になっておりまして、今後、どの程度、小さな修繕

等は今後も進めながら利活用していきたいというふ

うに思いますけれども、大きな費用をかけるような



― 52 ― 

暁になれば、そういった利用の仕方をどういう形に

していくのかということについては、今後の課題と

いうふうに受けとめておりますけれども、内部の中

では一定程度の期間は今の施設を少しずつ修繕をし

ながら利用できるものというふうに思っております

が、民間施設の活用ですとか、お試し暮らし住宅も

昨年からスタートして、かなり好評な、好評といい

ますか、問い合わせも多い状況でありますので、そ

ういうニーズが高いということであれば、民間の施

設を利用するなり、そういうことも今後検討してい

かなければならない課題かなというふうに受けとめ

ているところであります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢議員の

クリーンセンター修繕にかかわる御質問にお答えい

たします。 

 本補正予算は、議員御発言のとおり、Ａ系の今回

６月の整備点検におきまして、Ａ系集塵機の上部室

における天板の腐食が発見したことにより修繕を行

うものでございます。上部室における内部に耐熱の

塗料、並びに金属のパテなどを施す工事を予定して

おります。なお、今回この腐食の発生におきまして

は、現在取りつけておりますホッパーヒーター２基

にプラス２基を増設し、安定した温度管理を施工す

ることから工事費を補正予算ということで修繕を見

込んでいるところでございます。 

 今後のクリーンセンターの修繕についてでござい

ますが、長寿命化計画に基づき、修繕計画について

は各年度ごとにおいて計画をしてまいりたいと考え

ているところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかに御質問ございませんか。 

 ６番金子益三君。 

○６番（金子益三君） 初めに、同じく２５ページ

の教育費のところの物置に係るところで、同僚議員

からもいろいろ質問がありまして、１階が学校の物

置ということと、２階が防災倉庫ということで理解

はいたしますが、本来やはり防災のものが上におい

てあるということで、このような大きなショベル

ローダーを置いて、まず緊急の場合に万が一それが

ずらせないような状況になった場合とかというのは

想定しないのかということで、できれば同僚議員も

言っているように、そういったローダーのような大

きなものは別の倉庫につくることが望ましいのでは

ないかということが１点目と、もう一つ、やはりエ

ンジンを使うものですから、当然、冬場の間、エン

ジンをかけてすぐ稼働はできないというもので、暖

機運転等々を必要することになると思うのですけれ

ども、当然シャッターを開けて換気はするにしたと

しても、それが２階の防災のものに対する影響とい

うものは考えなかったかを質問したいということ

と、もう一つ、わからないので教えてほしいのです

けれども、先ほどの旧教員住宅を解体した後の、跡

地利用とかということは特に今、考えはないのか、

あわせてお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（北川和宏君） ６番金子議員の最

初の上富良野小学校の物置に関する質問にお答えし

たいと思います。 

 まず、エンジンのあるものですから、暖機とかと

いうことで、そのことを検討しなかったかというこ

とでありますが、今、現に入っている除雪機につい

ても当然エンジンのもので、乗用型ではなくて、歩

行型というか、後ろについて操作するものでござい

ますが、それについてもエンジンのあるもので運行

しているところでありまして、通常、暖機という

か、エンジンをかけてから出して暖機するのであれ

ば、そのような上にあるもの、備蓄に対する影響を

考えるのであれば、外に出してから暖機することも

考慮できますし、そんなこともできるということ

で、先ほども答弁した繰り返しになりますけれど

も、新たに建てて格納することよりも、現にある施

設の改修することで格納する方法をとったほうが、

経費的に少額の金で対応できるということでの計画

を立てさせていただいたというところでございま

す。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長。 

○教育振興課長（北川和宏君） ６番金子議員の質

問でちょっと答弁漏れがありまして、申しわけあり

ません。 

 動かなくなったときということでありますが、そ

のことについては先ほども言ったとおり、今も現有

２台というか、これまで２台の除雪機もありまし

て、それのこともありますし、開口部が先ほども

言ったとおり、そこだけではなくて、本当に緊急の

ときにはまだほかにも開口部ありますので、そこも

利用できますので、どちらかというと外からの搬入

が一番しやすい場所についておりますので、緊急対

応についてはそちらのほうが多く使われるというこ

とで判断をしておりますので、そのときそのとき

の、物の置いてある場所の判断で変わることもある

かもしれませんが、基本的にはそのものが動かなく

なったからといって、上のほうの物資の搬入に支障

を来すということはなく対応できると判断するとこ

ろでございます。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 
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○総務課長（石田昭彦君） ６番金子議員の御質問

にお答えいたします。 

 解体を予定しています旧旭町の住宅の跡地の利用

でございますが、あのエリア一帯の考え方につきま

しては、今後、内部でもいろいろと検討していく課

題というふうに受けとめています。当面は一定程度

の広場といいますか、スペースになりますので、夏

のイベント時の臨時の駐車場など、そのような形で

一定程度はそういう活用が可能なのかなということ

で考えているところであります。 

○議長（西村昭教君） ６番金子益三君。 

○６番（金子益三君） 先ほどの倉庫の話なのです

けれども、課長はそのように、当然１個のドアでは

ないから、そういったものに対しては大丈夫だよと

いうことは、私もある程度、一定程度理解します。

当然一つの出入り口だけではない。ただ、今入って

いる除雪機と今度のローダーとは、当然排気量も違

えば出す煤塵も違うので、それが何らかの影響がゼ

ロではないというふうに、私、ちょっと素人考えで

は考えてしまうのですけれども、そういった観点か

ら、やはり防災の資機材庫として兼ねて同じ建物の

中にあるのであれば、今後、例えば非常食であった

りとか、そういった人の口に入るものもあるとすれ

ば、本来であれば、分けたほうが望ましいのではな

いかなというふうに私は判断するところでございま

す。 

 それと、暖機運転、外に出してすればいいのでは

ないかということ、基本的に中のオイルが暖まるま

で動かすと非常に痛みも早いですし、できれば潤沢

にフルードが暖まるまでというのは、静止状態で暖

機をするほうが機械にとっていいというふうに私は

考えますけれども、その辺をもう一度お聞かせいた

だきたいと思うのと、夏場のいろいろなイベント

等々に駐車場であったりとか、広場として一定程度

利用できるということは非常に望ましいと思うので

すけれども、ある程度整地して、人なり車両が入れ

るような状態まで解体になったらするということで

確認してよろしいですか。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（北川和宏君） ６番金子議員の再

度の質問にお答えしたいと思います。 

 確かに暖機運転につきましては、最低限しなけれ

ばならないというのも理解できますし、全く影響が

ないということも言い切れないとは思うのですけれ

ども、現状の中でもそうやって使用させていただい

ているところもありまして、判断させていただいた

ということで御理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） 金子議員の御質問にお

答えいたします。 

 周りも住宅、先生方も、あと移住準備住宅で暮ら

している方もいらっしゃいますので、周りは中心市

街地の住宅街ということもありますので、一定程度

の整地はする予定で考えているところであります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 ただいま審議をいただきました、平成２８年度上

富良野町一般会計補正予算（第７号）において議論

がありました上富良野小学校整備事業の防災資機材

庫について、本案は補正理由として特に緊急性が感

じられず、また開始しようとする防災資機材庫につ

いては、設置当初における目的が明確になされてい

るにもかかわらず、改修により車庫としての機能を

合わせ持たせることは、当初の目的から外れること

ではないかとの疑問もあります。 

 したがって、補正予算の提案理由がなされたタイ

ヤショベルを格納するための施設整備については、

その必要性は十分理解するものであることから、施

設の規模及び設置する場所など、再考されることを

付帯意見をつけて原案を採決いたしたいと思いま

す。 

 本件は、付帯意見をつけて、原案のとおり決する

ことに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） 賛成多数であります。 

 よって、本件は、付帯意見をつけて、原案のとお

り可決されました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第５号 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 議案第５号平成

２８年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ただいま上程いた

だきました議案第５号平成２８年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第２号）につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 歳入につきましては、被保険者数の減少に伴い、

国民健康保険税を減額とし、国庫及び道費の財政調

整交付金及び療養給付費交付金について増額を補正

するものです。 

 歳出につきましては、被保険者の所得修正申告に

伴う還付金について、所要の補正をするものであ

り、その財源につきましては、予備費を充当するも
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のであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては議決

項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書につ

きましては省略させていただきますので、御了承願

います。 

 議案第５号平成２８年度上富良野町国民健康保険

特別会計補正予算（第２号）。 

 平成２８年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款国民健康保険税、９２４万１,０００円の

減。 

 ２款国庫支出金、４４９万５,０００円。 

 ３款療養給付費交付金、２５万１,０００円。 

 ５款道支出金、４４９万５,０００円。 

 歳入合計は、０円であります。 

 ２、歳出。 

 １０款諸支出金、２５万円。 

 １１款予備費、２５万円の減。 

 歳出合計は、０円であります。 

 以上で、議案第５号平成２８年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第２号）の説明といた

します。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第５号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第６号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 議案第６号平

成２８年度上富良野町介護保険特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（北川徳幸君） ただいま上程いた

だきました議案第６号平成２８年度上富良野町介護

保険特別会計補正予算（第２号）につきまして、提

案の要旨を御説明申し上げます。 

 まず、歳入につきましては、平成２７年度介護給

付費負担金の確定に伴います道費及び社保基金負担

金の追加交付の補正をするものであります。 

 次に、歳出につきましては、平成２７年度介護給

付費負担金の確定に伴います国庫負担金返還金及び

平成２７年度地域支援事業費の確定に伴います国

庫・道費及び社保基金負担金返還金について、所要

の費用の補正をするものでございます。 

 なお、収支の差額につきましては、予備費を充当

して予算を調整したところです。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては議決

項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書につ

きましては省略させていただきますので、御了承願

います。 

 議案をごらんください。 

 議案第６号平成２８年度上富良野町介護保険特別

会計補正予算（第２号）。 

 平成２８年度上富良野町の介護保険特別会計の補

正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３８０万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ８億７,９８９万６,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ４款道支出金、１１６万４,０００円。 

 ５款支払基金交付金、２６３万７,０００円。 

 歳入合計、３８０万１,０００円でございます。 

 ２、歳出。 

 ６款諸支出金、７００万３,０００円。 

 ７款予備費、３２０万２,０００円の減。 

 歳出合計、３８０万１,０００円でございます。 

 以上で、議案第６号平成２８年度上富良野町介護
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保険特別会計補正予算（第２号）の説明といたしま

す。 

 御審議いただきまして、御議決くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第６号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１１ 議案第７号 

○議長（西村昭教君） 日程第１１ 議案第７号平

成２８度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計

補正予算（第３号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） ただいま

上程いただきました議案第７号平成２８年度上富良

野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３

号）につきまして、提案の要旨を御説明申し上げま

す。 

 １点目は、寄附採納による補正でございます。寄

附採納１件、３万円をサービス事業費の備品購入費

に充当し、一般財源からのその他財源への組みかえ

をするものであります。 

 ２点目は、寄附採納により生じた一般財源３万円

を予備費に計上いたしまして、ラベンダーハイツ事

業における利用者のサービス利用状況等に対処し、

今後の施設運営に支障が生じないよう不測の事態に

備えようとするものでございます。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第７号平成２８年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２８年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ３億８２５万６,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ４款繰入金、３万円。 

 歳入補正額の合計は、３万円でございます。 

 ２、歳出。 

 ５款予備費、３万円。 

 歳出補正額の合計は、３万円でございます。 

 これをもちまして、議案第７号平成２８年度上富

良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第

３号）の説明といたします。 

 御審議いただきまして、御議決くださいますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第７号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１２ 議案第８号 

○議長（西村昭教君） 日程第１２ 議案第８号平

成２８年度上富良野町病院事業会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（山川 護君） ただいま上程い

ただきました議案第８号平成２８年度上富良野町病

院事業会計補正予算（第２号）につきましては、初

めに提案の要旨を御説明申し上げます。 

 今回の補正予算につきましては、御寄附を３件、

１５万円いただいておりますので、寄附者の御主意

に沿いまして、備品の購入費用として予算措置する

ものであります。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第８号平成２８年度上富良野町病院事業会計
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補正予算（第２号）。 

 総則。 

 第１条、平成２８年度上富良野町の病院事業会計

の補正予算は、次に定めるところによる。 

 資本的収入及び支出。 

 第２条、平成２８年度上富良野町病院事業会計予

算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次

のとおり補正する。 

 以下、補正予定額のみ申し上げます。 

 収入。 

 第１款資本的収入、１５万円。 

 第１項出資金、１５万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出、１５万円。 

 第２項建設改良費、１５万円。 

 以上で、議案第８号平成２８年度上富良野町病院

事業会計補正予算（第２号）の御説明といたしま

す。 

 御審議いただき、議決賜りますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第８号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１３ 議案第１２号 

○議長（西村昭教君） 日程第１３ 議案第１２号

上富良野町債権管理条例を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ただいま上程いた

だきました議案第１２号上富良野町債権管理条例に

ついて、提案要旨について御説明申し上げます。 

 初めに、条例制定の経緯について御説明申し上げ

ます。 

 債権は、地方自治法第２４０条第１項に金銭の給

付を目的とする地方公共団体の権利と規定されてお

り、町が保有する債権につきましては、町税、国民

健康保険税のほか、公の施設の使用料、住宅使用

料、上下水道料、また、ラベンダーハイツ利用者負

担金、町立病院患者負担分など、多岐にわたってご

ざいます。 

 これらの債権を適正に管理することは、町民の負

担に対して公平性を確保するとともに、円滑な財政

運営に重要不可欠であります。 

 町の債権には、公法上の原因に基づいて発生する

公債権と、司法上の原因に基づいて発生する私債権

があり、公債権にはさらに自力執行権がある強制徴

収公債権と自力執行権のない非強制徴収公債権に区

分されております。債権区分により、適用する根拠

法令等も異なり、債権発生から消滅するまでの事務

手続においても法令等の解釈を複雑にし、債権管理

の課題となっている現状がございます。 

 今後、町としましては、新たに債権管理の基準を

設け、全町一体的な債権管理の徹底を図るととも

に、徴収不能な債権の取り扱い基準を明確にするた

め、本条例を制定するものでございます。 

 以下、この条文は、第１条から第１４条までの条

文となっておりますので、条ごとに御説明申し上げ

ます。 

 １ページをごらんください。 

 第１条は、この条例を定める目的を、第２条は、

この条例で使用される用語について定めておりま

す。 

 第３条は、法令や他の条例等に特別の定めがある

場合を除き、町の債権管理に関する事務処理につい

て、この条例に基づいて処理することを規定するも

のであります。 

 第４条は、町の債権管理に当たって、町長等の責

務を定め、第５条は債権の適正管理のため、債権管

理台帳の整備について定めてございます。 

 第６条は、履行を請求するための納入通知と、履

行期限までに履行しない者に対して督促しなければ

ならないことを定めてございます。 

 第７条は、滞納者に関する情報について定め、こ

れにより法令の規定による調査権がなく、納付資力

等の調査ができない債権においても滞納者の実態を

把握し、徴収事務に活用することが可能となりま

す。ただし、滞納者情報の利用に当たっては各種法

令等の規定を遵守し、個人情報の管理に万全を期し

てまいります。 

 ２ページをお開きください。 

 第８条は、公債権における延滞金の率、延滞金の

計算などを、第９条は、私債権における遅延損害金

等について定めております。 

 第１０条は、一定の要件に該当すると認められた

ときは、延滞金及び遅延損害金を減免、または免除

できることを定めております。 

 第１１条は、強制徴収公債権の滞納処分等の措置
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について定めております。 

 ３ページをごらん願います。 

 第１２条は、非強制徴収公債権及び私債権につい

て、強制執行等、町がとるべき措置について定めて

おります。 

 第１３条は、私債権について、消滅時効を迎えた

債権やいかなる措置を講じても回収不能な債権につ

いて、債権を放棄することができることを定めてお

ります。 

 第１４条は、規則への委任規定を定めておりま

す。 

 附則第１項は、条例施行日を平成２９年４月１日

から施行することとしております。 

 ４ページをごらん願います。 

 第２項は、上富良野町分担金等の延滞金徴収条例

の廃止規定を、附則第３項は、経過措置について定

めるものであります。 

 附則第４項は、延滞金の割合の特例、同じく第５

項は、遅延損害金の割合の特例について定めるもの

であります。なお、本条例については総務産建常任

委員会所管事務調査として委員会が開催され、本定

例会においても、総務産建常任委員会委員長から報

告書を提出いただいているところでございます。 

 以上をもちまして、議案第１２号上富良野町債権

管理条例の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決いただきますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 今回、出てきた条例等見

ますと、結局この条例に拘束されるということがう

たわれております。 

 そこでお伺いしたいのは、今回、条例のいわゆる

現行の条例の中、規定された条例をさらに本文に明

確にうたって、それを履行するのだということで提

出された文章なのかなというふうに思います。 

 そこでお伺いしたいのは、現行の制度の中でも滞

納、あるいは督促、利息等が徴収でき、またしてい

ますが、利息等は徴収はしておりませんけれども、

現行制度を生かした、それを徴収できる、そういう

ことがうたわれているわけですから、改めてここに

うたわなくても、条例を設置しなくても、現条文を

生かしてそれを活用すべきだというふうに思います

が、この点はどのようなお考えなのか、お伺いして

おきたいというふうに思います。 

 それと、二つ目にお伺いしたいのは、例えば、Ａ

という人が滞納しましたと。国保税でも何でもいい

ですが、そうしますと、軽度の認知症を患っている

方だとします。そうしますと、その来た文書がなか

なか理解できない、あるいはそれに似たような方が

なかなかこの意味するところがわからないといった

場合に、この制度でいけば、単純に条例を起こして

滞納、あるいはということで督促して、それでも来

ないということになった場合には、この条例の中で

は当然悪質な滞納者という形になるような気がする

のですが、そういった危惧はないのかどうなのか、

お伺いしておきたいというふうに思います。 

 何よりもサービス制限条例設置のときもなのです

が、明らかにこれは滞納を理由して、行政サービス

をやっぱり利用させないと、いわゆる公平感を妨げ

るものだということで、私、サービス制限条例に反

対した経過があります。これも同じように、そうい

ういわゆる税納公平感はうたっておりますけれど

も、現行の条例の中で対応できるものであれば、何

も新しくその条例を設定しなくても、十分生かされ

る、それをやるべきだというふうに思いますので、

この点、もう一度確認しておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢議員の

３点の御質問についてお答えさせていただきます。 

 まず、初めに１点目のこの本条例制定に対して、

これまでの現行の法令等での対応の可能性、なぜこ

の新しい条例を制定するのかという御質問に対して

でございますが、この１年間、所管としましては、

関係機関ともこれまでの町の条例規則等を照らし合

わせまして、まずその点については確認したところ

でございます。その中でいろいろと課題が出てきま

したのは、やはり公債権といわれている町税等、国

民健康保険税もそうですが、それについては各上位

法の国の法律並びに町の条例等でも全て定めが整っ

てございますが、ここで一番課題となったのが私債

権でございます。私ども、所管であります公営住宅

料、また町の水道、あとほかの歳入につきまして

も、この私債権の取り扱いについての、実は定義が

ないことにより、この私債権の事務手続についても

定めることによりその手続も可能かと思いました

が、やはりこれは町の事務を一体的に、この債権と

いう名称のもとで手続をしていくことが、私ども職

員のほうもわかりやすく、また町民に対してもわか

りやすい説明になるというふうに判断をし、この条

例制定に至ってございます。 

 ２点目に、例えばの例ということで、１例のお方

について御発言をいただいたところでございます

が、今、町のほうで私ども今、手元に持っているの

は税の関係でございますが、税で申し上げますと、

平成２７年度で実際に滞納をしている方につきまし



― 58 ― 

ては、先ほど米沢議員から御発言がありましたよう

な方の理由で滞納になっている方はいらっしゃいま

せん。実際に皆様とは面談をしたり、また連絡等も

とれておりまして、その中でそのような忘れていた

という方は中にはいらっしゃいますが、それは痴呆

とかそういうものではなくて、皆さん、かなり高齢

者の方のほうが実は納付率は高い状況でございま

す。 

 あと、３点目でございますが、不公平感について

議員から御発言があったというふうに解釈をします

が、私どもはこの債権管理条例を制定し、今後、町

のこの債権につきまして、納期内にきちんと支払っ

ている町民の方と、またそうではない方に対して、

それを公平性を定めるためにこの条例は必要ではな

いかということで、今回条例制定を上げてございま

すので、率で申し上げますと、９９.４％以上の方

がきちんと納付をしていただいている。ただ、納付

をできなかった方にも理由がありますので、その理

由ある方につきましても、今後、納期内納付にして

いただけるように、皆様、町民の方も努力していた

だいていることは、十分これからも報告させていた

だきたいと思っておりますので、御理解をいただき

たいと考えております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） そうしますと、多くの方

はおくれながらでも納付されているということで

す。 

 また、会計の決算上、０.６％とか０.４％の方が

未納になっているというように表れているわけです

けれども、しかし、そういう方であったとしても、

後でいろいろな理由があって、今すぐ払えないけれ

ども、納付されているという、担当者の方に聞きま

したらそれは事実だということをおっしゃっている

のです。そうしますと、誰が、町民の方にしたら、

本当に不公平なのかという、私は印象を見たら、町

の方も努力されていますし、納付される方もそれな

りに一生懸命努力されて、仮におくれていても納付

されている方もいます。そうしますと、その悪質か

というのは、ほんのわずかいるかいないかというよ

うな現状を捉えた場合に、現行制度を生かしなが

ら、あくまでも納税者に寄り添いながら、分納、あ

るいは生活再建のために、どういう、あなたはもし

も払えないのだったら生活保護につなげますよだと

か、そういう分納相談、応じながら、現行の条文を

生かしながら、僕はやるべきだというふうに思いま

す。仮に滞納、利息徴収、どうしてもしなければな

らないということであれば、現行の条文を生かした

中で、それをうたうことも十分可能なわけですか

ら、そういうことも含めた対策をとれば、不公平感

というのはないわけで、これをやることに誰が一番

なのかということであれば、行政が、こういう言い

方したら大変失礼かもしれませんけれども、素早く

こういう手段で措置ができるという形の話なのだろ

うというふうに思います。私は、公平、不公平でい

えば、これこそまさに不公平感を助長して、サービ

ス制限条例のように誰でもが憲法でうたわれている

ようなこういう安心した生活環境を営めるような、

そういうことであれば、きちんとやっぱり粘り強く

訴えていくということが、私はこの条文を見て、本

来そういうやり方を実施すべきだなというふうに

思っておりますので、この点、確認しておきたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢議員の

町民に対する公平、不公平感並びにこれまで町が進

めてきました行政サービス制限条例の関連について

の御質問をいただいたと思いますが、所管としまし

ては、本当に、先ほど例を挙げていただいたような

方は税の支払い等、あと使用料の支払いの中では出

てきませんが、今現在、実際に未納になっている方

というのは、実際には預貯金、給与等あっても、お

支払い、納期までにしていただけない方がほぼ１０

０％でございます。そういう形につきましては、給

与の差し押さえ、または預貯金の差し押さえ等も

行っており、本当にそういう方たちにこそ、きちん

と納期内に納付すべき義務を住民としてお願いすべ

きことは、日々、私ども業務として行っているとこ

ろでございます。 

 ただ、現在、税条例並びに各使用料の延滞金につ

きましては、条例は持ってはございますが、私債権

につきましてはこれについては適用されておりませ

んので、これもあわせて今回の債権管理条例にもち

まして、やはり支払っていただく方の義務の公平感

を定めるために今回の条例を制定ということで考え

ているところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 過去にこういう事例があ

りました。給与は入ったけれども、全額を差し押さ

えになったというような事例があります。しかし、

ちょっとここに持ち合わせておりませんけれども、

法律では必ずしも給与を全額押さえてはだめだとい

うような条文が判決でも出ているわけですよ。そう

いう場合、この間、上富良野町は給与の差し押さえ

というのは、どういうような形で実施されたのか、

全額なのか、また一部なのか、そこら辺お伺いしま

す。 
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○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢議員の

給与の差し押さえに関する御質問にお答えします。 

 過去に町のほうで全額差し押さえた事例があった

というふうに議員御発言でしたが、大変申しわけご

せん。現在は全額差し押さえは行ってございませ

ん。給与はその方に関する生活費の収入源でござい

ますので、私どもはきちんとその生活費に必要な部

分については差し押さえることができないというこ

とで、算出に基づいて差し押さえのほうは実施させ

ていただいております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかに御質問ございません

か。 

 ５番今村辰義君。 

○５番（今村辰義君） ちょっと確認したいことが

あるのですけれども、先ほどの説明で債権管理の課

題があるということでございます。この条例ができ

る現時点で。この条例が施行されたら、その課題は

この条例で解消されるのかということと、ちょっと

小さいことになると思いますけれども、例えば、収

入が年に一遍、まとまった時期に入ってくると、そ

ういう人たちはそれまでの間、払えないかもしれま

せん。そういった人はこの延滞金にひっかかってく

る人はおられるのかどうか。毎月入ってくるサラ

リーマンと違ってという意味でございます。 

 先ほどから９９.４％の方が払っていると、非常

にすばらしいと思うのですけれども、あと０.６％

の中で悪質といわれている人は、先ほどからも話が

出ているのですけれども、何名ほどおられるのか。

その人のためにもこの条例を制定する必要があるだ

ろうということだろうと思うのですけれども、具体

的にどれぐらいおられるのか、そこを確認したいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ５番今村議員の３

点について御質問にお答えします。 

 まず、この条例を制定することで、これまでの課

題について解消になるような条例なのかどうかとい

うことの御質問ですが、これまで上富良野町の税ば

かりではなく、各使用料につきましてもいろいろと

町民の方にも納期内納付についてはきちんと理解を

していただいておりますし、職員についてもそのよ

うな事務を取り扱ってきたところでございますが、

この債権管理条例を制定することによりまして、も

ちろん町民の支払いをしていくための、納付のため

の義務のことは理解していただくことと、あと不公

平感については解消されると考えております。 

 また、私のほうの中で一番やはり危惧をしていた

のは、やはり先ほどから出ていますように、なかな

か町民から自分の生活について相談するときに、や

はり支払いをできなくなってから実は相談窓口に来

るということが現状でございます。そこには、その

お金が支払えないというバックボーンには、実は毎

月の支払いにどれだけのお金を生活の収入源から支

払っているかということをお伺いする場面が多々う

ちの職員はあるようです。その中でお伺いしている

中では、やはり、まず町民として義務を果たさなけ

ればいけないということをまず町民に教えるのも職

員でございますし、そして、その生活の中で食べる

こと、やっぱり子どもを教育することにはもちろん

お金は使ってもらわなければいけないですし、ただ

その中で娯楽、遊戯費にやはりそれなりに相当の費

用の支出をしていたりとか、いろいろと皆さん生活

の中で気付きをされる町民の方も多くいらっしゃる

ようです。その辺については、丁寧に、税の職員だ

けではなくて、町の職員が全庁的にそれについて対

応していくことが今後必要ではないかということは

考えているところでございます。 

 あと２点目、収入が一定の時期しか入らない方へ

対しての対応についての御質問だったと思います

が、これは農業であれば、本当に収穫を得てからの

秋にしかお金が入らないとか、あといろいろな御商

売によっては定期に入らない方いらっしゃるかと思

います。ただ、その関係についての延滞金でござい

ますが、月々で入っている方たちについては月々の

支払いの計画があるでしょうし、年間の総収入しか

入らない方については、やっぱりそれを月々に分け

て、または、税金については納期にやりくりをやっ

ぱり計算していただいて、何とか納付することで生

活設計を立てるような相談もする場面が実はござい

ます。それについては、延滞金をかけないというこ

とではなくて、きちんと納期内に納付できるような

生活をしていただくように町民の方に御説明をして

いきたいと考えているところでございます。 

 最後、３点目でございますが、実際にどれぐらい

の人数がいるかという御質問だったと思いますが、

実は上富良野町の２７年度の、これは税だけの状況

でございますが、住民税と固定資産税と国保税、こ

の３件だけで２７年度で１４９人の方が実際に納期

内に納付をされてございませんでした。実際、１４

９件ですが、実人数にしますと８５人でございま

す。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ５番今村辰義君。 

○５番（今村辰義君） 延滞金が年に限られた特定

の時期にしか入ってこないということなのですけれ
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ども、金銭管理指導をやってしっかり計画的に払っ

てもらおうというようなことだと思うのですけれど

も、そういうことはなかなか難しいところが私はあ

ると思います。みんながみんな、それがしっかりで

きればそれに越したことはないわけですよ。そうい

うことができない人もいるかもしれない。しかし、

年に一遍しか入ってこなかったら延滞金に該当する

ようになってしまうのではないかなという話なので

す。そこは本当に大丈夫だと思っているのか、もう

一度確認したいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） ５番今村議員の御質問に

私のほうからお答えをさせていただきたいと思いま

す。 

 税は、いきなり突然やってくるものではございま

せんので、社会人になればずっと税がかかるという

のはわかっているわけですから、年に１回の、例え

ば農業を営んでいる方については、年１回という、

秋になりますけれども、そういう方も、この９９.

４％の中に当然にしておられますから、そういう分

野で年１回の収入しかなくても、納税に応じるとい

うことがこれまでもやっていただいていますので、

そういうふうに理解をしています。 

 それと、先ほどの御質問に戻るかもしれません

が、この課題のこともおっしゃっておられましたけ

れども、課題の部分でいいますと、第１３条私債権

の放棄ですね。以前からお話をしているかと思いま

すが、私債権は特に放棄をする場合、１本１本、１

件１件、議会の議決を得て、放棄をするか、もしく

は相手方が援用する、私は時効を迎えていますと援

用しない限りは、この債権は放棄されません。そう

いう部分では、ずっと帳簿上の債権は受けない、そ

ういう課題があります。したがって、この１３条に

も書かれているような法に照らして不納債権となっ

ているもの、不良債権となっているものを放棄す

る、そういう条文を、安易に放棄するという意味で

はなくて、そういうことを課題になっていたのでこ

の条例を定めると。 

 あと、７条で見ていただきたいのですけれども、

７条は各債権、町の債権であっても、個人情報があ

りますから、例えば税の担当者が水道料金の滞納者

の情報を共有することが基本は無理です。病院の債

権がある。そういうことも本来は個人情報ですか

ら、お互い同じ自治体であっても、共有することは

基本はできないことになっています。ただ、ここの

条例は違法ではないですから、ここの条例は、各町

の債権を全て、例えば滞納処分しましたという情

報、債権を徴収するために裁判所に訴えましたとい

う情報をそれぞれの債権の持っている関係者から情

報を共有できますという条例を画期的につくったの

です。そういうことも課題にありましたから、こう

いう公平感を持つことも当然課題ですが、そういう

ものを狙ったこの条例だということもぜひ御理解を

いただきたいというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ４番長谷川徳行君。 

○４番（長谷川徳行君） この上程が制定されたと

きは、本当に住民からは歓迎されない条例だとは

私、思います。やっぱり公平、公平といいますけれ

ども、だれも払っている人は不公平だとは私１回も

聞いたことないです。私、先に払ったから不公平だ

とかと。誰が言ったか知らないですけれども、課

長、そんなこといいですけれども、本当にそんなこ

とを思って税金払っている人はいないと思います。

払っていない人は困っているのだなという解釈で、

そういう気持ちで先に払っている人も、昔は納税組

合がありまして、払っていなかったら還付金が来な

いからお前払えよと、そうでなかったら除外すると

かという、こんなあれもありましたけれども、今は

そんなこと言っている人はいないのではないかと思

いますよね。それが私の意見ですけれども、もう一

つ。 

 この延滞金に１４.６％とありますけれども、こ

れは何を根拠に対して算出されたのか、それと一般

の銀行あたりの延滞金がわかれば教えていただきた

いと思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ４番長谷川議員の

住民の公平性の関係についての御意見をいただいた

ところでございますが、実は長谷川議員はそのよう

におっしゃっていただいて、困っているのだろうな

と言ってくれる方ばかりならよろしいのですが、実

は、昨今、各自治体では、納期内に払った方とそう

ではない方に対して、納期内に払った住民から住民

訴訟が実は昨今、国内では起きてございます。まだ

上富良野町ではそのような住民請求が起きた事例は

ございませんが、実は道内においても監査請求が起

きたり、また首長、またはそこの責任者が職員も訴

訟の対象になってございます。現在、上富良野町に

おいても条例はございます。延滞金を徴収するよう

な形になっておりましたが、これまでは全てとって

はきておりませんでした。ただ、やはりこれは法律

の中でとらなければならないということで、法律で

定められていることから、上富良野町も来年の４月

からはこの国の法令に基づいた形での徴収をしたい

というふうに考えているところでございます。 

 ただ、これはあくまでも延滞をした方に対して課
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すものであって、延滞をしない方には一切何も行き

ませんし、金額で例を挙げて申し上げますと、一つ

の債権、支払った納期からのおくれた日にちにもよ

るのですけれども、数万円なければその債権は発生

しません。ですから、本当に私どもの考えているの

は、住民税だとか固定資産税とか国民健康保険税だ

とかの納期における１回の債権が多額になるような

ものについては対象になるのではないかというふう

には考えてはおりますが、月々何千円かの使用料に

対して、この延滞金がすぐかかるようなという形は

想定はしていないことから、先ほどもちょっと他の

議員からの御質問もありましたが、ちょっとした１

週間忘れたとか、開けてなかったとか、そういうこ

とでいって、では延滞金がかかるかというと、その

ようなことは実は想定はしていないところでござい

ます。 

 また、本当に未然に防げるような情報も、私たち

もルールといえど、規則は持ちますけれども、町民

の人にやはり納めていただくことをお伝えするのが

行政の責務と考えております。あなた、義務を果た

していないからすぐこうだよではなくて、やはり住

民周知をきちんとここはしていかなければいけない

役割もありますので、それについてはある程度時間

をきちんと設けてやっていきたいというふうに考え

ています。 

 あと、延滞金の率でございますが、これにつきま

しては実はもう規定が決まってございます。ここに

特例措置も率が１４.６と条例には書いております

が、特例措置におきましては既にその率につきまし

ては附則のほうで率を出させていただいております

が、これにつきましてはまず公債権につきましては

国の法律で定められた率を用いさせていただいてい

ます。また、私債権の遅延損害金につきましては、

財務大臣が定める率の民法に基づいた率を適用させ

ていただいておりますから、これはどの自治体、全

部調べていただいても構いませんが、同じ率を適用

させていただいております。 

 銀行の率については、現在ちょっと手持ちで持っ

ておりませんので、回答できませんので、申しわけ

ございません。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ４番長谷川徳行君。 

○４番（長谷川徳行君） 町長が訴えられたり、職

員が訴えられたことは知っています。それはやっぱ

り権利があるし、私たちも払う納税の義務を負って

いるから払わなかったら。だけれども、この法定利

息、これは町で定めることはできないでしょうか。 

 お伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ４番長谷川議員の

この利率につきまして、町で独自に定めることはで

きないのかという御質問に対しましては、町で定め

ることは可能ではございません。これは、公債権に

つきましては国の法律で決めてございますし、私債

権につきましては財務大臣が定めている民法の法律

に基づいた率を適用することになっておりますの

で、こちらの率に変更はございません。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ４番長谷川徳行君。 

○４番（長谷川徳行君） 私思うに、徴収するとき

にもっと町民が払いやすいような徴収方法をとった

らどうでしょうか。公住の家賃とか、そういうのは

毎月となっていますけれども、ほかの健康保険税や

何かは多額で払う人もいっぱいいるのですよ。１回

に７万円も８万円も払う人がいます。それを分けや

すく、その人と話し合って、滞納している人で支払

いしやすいような、例えば、総務委員会で･･････。 

○議長（西村昭教君） 議案とちょっと逸れていま

すので、それは別途協議できると思います。 

 ほかにございませんか。 

 よろしいですか、長谷川議員。（長谷川議員「は

い」と答える） 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっています、議案第１２号上富

良野町債権管理条例は、なお十分な審議を要すると

思われますので、この際、総務産建常任委員会に付

託し、審議をしていただきたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、総務産建常任委員会に付託する

ことに決定しました。 

────────────────── 

◎日程第１４ 議案第１３号 

○議長（西村昭教君） 日程第１４ 議案第１３号

上富良野町税条例等の一部を改正する条例を議題と

いたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ただいま上程いた

だきました議案第１３号上富良野町税条例等の一部

を改正する条例について御説明申し上げます。 

 この度の改正は、外国人等の国際運輸業にかかわ

る所得に対する相互主義による所得税等の非課税に
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関する法律施行令等の関連する政令が、去る平成２

８年５月２５日に、また所得税法等の一部を改正す

る法律の一部の施行期日を定める政令が７月１日に

それぞれ公布されたことにより、上富良野町税条例

等の一部を改正するものでございます。 

 改正内容につきましては、１点目は、外国居住者

等にかかわる町民税の算定において、特例適用利子

などの額及び特例適用配当等の額に係る所得に対し

て分離課税するものでございます。 

 ２点目は、町民税で分離課税される特例適用利子

等の額を国民健康保険税の所得割額の算定、軽減判

定に用いる総所得金額に含めるものでございます。 

 以上が主な改正点であります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１３号上富良野町税条例等の一部を改正す

る条例。 

 上富良野町税条例の一部改正。 

 第１条上富良野町税条例（昭和２９年上富良野町

税条例第１０号）の一部を次のように改正する。 

 以下につきましては、条例の朗読を省略させてい

ただき、主な改正点のみの説明とさせていただきま

すので、御了承願いたいと思います。 

 附則第２０条の２は、特例適用利子など及び特例

適用廃止等々にかかわる個人の町民税の課税の特例

について新規に定めるものであり、附則第２０条の

３はこれまでの条について所要の整備をするもので

あります。 

 ３ページをお開き願います。 

 次に、第２条関係です。 

 上富良野町国民健康保険税条例の一部改正。 

 第２条上富良野町国民健康保険税条例（昭和３１

年上富良野町条例第７号）の一部を次のように改正

する。 

 以下につきましても、条例の朗読を省略させてい

ただき、主な改正点のみの説明とさせていただきま

すので、御了承願いたいと思います。 

 附則第１０項は、特例適用利子などにかかわる国

民健康保険税の課税の特例について、新たに整備す

るものです。 

 ４ページをお開き願います。 

 附則第１１項は、特例適用配当等にかかわる国民

健康保険税の課税の特例について、新たに整備する

ものです。 

 附則第１２項、附則第１３項、附則第１４項につ

いては、附則第１０項及び附則１１項を新たに定め

ることにより、所要の整備をするものであります。 

 ５ページをごらん願います。 

 附則第３項国民健康保険税に関する経過措置を定

めるものでございます。 

 以上をもちまして、議案第１３号上富良野町税条

例等の一部を改正する条例の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１３号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩といたします。再開を２時４０分といた

します。 

────────────────── 

午後 ２時２５分 休憩 

午後 ２時４０分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第１５ 議案第１４号 

○議長（西村昭教君） 次に、日程第１５ 議案第

１４号財産の取得について(自治体情報システム強

靱性向上整備事業)を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） ただいま上程いただき

ました議案第１４号財産の取得について（自治体情

報システム強靱性向上整備事業）につきまして、提

案の要旨を御説明申し上げます。 

 国においては、マイナンバー制度に伴う情報連携

の開始を控え、地方公共団体の情報セキュリティー

対策の強化を図ることを目的として、平成２７年度

の補正予算において、自治体情報システム強靱性の

向上に係る補助を計上したことにより、本町におい

ても同補助を活用しながら、本町の情報システムに

ついてセキュリティー対策等を強化するため、本年

３月の定例町議会において補正予算と合わせて同予

算の全額を平成２７年度に繰り越すため、繰越明許

費の議決を賜ったところであります。 

 事業の概要につきましては、本町の情報システム

からインターネット接続系を分離し、ＬＧＷＡＮ接

続系、マイナンバー利用事務系の三つのネットワー
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ク構築として構築することとし、インターネット利

用においては、個々のパソコンからの直接通信を禁

止し、画面転送方式とし、ＬＧＷＡＮ接続系、マイ

ナンバー利用事務系においては、ＵＳＢなどによる

情報の持ち出しを技術的に制限するほか、端末操作

の操作ログを収集するシステムを構築するなど現状

のセキュリティー対策を強化するものであります。 

 事業実施に当たりましては、北海道内で情報通信

ネットワーク整備等の実績がある４社を指名し、９

月７日入札の結果、リコージャパン株式会社道北営

業部が２,４４０万円で落札し、契約額は消費税を

加算した本議案の２,６３５万２,０００円となって

おります。参考までに二番札は、株式会社美唄未来

開発センターの２,７００万円でありました。 

 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。 

 議案第１４号財産の取得について。 

 自治体情報システム強靱性向上整備に関する財産

を次により取得するため、議会の議決に付すべき契

約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規

定により、議会の議決を求める。 

 記。 

 １、取得の目的、自治体情報システム強靱性向上

整備事業。２、取得の方法、指名競争入札による。

３、取得金額、２,６３５万２,０００円。４、取得

の相手方、旭川市東３条５丁目。リコージャパン株

式会社道北営業部、部長、松井厚志。５、納期、平

成２９年３月３１日。 

 以上、説明といたします。 

 御審議いただき、議決くださいますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１４号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 この後の１５号、１６号の案件について、理事者

の説明を求める必要がありますので、暫時休憩とい

たします。 

 再開は３時１０分といたします。議員の方は控え

室のほうへお集まりいただきたいと思います。 

────────────────── 

午後 ２時４３分 休憩 

午後 ３時１０分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第１６ 議案第１５号 

○議長（西村昭教君） 日程第１６ 議案第１５号

教育委員会教育長の任命についてを議題といたしま

す。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） ただいま上程をいただきま

した議案第１５号教育委員会教育長の任命につきま

して、提案の理由を御説明させていただきます。 

 現在、教育委員を務めていただいております服部

久和氏が、この９月末をもって任期満了を迎えると

ころでありますが、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律の改正に伴い、教育長と教育委員長を一

本化した新たな教育委員会制度となり、それに伴う

新たな教育長の選任に当たり、人格、識見ともにす

ぐれ、現在、教育長として当町の教育行政の振興に

努められております服部久和氏を任命いたしたく、

議会の同意をお願いするものであります。 

 また、新たな制度による教育長の任期は３年と

なっております。なお、服部氏の経歴等につきまし

ては、別添配付させていただいておりますので、御

高覧賜り参考としていただければと存じているとこ

ろでございます。 

 以下、議案を朗読いたしまして御提案させていた

だきます。 

 議案第１５号教育委員会教育長の任命について。 

 上富良野町教育委員会教育長に次の者を任命した

いので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第４条第１項の規定により、議会の同意を求める。 

 記。 

 住所、上富良野町■■■■■■■■■。氏名、服

部久和。■■■■■■■■■■生まれ。 

 以上でございます。 

 御審議賜りまして、御同意賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件は、先例により質疑、討論を省略し、直ちに

採決をいたしたいと思います。これに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております教育委員会教育長

の任命について、これに同意することに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり同意することに決

しました。 

────────────────── 

◎日程第１７ 議案第１６号 

○議長（西村昭教君） 日程第１７ 議案第１６号

教育委員会委員の任命についてを議題といたしま

す。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） ただいま上程いただきまし

た議案第１６号教育委員会委員の任命につきまし

て、提案の理由を御説明申し上げます。 

 現在、教育委員３期目を務めていただいておりま

す菅野博和氏が、この９月末をもって任期満了を迎

えるところでありますが、人格、識見ともにすぐれ

た方でありますことから、これまでの御経験をさら

に本町の教育行政に生かしていただきたく、引き続

き菅野氏を教育委員に任命いたしたく、議会の同意

をお願いするものであります。なお、菅野氏の経歴

等につきましては、別添配付させていただいており

ますので、御高覧賜り参考としていただければと存

じているところでございます。 

 以下、議案を朗読して御提案させていただきま

す。 

 議案第１６号教育委員会委員の任命について。 

 上富良野町教育委員会委員に次の者を任命したい

ので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

４条第２項の規定により、議会の同意を求める。 

 記。 

 住所、上富良野町■■■■■■■■。氏名、菅野

博和。■■■■■■■■■■生まれ。 

 以上でございます。 

 御審議賜りまして、御同意賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件は、先例により質疑、討論を省略し、直ちに

採決をいたしたいと思います。これに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております教育委員会委員の

任命について、これに同意することに御異議ござい

ませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり同意することに決

しました。 

────────────────── 

◎日程第１８ 発議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１８ 発議案第１号

議員派遣についてを議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ６番金子益三君。 

○６番（金子益三君） ただいま上程いただきまし

た発議案第１号議員派遣について、提案理由の説明

を申し上げます。 

 地方分権時代に対応し、各自治体の行政諸課題を

解決するために、議員の資質向上を目的として、上

川町村議会議長会及び富良野沿線市町村議会議員研

修にそれぞれの議員を派遣することを目的といたし

ます。 

 以下、議案を朗読し、発議といたします。 

 発議案第１号議員派遣について。 

 上記議案を次のとおり、会議規則第１４条第２項

の規定により提出いたします。 

 平成２８年９月１３日提出、上富良野町議会議

長、西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員、金子益三。 

 賛成者、同じく中澤良隆、佐川典子。 

 議員派遣について。 

 次のとおり、地方自治法第１００条第１３項及び

会議規則第１２９条の規定により議員を派遣する。 

 記。 

 １、上川町村議会議長会主催の議員研修会。 

 目的、分権時代に対応した議会議員の資質向上に

資するため。 

 派遣場所、美瑛町。 

 期間、平成２８年１０月２６日、１日間。 

 派遣議員、全議員。 

 ２、富良野沿線市町村議会議員研修会。 

 目的、分権時代に対応した議会議員の資質向上に

資するため。 

 派遣場所、中富良野町。 

 期間、平成２８年１１月２４日から１日間。 

 派遣議員、全議員。 

 以上、原案をお認めいただきますようよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の
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説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第１号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１９ 発議案第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第１９ 発議案第２号

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・

強化を求める意見についてを議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 １番中澤良隆君。 

○１番（中澤良隆君） ただいま上程されました発

議案第２号について、朗読をもって説明申し上げま

す。 

 発議案第２号林業・木材産業の成長産業化に向け

た施策の充実・強化を求める意見について。 

 上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 平成２８年９月１３日提出、上富良野町議会議

長、西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員、中澤良隆、同じく

佐川典子。 

 裏面をごらんください。 

 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充

実・強化を求める意見書。 

 本道の林業・木材産業は、山村地域を支える基幹

産業として発展し、雇用の確保、地域経済の活性化

などに大きく寄与してきた。 

 しかし、山村では、人口の減少と高齢化が急速に

進みつつあり、近い将来、集落はもとより、自治体

の存続が危ぶまれる事態をも想定されている。 

 一方、地球温暖化が深刻な環境問題となっている

中で、二酸化炭素を吸収・固定する森林・木材に対

し、大きな関心と期待が寄せられているが、我が国

においては化石燃料への依存が高く、森林や木材が

果たす役割は、これまで以上に重要となっている。 

 このような中、道では、森林の公益的機能の維持

増進や森林資源の循環利用の実現に向け、森林整備

事業及び治山事業や森林整備加速化・林業再生対策

等を活用し、植林・間伐や路網の整備、山地災害防

止、木造公共施設の整備など、さまざまな取り組み

を支援してきたところである。 

 今後、人工林資源が本格的な利用期を迎える中、

こうした取り組みをさらに加速させ、地域の特性に

応じた森林の整備・保全を着実に進めるとともに、

森林資源の循環利用による林業・木材産業の成長産

業化を実現するための施策の充実・強化を図ること

が必要である。 

 よって、国においては、次の事項を実現するよう

強く要望する。 

 記。 

 １、森林環境税（仮称）などを早期に創設し、森

林整備や木質バイオマスの有効利用など、森林吸収

源対策を推進すること。 

 ２、森林の多面的機能を持続的に発揮し、林業・

木材産業の振興と山村における雇用安定化を図るた

め、公共事業である森林整備事業及び治山事業の財

源を十分かつ安定的に確保すること。 

 ３、森林資源の循環利用を通じて、林業・木材産

業の成長産業化を実現するため、地域の実情を十分

に踏まえ、森林整備から木材の加工、流通、利用ま

での一体的な取り組みに対する支援措置を充実、強

化する。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。 

 平成２８年９月１４日。 

 北海道空知郡上富良野町議会議長、西村昭教。 

 提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、農林水産

大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復

興大臣。 

 以上であります。 

 御審議賜りまして、お認めいただきますようお願

い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第２号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２０ 閉会中の継続調査申出について 

○議長（西村昭教君） 日程第２０ 閉会中の継続
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調査申出についてを議題といたします。 

 議会運営委員会並びに各常任委員会から、会議規

則第７５条の規定により、各委員会において、別紙

配付の申出書の事件について、閉会中の継続調査の

申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員会からの申し出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、各委員会からの申し出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに決しました。 

────────────────── 

◎閉 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 以上をもって、本定例会に

付議された案件の審議は、全て終了いたしました。 

 大変御苦労さまでございました。 

 ここで、町長より発言の申し出がありますので、

これを許します。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） ただいま議長の御配慮賜り

まして、御挨拶の機会を賜りましたことに感謝申し

上げ、一言御挨拶をさせていただきたいと存じま

す。 

 まず、平成２８年第３回定例町議会をこのたび無

事終了させていただきましたことにお礼を申し上げ

ます。本当にありがとうございました。 

 また、この４年間、議員の皆様にはいつも温かい

御支援を賜り、務めを果たしてこれましたことに改

めて感謝を申し上げる次第でございます。本当にあ

りがとうございました。 

 顧みますと、平成２４年１２月に町民の皆様の温

かい御支援を賜りまして、２期目の町政運営を担わ

せていただくことができました。 

 この間、国にあっては、少子高齢化問題を初め、

一向に明るい兆しが見えてこない経済状況、加えて

人口減少問題も年々深刻さを増す中、格差の拡大な

ど大きな社会問題が次から次へと起きてまいりまし

た。とりわけ大都市への一極集中による都市と地方

の格差は、地方の活性化において深刻な状況が生ま

れ、にわかに地方創生が声高に叫ばれるようになっ

たことは記憶に新しいところでございます。それに

伴い、私たちもこれからのまちづくりのあり方、進

め方について、町民の皆様と認識を共有しながら、

創生計画づくりに取り組んできたところでありま

す。 

 私にとりましても、このような状況の中で町政運

営に臨みましては、就任以来、ずっと政策づくりの

原点としてまいりました町の隅々まで光が当たるま

ちづくりを胸に町民の皆様の思いや声にしっかりと

耳を傾けながら、日々努力を続けてまいりました。 

 特に、活火山十勝岳と共生する町といたしまし

て、噴火災害初め、あらゆる災害に対応できる防災

対策を初め、少子化や長寿社会にあり、どのような

状況にあっても、安心して暮らすことのできる子育

てや医療、福祉の充実、若者は魅力を持ってふるさ

とで活躍できる活気に満ちた産業の育成、駐屯地の

現状規模の堅持、また学校教育や社会教育を通じ、

やる気や生きがいを持って暮らせるまちづくりな

ど、全力で取り組んでまいりました。 

 このような取り組みを進める中にありまして、議

会の皆様にはいつも適切な御助言や御意見を賜り、

ときには背中を押していただいたりと、本当に温か

い御指導や御協力を賜り、改めて感謝申し上げる次

第でございます。 

 私は町長就任以来８年間、まちづくりの種を幾つ

もまかせていただきました。その中には既に芽が出

て花を咲かせたもの、今まさに花が咲こうとしてい

るもの、また花が咲いて実を結びつつあるものな

ど、あるいはもっともっと深く根を下ろさなければ

ならないものなど、多くは道半ばであり、一時も歩

みをとめることはできません。 

 上富良野町は来年、開基１２０年を迎えることと

なり、今、改めて先人の労苦に思いをいたすとき、

私といたしましては、町のさらなる発展のため、一

層の努力を重ねていくことが町民の皆様へ果たすべ

き責務と強く心に思うところでございます。 

 どうか議員の皆様には変わらぬ御指導、御鞭撻を

賜りますようお願い申し上げますとともに、これま

での御協力に対し、重ね重ね感謝とお礼を申し上げ

まして、御挨拶とさせていただきたいと思います。 

 本当にお世話になり、ありがとうございました。 

○議長（西村昭教君） ４年間、大変御苦労さまで

ございました。 

 これにて、平成２８年第３回上富良野町議会定例

会を閉会といたします。 

午後 ３時３０分 閉会 
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